Red Hat CodeReady Workspaces 2.8
インストールガイド

Red Hat CodeReady Workspaces 2.8 のインストール

概要

				管理者による Red Hat CodeReady Workspaces のインストールについての情報
			






多様性を受け入れるオープンソースの強化




			Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ をご覧ください。
		

第1章 サポートされるプラットフォーム




			このセクションでは、OpenShift Container Platform 4.6、3.11、および OpenShift Dedicated での CodeReady Workspaces 2.8 の可用性およびサポートされるインストール方法について説明します。
		
表1.1 OpenShift Container Platform および OpenShift Dedicated での CodeReady Workspaces 2.8 でサポートされるデプロイメント環境
	 
							プラットフォーム
						

						 	 
							アーキテクチャー
						

						 	 
							デプロイメント方法
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 3.11
						

						 	 
							AMD64 および Intel 64 (x86_64)
						

						 	 
							crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.6
						

						 	 
							AMD64 および Intel 64 (x86_64)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.6
						

						 	 
							IBM Z (s390x)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.6
						

						 	 
							IBM Power Systems (ppc64le)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.7
						

						 	 
							AMD64 および Intel 64 (x86_64)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.7
						

						 	 
							IBM Z (s390x)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Container Platform 4.7
						

						 	 
							IBM Power Systems (ppc64le)
						

						 	 
							OperatorHub, crwctl
						

						 
	 
							OpenShift Dedicated 4.7
						

						 	 
							AMD64 および Intel 64 (x86_64)
						

						 	 
							アドオン
						

						 



注記

				IBM Z(s390x)および IBM Power Systems(ppc64le)での OpenShift Container Platform への CodeReady Workspaces のデプロイのサポートは、現時点でテクノロジープレビュー機能としてのみ利用できます。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品のサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではないことがあります。Red Hat は実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。これらの機能は、近々発表予定の製品機能をリリースに先駆けてご提供することにより、お客様は機能性をテストし、開発プロセス中にフィードバックをお寄せいただくことができます。テクノロジープレビュー機能のサポートレベルの詳細は、「テクノロジープレビュー機能のサポート範囲」を参照してください。
			


第2章 CodeReady Workspaces インストールの設定




			以下のセクションでは、Operator を使用して Red Hat CodeReady Workspaces をインストールする設定オプションについて説明します。
		
CheCluster カスタムリソースについて




				CodeReady Workspaces のデフォルトデプロイメントは、Red Hat CodeReady Workspaces Operator によって準仮想化された CheCluster カスタムリソースのアプリケーションで構成されています。
			
	CheCluster カスタムリソース
		
									CodeReady Workspaces インストール全体の設定を記述する YAML ドキュメント。
								
	
									各コンポーネントを設定するセクション（auth、database、server、storage）が含まれます。
								



	Red Hat CodeReady Workspaces Operator の役割
		
									CheCluster カスタムリソースを、CodeReady Workspaces インストールの各コンポーネントで使用できる設定 (ConfigMap) に変換します。
								



	OpenShift プラットフォームの役割
		
									各コンポーネントの設定 (ConfigMap) を適用するには、以下を実行します。
								
	
									必要な Pod を作成するには、以下を実行します。
								
	
									OpenShift がコンポーネントの設定で変更を検知すると、Pod を適宜再起動します。
								





例2.1 CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントの主なプロパティーの設定
	
							ユーザーは、server に関連する一部の設定が含まれる CheCluster カスタムリソースを適用します。
						
	
							Operator は che という必要な ConfigMap を生成します。
						
	
							OpenShift は ConfigMap の変更を検知し、CodeReady Workspaces Pod の再起動をトリガーします。
						




関連情報
	
						Operator について
					
	
						カスタムリソースについて
					
	
						CheCluster カスタムリソースを変更する方法は、選択したインストール手順を参照してください。
					



CheCluster カスタムリソースフィールドの参照




				このセクションでは、CheCluster カスタムリソースのカスタマイズに使用できるすべてのフィールドについて説明します。
			
	
						例2.2「最小の CheCluster カスタムリソースの例。」
					
	
						表2.1「CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントに関連する CheCluster カスタムリソースの server 設定。」
					
	
						表2.2「CodeReady Workspaces で使用されるデータベースに関連する CheCluster カスタムリソース database 設定。」
					
	
						表2.3「CodeReady Workspaces で使用される認証に関連するカスタムリソース auth 設定。」
					
	
						表2.4「CodeReady Workspaces で使用される永続ストレージに関連する CheCluster カスタムリソース storage 設定。」
					
	
						表2.5「OpenShift の CodeReady Workspaces インストールに固有の CheCluster カスタムリソース k8s 設定。」
					
	
						表2.6「CodeReady Workspaces によって使用される CodeReady Workspaces メトリクス収集に関連する CheCluster カスタムリソース metrics 設定。」
					
	
						表2.7「CheCluster カスタムリソース status は、CodeReady Workspaces インストールの観察される状態を定義します。」
					


例2.2 最小の CheCluster カスタムリソースの例。
apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
metadata:
  name: codeready-workspaces
spec:
  auth:
    externalIdentityProvider: false
  database:
    externalDb: false
  server:
    selfSignedCert: false
    gitSelfSignedCert: false
    tlsSupport: true
  storage:
    pvcStrategy: 'common'
    pvcClaimSize: '1Gi'


表2.1 CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントに関連する CheCluster カスタムリソースの server 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								airGapContainerRegistryHostname
							

							 	 
								イメージのプルに使用する別のコンテナーレジストリーに対する、オプションのホスト名または URL。この値は、Che デプロイメントに関連するすべてのデフォルトコンテナーイメージで定義されるコンテナーレジストリーのホスト名を上書きします。これは、制限された環境で Che をインストールする場合にとくに便利です。
							

							 
	 
								airGapContainerRegistryOrganization
							

							 	 
								イメージのプルに使用する別のコンテナーレジストリーのオプションのリポジトリー名。この値は、Che デプロイメントに関連するすべてのデフォルトコンテナーイメージで定義されるコンテナーレジストリーの組織を上書きします。これは、制限された環境で CodeReady Workspaces をインストールする場合にとくに便利です。
							

							 
	 
								allowUserDefinedWorkspaceNamespaces
							

							 	 
								ユーザーが OpenShift プロジェクトまたはデフォルトとは異なる OpenShift プロジェクトを指定できるように定義します。OpenShift OAuth を設定せずに true に設定することは推奨されていません。OpenShift インフラストラクチャーは、このプロパティーも使用します。
							

							 
	 
								cheClusterRoles
							

							 	 
								Che ServiceAccount に割り当てられる ClusterRole のコンマ区切りの一覧。Che Operator には、これらの ClusterRole のすべてのパーミッションがすでにあり、これらを付与できる必要があることに注意してください。
							

							 
	 
								cheDebug
							

							 	 
								Che サーバーのデバッグモードを有効にします。デフォルトは false です。
							

							 
	 
								cheFlavor
							

							 	 
								インストールのバリエーションを指定します。このオプションは、アップストリームの Che インストールの場合は che、CodeReady Workspaces インストールの場合は codeready です。デフォルト値は、必要な場合にのみ上書きします。
							

							 
	 
								cheHost
							

							 	 
								インストールされた Che サーバーのパブリックホスト名。値を省略すると、値は Operator によって自動的に設定されます。cheHostTLSSecret フィールドを参照してください。
							

							 
	 
								cheHostTLSSecret
							

							 	 
								インストールされた Che サーバーのカスタムホスト名の Ingress またはルートのセキュリティーを保護するための証明書が含まれるシークレットの名前。cheHost フィールドを参照してください。
							

							 
	 
								cheImage
							

							 	 
								Che デプロイメントで使用されるコンテナーイメージを上書きします。これには、コンテナーイメージタグは含まれません。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								cheImagePullPolicy
							

							 	 
								Che デプロイメントで使用されるイメージプルポリシーを上書きします。デフォルト値は、nightly または latest イメージの場合は Always で、他の場合は IfNotPresent です。
							

							 
	 
								cheImageTag
							

							 	 
								Che デプロイメントで使用されるコンテナーイメージのタグを上書きします。Operator によって提供されるデフォルトのイメージタグを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								cheLogLevel
							

							 	 
								Che サーバーのログレベル： INFO または DEBUG。デフォルトは INFO です。
							

							 
	 
								cheServerIngress
							

							 	 
								Che サーバー Ingress のカスタム設定。
							

							 
	 
								cheServerRoute
							

							 	 
								Che サーバールートのカスタム設定。
							

							 
	 
								cheWorkspaceClusterRole
							

							 	 
								Che ワークスペースのユーザーにバインドされるカスタムロール。デフォルトのロールは、省略されているか、または空白のままの場合に使用されます。
							

							 
	 
								customCheProperties
							

							 	 
								CheCluster カスタムリソース (CR) の他のフィールドからすでに生成されている値に加えて、Che サーバーによって使用される生成された che ConfigMap に適用される追加の環境変数のマップ。custom CheProperties に他の CR フィールドから che ConfigMap に生成されるプロパティーが含まれる場合、代わりに カスタム CheProperties に定義された値が使用されます。
							

							 
	 
								devfileRegistryCpuLimit
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用される CPU 制限を上書きします。コア(500m = .5 コア)。デフォルトは 500m に設定されます。
							

							 
	 
								devfileRegistryCpuRequest
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用される CPU 要求を上書きします。コア(500m = .5 コア)。デフォルトは 100m に設定されます。
							

							 
	 
								devfileRegistryImage
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用されるコンテナーイメージを上書きします。これには、イメージタグが含まれます。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								devfileRegistryIngress
							

							 	 
								devfile レジストリー Ingress のカスタム設定。
							

							 
	 
								devfileRegistryMemoryLimit
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用されるメモリー制限を上書きします。デフォルトは 256Mi に設定されます。
							

							 
	 
								devfileRegistryMemoryRequest
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用されるメモリー要求を上書きします。デフォルトは 16Mi に設定されます。
							

							 
	 
								devfileRegistryPullPolicy
							

							 	 
								devfile レジストリーのデプロイメントで使用されるイメージプルポリシーを上書きします。デフォルト値は、nightly または latest イメージの場合は Always で、他の場合は IfNotPresent です。
							

							 
	 
								devfileRegistryRoute
							

							 	 
								devfile レジストリールートのカスタム設定。
							

							 
	 
								devfileRegistryUrl
							

							 	 
								サンプルのすぐに使用できる devfile を提供する devfile レジストリーの公開 URL。外部 devfile レジストリーを使用する必要がある場合は、この ONLY を設定します。externalDevfileRegistry フィールドを参照してください。デフォルトで、これは Operator によって自動的に計算されます。
							

							 
	 
								externalDevfileRegistry
							

							 	 
								専用の devfile レジストリーサーバーをデプロイするかどうかについて Operator に指示します。デフォルトでは、専用の devfile レジストリーサーバーが起動します。externalDevfileRegistry が true の場合には、このような専用サーバーは Operator によって起動されず、devfileRegistryUrl フィールドを手動で設定する必要があります。
							

							 
	 
								externalPluginRegistry
							

							 	 
								専用のプラグインレジストリーサーバーをデプロイするかどうかについて Operator に指示します。デフォルトでは、専用のプラグインレジストリーサーバーが起動します。externalPluginRegistry が true の場合には、このような専用サーバーは Operator によって起動されず、pluginRegistryUrl フィールドを手動で設定する必要があります。
							

							 
	 
								gitSelfSignedCert
							

							 	 
								che-git-self-signed-cert ConfigMap からの証明書が有効にされている場合、これは Che コンポーネントに伝播し、Git の特定の設定が提供されます。
							

							 
	 
								nonProxyHosts
							

							 	 
								プロキシーをバイパスして、直接到達されるホストの一覧。ワイルドカードのドメインを指定するには、以下の .<DOMAIN> および | を区切り文字として使用します。たとえば、localhost|.my.host.com|123.42.12.32 のようになります。これは、プロキシーの設定が必要な場合にのみ使用します。Operator は OpenShift クラスター全体のプロキシー設定に対応し、追加の設定は必要ありませんが、カスタムリソースで nonProxyHosts を定義すると、クラスタープロキシー設定からのプロキシー以外のホストと、カスタムリソースで定義されるホストをマージします。ドキュメント (https://docs.openshift.com/container-platform/4.4/networking/enable-cluster-wide-proxy.html) を参照してください。proxyURL フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								pluginRegistryCpuLimit
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用される CPU 制限を上書きします。コア(500m = .5 コア)。デフォルトは 500m に設定されます。
							

							 
	 
								pluginRegistryCpuRequest
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用される CPU 要求を上書きします。コア(500m = .5 コア)。デフォルトは 100m に設定されます。
							

							 
	 
								pluginRegistryImage
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用されるコンテナーイメージを上書きします。これには、イメージタグが含まれます。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								pluginRegistryIngress
							

							 	 
								プラグインレジストリー Ingress のカスタム設定。
							

							 
	 
								pluginRegistryMemoryLimit
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用されるメモリー制限を上書きします。デフォルトは 256Mi に設定されます。
							

							 
	 
								pluginRegistryMemoryRequest
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用されるメモリー要求を上書きします。デフォルトは 16Mi に設定されます。
							

							 
	 
								pluginRegistryPullPolicy
							

							 	 
								プラグインレジストリーのデプロイメントで使用されるイメージプルポリシーを上書きします。デフォルト値は、nightly または latest イメージの場合は Always で、他の場合は IfNotPresent です。
							

							 
	 
								pluginRegistryRoute
							

							 	 
								プラグインレジストリールートのカスタム設定。
							

							 
	 
								pluginRegistryUrl
							

							 	 
								サンプルのすぐに使できる devfile を提供するプラグインレジストリーの公開 URL。外部 devfile レジストリーを使用する必要がある場合は、この ONLY を設定します。externalPluginRegistry フィールドを参照してください。デフォルトで、これは Operator によって自動的に計算されます。
							

							 
	 
								proxyPassword
							

							 	 
								プロキシーサーバーのパスワード。プロキシー設定が必要である場合にのみ使用します。proxyURL、proxyUser および proxySecret フィールドを参照してください。
							

							 
	 
								proxyPort
							

							 	 
								プロキシーサーバーのポート。プロキシーの設定が必要な場合にのみ使用します。proxyURL および nonProxyHosts フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								proxySecret
							

							 	 
								プロキシーサーバーの user と password が含まれるシークレット。シークレットが定義されると、proxyUser および proxyPassword は無視されます。
							

							 
	 
								proxyURL
							

							 	 
								プロキシーサーバーの URL (プロトコル+ホスト名)。これにより、Che サーバーおよびワークスペースコンテナーの JAVA_OPTS および https_proxy 変数に適切な変更が加えられます。プロキシーの設定が必要な場合にのみ使用します。Operator は OpenShift クラスター全体のプロキシー設定に対応し、追加の設定は必要ありませんが、カスタムリソースで proxyUrl を定義すると、クラスタープロキシー設定が、カスタムリソースのフィールドの proxyUrl、proxyPort、proxyUser および proxyPassword で上書きされます。ドキュメント (https://docs.openshift.com/container-platform/4.4/networking/enable-cluster-wide-proxy.html) を参照してください。proxyPort および nonProxyHosts フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								proxyUser
							

							 	 
								プロキシーサーバーのユーザー名。プロキシーの設定が必要な場合にのみ使用します。proxyURL、proxyPassword および proxySecret フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								selfSignedCert
							

							 	 
								非推奨。このフラグの値は無視されます。Che Operator は、ルーター証明書が自己署名されているかどうかを自動的に検知し、これを Che サーバーなどの他のコンポーネントに伝播します。
							

							 
	 
								serverCpuLimit
							

							 	 
								Che サーバーのデプロイメントで使用される CPU 制限を上書きします (コア単位)。(500m = .5 コア)。デフォルトは 1 に設定されます。
							

							 
	 
								serverCpuRequest
							

							 	 
								Che サーバーのデプロイメントで使用される CPU 要求を上書きします (コア単位)。(500m = .5 コア)。デフォルトは 100m に設定されます。
							

							 
	 
								serverExposureStrategy
							

							 	 
								サーバーおよびワークスペースの公開タイプを設定します。設定可能な値は、multi-host、single-host、default-host です。必要なエンドポイントごとに個別の Ingress または OpenShift ルートを作成する multi-host にデフォルト設定されます。single-host は、ワークスペースがサブパスで公開された状態で Che を単一のホスト名で公開します。この方法の制限については、関連ドキュメントを参照してください。さらに、Operator および Che サーバーが Kubernetes でこれを実行する方法の追加の設定については、 singleHostExposureType プロパティーを参照してください。default-host は、クラスターのホストで Che サーバーを公開します。この方法の制限については、関連ドキュメントを参照してください。
							

							 
	 
								serverMemoryLimit
							

							 	 
								Che サーバーのデプロイメントで使用されるメモリー制限を上書きします。デフォルトは 1Gi に設定されます。
							

							 
	 
								serverMemoryRequest
							

							 	 
								Che サーバーのデプロイメントで使用されるメモリー要求を上書きします。デフォルトは 512Mi に設定されます。
							

							 
	 
								serverTrustStoreConfigMapName
							

							 	 
								Che サーバーの Java トラストストアに追加するパブリック証明書のある ConfigMap の名前。これは、HTTPS エンドポイントが自己署の証明書で署名されている OpenShift OAuth プロバイダーを追加する際に必要になります。Che サーバーは、要求できるように CA 証明書を認識できる必要があります。これはデフォルトで無効にされます。
							

							 
	 
								singleHostGatewayConfigMapLabels
							

							 	 
								ゲートウェイ設定を表す ConfigMap に存在する必要があるラベル。
							

							 
	 
								singleHostGatewayConfigSidecarImage
							

							 	 
								ゲートウェイに設定を提供するゲートウェイサイドカーに使用されるイメージ。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								singleHostGatewayImage
							

							 	 
								単一ホストモードでゲートウェイに使用されるイメージ。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								tlsSupport
							

							 	 
								非推奨。Operator に対して Che を TLS モードでデプロイするように指示します。これはデフォルトで有効になっています。TLS を無効にすると、Che コンポーネントが正しく機能しないことがあります。
							

							 
	 
								useInternalClusterSVCNames
							

							 	 
								内部クラスターの SVC 名を使用してコンポーネント間の通信を行い、トラフィックを加速し、プロキシーの問題を回避します。デフォルト値は true です。
							

							 
	 
								workspaceNamespaceDefault
							

							 	 
								ユーザーが上書きしない場合に、ユーザーのワークスペースが作成されるデフォルトの OpenShift プロジェクトを定義します。<username>、<userid> および <workspaceid> プレースホルダー (例: che-workspace-<username>）を使用できます。この場合、新規 namespace が各ユーザーまたはワークスペースについて作成されます。
							

							 



表2.2 CodeReady Workspaces で使用されるデータベースに関連する CheCluster カスタムリソース database 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								chePostgresContainerResources
							

							 	 
								PostgreSQL コンテナーのカスタム設定
							

							 
	 
								chePostgresDb
							

							 	 
								Che サーバーが DB への接続に使用する PostgreSQL データベース名。デフォルトは dbche です。
							

							 
	 
								chePostgresHostName
							

							 	 
								Che サーバーが接続する PostgreSQL データベースのホスト名。デフォルトは postgres です。外部データベースを使用する場合、この値のみを上書きします。externalDb フィールドを参照してください。デフォルトでは、これは Operator によって自動的に設定されます。
							

							 
	 
								chePostgresPassword
							

							 	 
								Che サーバーが DB への接続に使用する PostgreSQL パスワード。これは、省略されるか、または空のままの場合は、自動的に生成される値に設定されます。
							

							 
	 
								chePostgresPort
							

							 	 
								Che サーバーが接続する PostgreSQL データベースのポート。デフォルトは 5432 に設定されます。外部データベースを使用する場合、この値のみを上書きします。externalDb フィールドを参照してください。デフォルトでは、これは Operator によって自動的に設定されます。
							

							 
	 
								chePostgresSecret
							

							 	 
								Che サーバーが DB への接続に使用する PosgreSQL の `user` および password が含まれるシークレット。シークレットが定義されると、chePostgresUser および chePostgresPassword は無視されます。値が省略されるか、空のままにすると、以下のいずれかのシナリオが適用されます。1.chePostgresUser および chePostgresPassword が定義され、DB への接続に使用されます。2.chePostgresUser または chePostgresPassword が定義されていないため、user には pgche のデフォルト値を、password には自動生成された値を使用して、che-postgres-secret という名前の新しいシークレットが作成されます。
							

							 
	 
								chePostgresUser
							

							 	 
								Che サーバーが DB への接続に使用する PostgreSQL ユーザー。デフォルトは pgche です。
							

							 
	 
								externalDb
							

							 	 
								専用のデータベースをデプロイするかどうかについて Operator に指示します。デフォルトでは、専用の PostgreSQL データベースは Che インストールの一部としてデプロイされます。externalDb が true の場合、専用データベースは Operator によってデプロイされず、使用する外部 DB への接続の詳細を指定する必要があります。chePostgres で始まるすべてのフィールドも参照してください。
							

							 
	 
								postgresImage
							

							 	 
								PosgreSQL データベースのデプロイメントで使用されるコンテナーイメージを上書きします。これには、イメージタグが含まれます。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								postgresImagePullPolicy
							

							 	 
								PosgreSQL データベースのデプロイメントで使用されるイメージプルポリシーを上書きします。デフォルト値は、nightly または latest イメージの場合は Always で、他の場合は IfNotPresent です。
							

							 



表2.3 CodeReady Workspaces で使用される認証に関連するカスタムリソース auth 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								externalIdentityProvider
							

							 	 
								専用のアイデンティティープロバイダー (Keycloak または RH-SSO インスタンス) をデプロイするかどうかについて Operator に指示します。デフォルトで、専用のアイデンティティープロバイダーサーバーは Che インストールの一部としてデプロイされます。externalIdentityProvider が true の場合、専用のアイデンティティープロバイダーは Operator によってデプロイされず、使用する外部アイデンティティープロバイダーの詳細を指定する必要があります。identityProvider で始まるその他のフィールドもすべて参照してください。
							

							 
	 
								identityProviderAdminUserName
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーの管理者ユーザーの名前を上書きします。デフォルトは admin です。
							

							 
	 
								identityProviderClientId
							

							 	 
								Che に使用されるアイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO の client-id の名前。外部アイデンティティープロバイダーが使用されている場合にこれを上書きします。externalIdentityProvider フィールドを参照してください。省略されているか、または空のままの場合は、サフィックスが -public の flavour フィールドの値に設定されます。
							

							 
	 
								identityProviderContainerResources
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーコンテナーのカスタム設定。
							

							 
	 
								identityProviderImage
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO デプロイメントで使用するコンテナーイメージを上書きします。これには、イメージタグが含まれます。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。
							

							 
	 
								identityProviderImagePullPolicy
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO デプロイメントで使用するイメージプルポリシーを上書きします。デフォルト値は、nightly または latest イメージの場合は Always で、他の場合は IfNotPresent です。
							

							 
	 
								identityProviderIngress
							

							 	 
								Ingress のカスタム設定。
							

							 
	 
								identityProviderPassword
							

							 	 
								Keycloak 管理者ユーザーのパスワードを上書きします。外部アイデンティティープロバイダーが使用されている場合にこれを上書きします。externalIdentityProvider フィールドを参照してください。省略されているか、または空のままにすると、自動生成されたパスワードに設定されます。
							

							 
	 
								identityProviderPostgresPassword
							

							 	 
								データベースに接続するために使用するアイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO のパスワード外部アイデンティティープロバイダーが使用されている場合にこれを上書きします。externalIdentityProvider フィールドを参照してください。省略されているか、または空のままにすると、自動生成されたパスワードに設定されます。
							

							 
	 
								identityProviderPostgresSecret
							

							 	 
								データベースに接続するために使用するアイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO の パスワード を含むシークレット。シークレットが定義されると、identityProviderPostgresPassword は無視されます。値が省略されるか、空のままにすると、以下のいずれかのシナリオが適用されます。1.identityProviderPostgresPassword が定義されると、これがデータベースへの接続に使用されます。2.identityProviderPostgresPassword が定義されていない場合には、password に自動生成された値を使用して、che-identity-postgres-secret という名前の新規シークレットが作成されます。
							

							 
	 
								identityProviderRealm
							

							 	 
								Che に使用されるアイデンティティープロバイダー、Keycloak、または RH-SSO のレルムの名前。外部アイデンティティープロバイダーが使用されている場合にこれを上書きします。externalIdentityProvider フィールドを参照してください。省略されているか、または空のままの場合、これは、flavour フィールドの値に設定されます。
							

							 
	 
								identityProviderRoute
							

							 	 
								ルートのカスタム設定。
							

							 
	 
								identityProviderSecret
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーの user と password が含まれるシークレット。シークレットが定義されると、identityProviderAdminUserName および identityProviderPassword は無視されます。値が省略されるか、空のままにすると、以下のいずれかのシナリオが適用されます。1.identityProviderAdminUserName および identityProviderPassword が定義され、これらが使用されます。2.identityProviderAdminUserName または identityProviderPassword が定義されていない場合は、user には admin のデフォルト値を、password には自動生成された値を使用して、che-identity-secret という名前の新規シークレットが作成されます。
							

							 
	 
								identityProviderURL
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーサーバー (Keycloak/RH-SSO サーバー) の公開 URL。外部アイデンティティープロバイダーを使用する必要がある場合は、これのみを設定します。externalIdentityProvider フィールドを参照してください。デフォルトで、これは Operator によって自動的に計算され、設定されます。
							

							 
	 
								oAuthClientName
							

							 	 
								OpenShift 側でアイデンティティーフェデレーションを設定するために使用される OpenShift OAuthClient リソースの名前。空のままにすると自動生成されます。OpenShiftoAuth フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								oAuthSecret
							

							 	 
								OpenShift 側でアイデンティティーフェデレーションを設定するために使用される OpenShift OAuthClient リソースに設定されたシークレットの名前。空のままにすると自動生成されます。OAuthClientName フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								openShiftoAuth
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダー (Keycloak/RHSSO) と OpenShift OAuth の統合を有効にします。デフォルトでは OpenShift の値は空になります。これにより、ユーザーは OpenShift ログインで OpenShift ユーザーとして直接ログインでき、独自のワークスペースを個人の OpenShift namespace の下に作成できます。警告: kubeadmin ユーザーはサポートされておらず、これを使用してログインしても Che Dashboard にはアクセスできません。
							

							 
	 
								updateAdminPassword
							

							 	 
								デフォルトの admin Che ユーザーの初回ログイン時のパスワードの更新を強制します。デフォルトは false です。
							

							 



表2.4 CodeReady Workspaces で使用される永続ストレージに関連する CheCluster カスタムリソース storage 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								postgresPVCStorageClassName
							

							 	 
								PosgreSQL データベース専用の Persistent Volume Claim (永続ボリューム要求、PVC) のストレージクラス。省略されるか、または空のままの場合は、デフォルトのストレージクラスが使用されます。
							

							 
	 
								preCreateSubPaths
							

							 	 
								Che サーバーに対し、永続ボリュームでサブパスを事前に作成するために特別な Pod を起動するように指示します。デフォルトは false に設定されますが、OpenShift クラスターの設定に応じてこれを有効にする必要があります。
							

							 
	 
								pvcClaimSize
							

							 	 
								ワークスペースの永続ボリューム要求 (PVC) のサイズ。デフォルトは 1Gi に設定されます。
							

							 
	 
								pvcJobsImage
							

							 	 
								永続ボリュームでサブパスを作成するために使用されるコンテナーイメージを上書きします。これには、イメージタグが含まれます。Operator によって提供されるデフォルトのコンテナーイメージを使用するには、これを省略するか、または空のままにします。preCreateSubPaths フィールドも参照してください。
							

							 
	 
								pvcStrategy
							

							 	 
								Che サーバーの永続ボリューム要求ストラテジー。これには、'common' (1 つのボリュームにすべてのワークスペース PVC)、per-workspace (すべての宣言されたボリュームについてワークスペースごとに 1 つの PVC)、および unique (宣言されたボリュームごとに 1 つの PVC) を指定できます。デフォルトは common です。
							

							 
	 
								workspacePVCStorageClassName
							

							 	 
								Che ワークスペース専用の Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）のストレージクラス。省略されるか、または空のままの場合は、デフォルトのストレージクラスが使用されます。
							

							 



表2.5 OpenShift の CodeReady Workspaces インストールに固有の CheCluster カスタムリソース k8s 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								ingressClass
							

							 	 
								Ingress を管理するコントローラーを定義する Ingress クラス。デフォルトは nginx です。注意: これは Che 関連の Ingress で kubernetes.io/ingress.class アノテーションを実行します。
							

							 
	 
								ingressDomain
							

							 	 
								OpenShift クラスターのグローバル Ingress ドメイン。これは明示的に指定する必要があります。デフォルト値はありません。
							

							 
	 
								ingressStrategy
							

							 	 
								Ingress 作成のストラテジー。オプション: multi-host (ホストは Ingress で明示的に指定されます)、single-host (ホストは指定される、パスベースのルール)、および default-host (ホストは指定されない、パスベースのルール)。server セクションの serverExposureStrategy が優先されるため、デフォルトで multi-host が非推奨になりました。これは、クラスタータイプに関係なく定義されます。両方が定義されている場合は、serverExposureStrategy オプションが優先されます。
							

							 
	 
								securityContextFsGroup
							

							 	 
								Che Pod およびワークスペース Pod コンテナーが実行される FSGroup。デフォルト値は 1724 です。
							

							 
	 
								securityContextRunAsUser
							

							 	 
								Che Pod およびワークスペース Pod コンテナーの実行に使用するユーザーの ID。デフォルト値は 1724 です。
							

							 
	 
								singleHostExposureType
							

							 	 
								serverExposureStrategy が single-host に設定されている場合、サーバー、レジストリー、およびワークスペースを公開する方法は、このプロパティーによって追加で設定されます。使用できる値は native です。つまり、サーバーおよびワークスペースは Kubernetes の ingress を使用して公開されるか、サーバーおよびワークスペースが Traefik をベースとするカスタムゲートウェイを使用して公開されることを意味します。Ingress またはゲートウェイ route でサポートされる場合でも、すべてのエンドポイントは常に同じドメインのサブパスを参照します。デフォルトは native です。
							

							 
	 
								tlsSecretName
							

							 	 
								TLS が有効にされている場合に ingress TLS 終端を設定するために使用されるシークレットの名前。フィールドが空の文字列である場合、デフォルトのクラスター証明書が使用されます。tlsSupport フィールドも参照してください。
							

							 



表2.6 CodeReady Workspaces によって使用される CodeReady Workspaces メトリクス収集に関連する CheCluster カスタムリソース metrics 設定。
	プロパティー	詳細
	 
								enable
							

							 	 
								Che サーバーエンドポイント メトリクス を有効にします。デフォルトは true です。
							

							 



表2.7 CheCluster カスタムリソース status は、CodeReady Workspaces インストールの観察される状態を定義します。
	プロパティー	詳細
	 
								cheClusterRunning
							

							 	 
								Che インストールのステータス。Available、Unavailable まてゃあ Available, Rolling Update in Progress を使用できます。
							

							 
	 
								cheURL
							

							 	 
								Che サーバーへの公開 URL。
							

							 
	 
								cheVersion
							

							 	 
								現在のインストールされている Che バージョン。
							

							 
	 
								dbProvisioned
							

							 	 
								PosgreSQL インスタンスが正しくプロビジョニングされているかどうかを示します。
							

							 
	 
								devfileRegistryURL
							

							 	 
								devfile レジストリーへの公開 URL。
							

							 
	 
								gitHubOAuthProvisioned
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーインスタンス、Keycloak または RH-SSO が GitHub OAuth と統合するように設定されているかどうかを示します。
							

							 
	 
								helpLink
							

							 	 
								現在の Operator ステータスに関連するヘルプの検索に使用する URL を参照する URL。
							

							 
	 
								keycloakProvisioned
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーインスタンス、Keycloak または RH-SSO がレルム、クライアント、およびユーザーと共にプロビジョニングされているかどうかを示します。
							

							 
	 
								keycloakURL
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーサーバー (Keycloak/RH-SSO) の公開 URL。
							

							 
	 
								message
							

							 	 
								Pod がこの状態にある理由の詳細を示す、人が判読できるメッセージ。
							

							 
	 
								openShiftoAuthProvisioned
							

							 	 
								アイデンティティープロバイダーインスタンス、Keycloak または RH-SSO が OpenShift OAuth と統合するように設定されているかどうかを示します。
							

							 
	 
								pluginRegistryURL
							

							 	 
								プラグインレジストリーへの公開 URL。
							

							 
	 
								reason
							

							 	 
								Pod がこの状態にある理由の詳細を示す簡単な CamelCase メッセージ。
							

							 





第3章 CodeReady Workspaces のインストール




			本セクションでは、Red Hat CodeReady Workspaces をインストールする手順を説明します。インストール方法は、ターゲットプラットフォームと環境の制限によって異なります。
		
OperatorHub を使用した OpenShift 4 への CodeReady Workspaces のインストール




				本セクションでは、OpenShift 4 Web コンソールで利用可能な CodeReady Workspaces Operator を使用して CodeReady Workspaces をインストールする方法を説明します。
			

				Operator は、OpenShift アプリケーションをパッケージ化し、デプロイし、管理する方法です。これは、以下も提供します。
			
	
						インストールおよびアップグレードの再現性。
					
	
						すべてのシステムコンポーネントの定期的なヘルスチェック。
					
	
						OpenShift コンポーネントおよび独立ソフトウェアベンダー (ISV) コンテンツの OTA (Over-the-air) 更新。
					
	
						フィールドエンジニアの知識をカプセル化し、すべてのユーザーに展開する場所。
					


前提条件
	
						OpenShift 4 の実行中のインスタンスの管理者アカウント
					


OpenShift Web コンソールでのプロジェクトの作成




					プロジェクトを使用すると、クラスターの異なるリソースを分離された単位で編成し、管理できます。まずプロジェクトを作成し、Red Hat CodeReady Workspaces Operator をホストします。
				
手順
	
							OpenShift Web コンソールを開きます。左側のパネルで Home → Projects セクションに移動します。
						
	
							Create Project をクリックします。
						
	
							プロジェクトの詳細を指定します。
						
	
									Name: openshift-workspaces
								
	
									Display Name: Red Hat CodeReady Workspaces
								
	
									Description: Red Hat CodeReady Workspaces
								






Red Hat CodeReady Workspaces Operator のインストール




					Red Hat CodeReady Workspaces Operator は、PostgreSQL、RH-SSO、イメージレジストリー、CodeReady Workspaces サーバーなどの CodeReady Workspaces を実行するためのすべてのリソースを提供し、これらのすべてのサービスも設定します。
				
前提条件
	
							クラスターの Web コンソールへのアクセス。
						


手順
	
							Red Hat CodeReady Workspaces Operator をインストールするには、左側のパネルで Operators → OperatorHub セクションに移動します。
						
	
							Filter by keyword フィールドに Red Hat CodeReady Workspaces を入力し、Red Hat CodeReady Workspaces タイルをクリックします。
						
	
							Red Hat CodeReady Workspaces のポップアップウィンドウで、Install ボタンをクリックします。
						
	
							Install Operator 画面で、以下のオプションを指定します。
						
	
									Installation mode: A specific project on the cluster
								
	
									Installed Namespace: *既存プロジェクトを選択 → openshift-workspaces
								





検証手順
	
							Red Hat CodeReady Workspaces Operator が正しくインストールされたことを確認するには、左側のパネルで Operators → Installed Operators セクションに移動します。
						
	
							Installed Operators 画面で、Red Hat CodeReady Workspaces 名をクリックし、Details タブに移動します。
						
	
							ページの下部にある ClusterServiceVersion Details セクションで、以下のメッセージを待機します。
						
	
									Status: Succeeded
								
	
									Status Reason: install strategy completed with no errors
								



	
							Events タブに移動し、install strategy completed with no errors メッセージが表示されるまで待機します。
						



Red Hat CodeReady Workspaces Operator のインスタンスの作成




					以下の手順に従って、デフォルト設定で Red Hat CodeReady Workspaces をインストールします。設定を変更する場合は、2章CodeReady Workspaces インストールの設定 を参照してください。
				
手順
	
							Red Hat CodeReady Workspaces Operator のインスタンスを作成するには、左側のパネルで Operators → Installed Operators セクションに移動します。
						
	
							Installed Operators 画面で、Red Hat CodeReady Workspaces 名をクリックします。
						
	
							Operator Details 画面の Provided APIs セクション内の Details タブで Create Instance リンクをクリックします。
						
	
							Create CheCluster ページには、作成する CodeReady Workspaces インスタンス全体の設定が含まれます。これは、CheCluster カスタムリソースです。デフォルト値を維持します。
						
	
							codeready-workspaces クラスターを作成するには、ウィンドウの左下にある Create ボタンをクリックします。
						
	
							Operator Details 画面の、Red Hat CodeReady Workspaces Cluster タブで、codeready-workspaces リンクをクリックします。
						
	
							codeready-workspaces インスタンスに移動するには、Red Hat CodeReady Workspaces URL の下にあるリンクをクリックします。
						
注記

								インストールには 5 分以上かかる場合があります。Red Hat CodeReady Workspaces インストールが完了すると、URL が表示されます。
							




検証手順
	
							Red Hat CodeReady Workspaces インスタンスが正しくインストールされたことを確認するには、CodeReady Workspaces Cluster タブに移動します。CheClusters 画面には、Red Hat CodeReady Workspaces インスタンスの一覧とそのステータスが表示されます。
						
	
							テーブルの codeready-workspaces CheCluster をクリックし、Details タブに移動します。
						
	
							以下のフィールドの内容を参照してください。
						
	
									Message: このフィールドにはエラーメッセージが含まれます (ある場合)。予想される内容は None です。
								
	
									Red Hat CodeReady Workspaces URL: デプロイメントが成功した場合に、Red Hat CodeReady Workspaces インスタンスの URL を表示します。
								



	
							Resources タブに移動します。画面には、CodeReady Workspaces デプロイメントに割り当てられたリソースの一覧が表示されます。
						
	
							リソースの状態の詳細を確認するには、その名前をクリックして、利用可能なタブの内容を検査します。
						


関連情報
	
							Dashboard を使用した CodeReady Workspaces の ナビゲーション
						
	
							OpenShift 4 CLI ツールを使用した CodeReady Workspaces クラスターデプロイメントの状態の表示
						




CLI を使用した CodeReady Workspaces の OpenShift 4 へのインストール




				本セクションでは、crwctl CLI 管理ツールを使用して、OpenShift 4 に CodeReady Workspaces をインストールする方法を説明します。
			
前提条件
	
						OpenShift クラスターと管理者アカウント。
					
	
						oc を利用できます。「Getting started with the OpenShift CLI」を参照してください。oc バージョンは OpenShift クラスターのバージョンと一致する必要があります。
					
	
						OpenShift にログインしている。「Logging in to the CLI」を参照してください。
					
	
						crwctl が利用できる。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
					


手順
	
						server:deploy コマンドを実行して CodeReady Workspaces インスタンスを作成します。
					
$ crwctl server:deploy -n openshift-workspaces



検証手順
	
						server:deploy コマンドの出力は以下で終わります。
					
Command server:deploy has completed successfully.

	
						CodeReady Workspaces クラスターインスタンス: \https://codeready-<openshift_deployment_name>.<domain_name> に移動します。
					



CodeReady Workspaces の OpenShift Container Platform 3.11 へのインストール



crwctl CLI 管理ツールのインストール




					本セクションでは、CodeReady Workspaces CLI 管理ツールを使用して crwctl をインストールする方法を説明します。
				
手順
	
							https://developers.redhat.com/products/codeready-workspaces/download に移動します。
						
	
							バージョン 2.8 の CodeReady Workspaces CLI 管理ツールアーカイブをダウンロードします。
						
	
							${HOME}/crwctl または /opt/crwctl などのフォルダーにアーカイブを展開します。
						
	
							展開したフォルダーから crwctl の実行可能ファイルを実行します。この例では ${HOME}/crwctl/bin/crwctl version です。
						
	
							オプションで、binフォルダーを $PATH （例: PATH=${PATH}:${HOME}/crwctl/bin）に追加し、完全パスの指定なしで crwctl の実行を有効にします。
						


検証手順

						crwctl version を実行すると、ツールの現在のバージョンが表示されます。
					

Operator を使用した CodeReady Workspaces の OpenShift 3 へのインストール




					本セクションでは、crwctl CLI 管理ツールを使用して、OpenShift 3 に CodeReady Workspaces をインストールする方法を説明します。このインストールの方法では Operator を使用し、TLS (HTTPS) を有効にします。
				
注記

						直前の CodeReady Workspaces インストールから更新し、同じ OpenShift Container Platform 3.11 クラスターで複数のインスタンスを有効にする方法は、インストール手順で説明されます。
					


					Operator は、OpenShift アプリケーションをパッケージ化し、デプロイし、管理する方法です。これは、以下も提供します。
				
	
							インストールおよびアップグレードの再現性。
						
	
							すべてのシステムコンポーネントの定期的なヘルスチェック。
						
	
							OpenShift コンポーネントおよび独立ソフトウェアベンダー (ISV) コンテンツの OTA (Over-the-air) 更新。
						
	
							フィールドエンジニアの知識をカプセル化し、すべてのユーザーに展開する場所。
						


注記

						この方法は、OpenShift Container Platform および OpenShift Dedicated バージョン 3.11 でのみサポートされますが、OpenShift Container Platform および OpenShift Dedicated の新しいバージョンでも機能し、OperatorHub を使用したインストール方法が利用できない場合にバックアップのインストール方法として機能します。
					

前提条件
	
							OpenShift 3.11 の実行中のインスタンスでの管理者権限
						
	
							oc OpenShift 3.11 CLI 管理ツールのインストール。「Installing the OpenShift 3.11 CLI」を参照してください。
						
	
							crwctl 管理ツールのインストール。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
						
	
							主な crwctl コマンドラインパラメーターが設定できない設定を適用するには、Operator で使用される CheCluster カスタムリソースのデフォルト値を上書きする設定ファイル operator-cr-patch.yaml を準備します。2章CodeReady Workspaces インストールの設定 を参照してください。
						
	
							<namespace> はターゲットインストールのプロジェクトを表します。
						


手順
	
							OpenShift にログインします。「Basic Setup and Login」を参照してください。
						
$ oc login

	
							以下のコマンドを実行して、oc OpenShift CLI 管理ツールのバージョンが 3.11 であることを確認します。
						
$ oc version
oc v3.11.0+0cbc58b

	
							以下のコマンドを実行して、CodeReady Workspaces インスタンスを作成します。
						
	
									openshift-workspaces プロジェクトで以下を実行します。
								
$ crwctl server:deploy -n openshift-workspaces -p openshift

	
									openshift-workspaces というデフォルトプロジェクトで以下を実行します。
								
$ crwctl server:deploy -p openshift






検証手順
	
							上記のコマンドの出力は以下で終わります。
						
Command server:deploy has completed successfully.

	
							CodeReady Workspaces クラスターインスタンス: \https://codeready-<openshift_deployment_name>.<domain_name> に移動します。
						




制限された環境での CodeReady Workspaces のインストール




				デフォルトでは、Red Hat CodeReady Workspaces は、パブリックレジストリーで利用可能なコンテナーイメージを主として、各種の外部リソースを使用します。
			

				これらの外部リソースが利用できない環境に CodeReady Workspaces をデプロイするには (例: 公開インターネットに公開されていないクラスターなど)、以下を実行します。
			
	
						OpenShift クラスターによって使用されるイメージレジストリーを特定し、これにプッシュできることを確認します。
					
	
						CodeReady Workspaces の実行に必要なすべてのイメージをこのレジストリーにプッシュします。
					
	
						レジストリーにプッシュされたイメージを使用するように CodeReady Workspaces を設定します。
					
	
						CodeReady Workspaces インストールに進みます。
					



				制限された環境で CodeReady Workspaces をインストールする手順は、使用するインストール方法によって異なります。
			
	
						Openshift 4.3 以降での OperatorHub を使用したインストール
					
	
						OpenShift 3.11 または 4.x の両方で crwctl 管理ツールを使用したインストール
					


制限された環境でのネットワーク接続に関する注

					ネットワークが制限された環境は、クラウドプロバイダーのプライベートサブネットから、公開インターネットから切断された会社が所有する別個のネットワークに制限されます。ネットワーク設定に関係なく、CodeReady Workspaces は、CodeReady Workspaces コンポーネント (codeready-workspaces-server、アイデンティティープロバイダー、devfile、およびプラグインレジストリー) 用に作成されたルートが OpenShift クラスター内からアクセスできる場合 に機能します。
				

				環境のネットワークトポロジーを考慮して、これを実行する最も良い方法を判断します。たとえば、会社または組織が所有するネットワークでは、ネットワーク管理者は、クラスターからのトラフィックがルートホスト名にルーティングできるようにする必要があります。たとえば、AWS で、トラフィックがノードを出て、外部に表示されるロードバランサーに到達できるようにプロキシー設定を作成します。
			

				ネットワークが制限された環境にプロキシーが必要な場合は、「プロキシーの後ろでインストールするための CodeReady Workspaces カスタムリソースの準備」 に記載の手順に従います。
			
OperatorHub を使用した制限された環境での CodeReady Workspaces のインストール



前提条件
	
							実行中の OpenShift クラスター。OpenShift クラスターをネットワークが制限された環境にインストールする方法については、OpenShift Container Platform 4.3 ドキュメントを参照してください。
						
	
							ネットワークが制限された環境でインストールされた OpenShift の非接続クラスターに対して使用されるミラーレジストリーへのアクセス。ネットワークが制限された環境でのインストール用のミラーレジストリーの作成についての関連する OpenShift Container Platform 4.3 ドキュメントを参照してください。
						



					ネットワークが制限された環境で実行される非接続 OpenShift 4 クラスターでは、Operator が ネットワークが制限された環境についての Operator の有効化について定義された追加要件を満たす場合にのみ、Operator を OperatorHub からインストールできます。
				

					CodeReady Workspaces Operator はこれらの要件を満たしているので、ネットワークが制限された環境での OLM に関する公式ドキュメントに記載の内容と互換性があります。
				
手順

						OperatorHub から CodeReady Workspaces をインストールするには、以下を実行します。
					
	
							redhat-operators カタログイメージをビルドします。「Building an Operator catalog image」を参照してください。
						
	
							OperatorHub を、Operator のインストールにこのカタログイメージを使用するように設定します。「Configuring OperatorHub for restricted networks」を参照してください。
						
	
							「OperatorHub を使用した OpenShift 4 への CodeReady Workspaces のインストール」 の説明に従って、通常通りに CodeReady Workspaces のインストールに進みます。
						



CLI 管理ツールを使用した制限された環境での CodeReady Workspaces のインストール



注記

						OperatorHub を使用したインストールが利用できない場合、CodeReady Workspaces CLI 管理ツールを使用して制限されたネットワークに CodeReady Workspaces をインストールします。この方法は OpenShift Container Platform 3.11 でサポートされます。
					

前提条件
	
							実行中の OpenShift クラスター。OpenShift クラスターのインストール方法に関する詳細は、OpenShift Container Platform 3.11 のドキュメントを参照してください。
						


プライベートレジストリーの準備



前提条件
	
								oc ツールが利用できる。
							
	
								skopeo ツール（バージョン 0.1.40 以降）が利用できる。
							
	
								podman ツールが利用できる。
							
	
								OpenShift クラスターからアクセスできるイメージ、および V2 イメージマニフェスト (スキーマバージョン 2) フォーマットのサポート。インターネットへのアクセスが一時的に可能な場所から、これにプッシュできることを確認します。
							


表3.1 サンプルで使用されるプレースホルダー
	 
										<source-image>
									

									 	 
										レジストリー、組織、およびダイジェストなどのソースイメージの詳細な組み合わせ (coordinate)。
									

									 
	 
										<target-registry>
									

									 	 
										ターゲットコンテナーイメージレジストリーのホスト名およびポート。
									

									 
	 
										<target-organization>
									

									 	 
										ターゲットのコンテナーイメージレジストリー内の組織
									

									 
	 
										<target-image>
									

									 	 
										ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのイメージ名とダイジェスト。
									

									 
	 
										<target-user>
									

									 	 
										ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのユーザー名。
									

									 
	 
										<target-password>
									

									 	 
										ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのユーザーパスワード。
									

									 



手順
	
								内部イメージレジストリーにログインします。
							
$ podman login --username <user> --password <password> <target-registry>
注記

									内部レジストリーへのプッシュを試行する際に x509: certificate signed by unknown authority などのエラーが発生した場合には、以下のいずれかの回避策を試してください。
								
	
											OpenShift クラスターの証明書を /etc/containers/certs.d/<target-registry>に追加します。
										
	
											/etc/containers/registries.conf にある Podman 設定ファイルに以下の行を追加して、レジストリーを非セキュアなレジストリーとして追加する。
										


[registries.insecure]
registries = ['<target-registry>']


	
								ダイジェストを変更せずにイメージをコピーします。以下の表のすべてのイメージに対して、この手順を繰り返します。
							
$ skopeo copy --all docker://<source-image> docker://<target-registry>/<target-organization>/<target-image>
注記
表3.2 名前に含まれるプレフィックスまたはキーワードからの container-images の使用について
	使用	プレフィックスまたはキーワード
	 
													Essential
												

												 	 
													stacks-, plugin- または -openj9- ではない
												

												 
	 
													Workspaces
												

												 	 
													stacks-, plugin-
												

												 
	 
													IBM Z および IBM Power Systems
												

												 	 
													-openj9-
												

												 




表3.3 プライベートレジストリーでコピーするイメージ
	<source-image>	<target-image>
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/configbump-rhel8@sha256:db34b20374d99c2055612663a669a06f6dd0fc1fc19603761e993fd0870eddfe
											

											 	 
												configbump-rhel8@sha256:db34b20374d99c2055612663a669a06f6dd0fc1fc19603761e993fd0870eddfe
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
											

											 	 
												crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
											

											 	 
												crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/devfileregistry-rhel8@sha256:e3c360c031d8e68b62d1a28a4d736f41c5bfbc17c23999b9e1f1e5820858bf1d
											

											 	 
												devfileregistry-rhel8@sha256:e3c360c031d8e68b62d1a28a4d736f41c5bfbc17c23999b9e1f1e5820858bf1d
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/jwtproxy-rhel8@sha256:3f40bb8a2022545ac06a0b41cdb0239fdacfc34b37faffb21348a2041e96d0f2
											

											 	 
												jwtproxy-rhel8@sha256:3f40bb8a2022545ac06a0b41cdb0239fdacfc34b37faffb21348a2041e96d0f2
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/machineexec-rhel8@sha256:19a8daf7f9adde981dcd588b0526fa7682111097849f60a9b0e81137bdde8f6c
											

											 	 
												machineexec-rhel8@sha256:19a8daf7f9adde981dcd588b0526fa7682111097849f60a9b0e81137bdde8f6c
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 	 
												plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 	 
												plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 	 
												plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-rhel8@sha256:d93195134cef6351b1f9e3165fecc09f464dc99ab33d11b68fadd613d04d1636
											

											 	 
												plugin-java11-rhel8@sha256:d93195134cef6351b1f9e3165fecc09f464dc99ab33d11b68fadd613d04d1636
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 	 
												plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 	 
												plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 	 
												plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-rhel8@sha256:ecaa9ddef5ca8db9552f1b5e66f7aacb19d72e488d718d8135b1e1d9f66a1a7a
											

											 	 
												plugin-java8-rhel8@sha256:ecaa9ddef5ca8db9552f1b5e66f7aacb19d72e488d718d8135b1e1d9f66a1a7a
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-kubernetes-rhel8@sha256:cf1d0e24f8bae0f87cae0b1577dfd25e124437d78031d7076fabebb2dcf48d7f
											

											 	 
												plugin-kubernetes-rhel8@sha256:cf1d0e24f8bae0f87cae0b1577dfd25e124437d78031d7076fabebb2dcf48d7f
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-openshift-rhel8@sha256:13ce6d8fdeeea0cc5a220ebe8abd2811c31bb2a424736759be9a6df15c8f77fd
											

											 	 
												plugin-openshift-rhel8@sha256:13ce6d8fdeeea0cc5a220ebe8abd2811c31bb2a424736759be9a6df15c8f77fd
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginbroker-artifacts-rhel8@sha256:cda306cb7e5c42faa6ab43218d39984d4955134b3ca9654968c28b05e0796c3a
											

											 	 
												pluginbroker-artifacts-rhel8@sha256:cda306cb7e5c42faa6ab43218d39984d4955134b3ca9654968c28b05e0796c3a
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginbroker-metadata-rhel8@sha256:0143a80b869620af08a0d60165dc9d13357a79e7243502832326cf053c17ee38
											

											 	 
												pluginbroker-metadata-rhel8@sha256:0143a80b869620af08a0d60165dc9d13357a79e7243502832326cf053c17ee38
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginregistry-rhel8@sha256:3f5163a2303de7f538eca2cc560403f38b920af1169821dfa06dbef695fb10c6
											

											 	 
												pluginregistry-rhel8@sha256:3f5163a2303de7f538eca2cc560403f38b920af1169821dfa06dbef695fb10c6
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/server-rhel8@sha256:6635e8c160c8c73c00c9b05eccab08a4ff23d344f102ef0097a3798bf108217a
											

											 	 
												server-rhel8@sha256:6635e8c160c8c73c00c9b05eccab08a4ff23d344f102ef0097a3798bf108217a
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-cpp-rhel8@sha256:06cd3600c3b6c3dca0451b10b46961fd0db4140c7dddc4f9637984022f5cfc09
											

											 	 
												stacks-cpp-rhel8@sha256:06cd3600c3b6c3dca0451b10b46961fd0db4140c7dddc4f9637984022f5cfc09
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-dotnet-rhel8@sha256:ea77974b206c7d7abcad5cd32149f6bb669d3cf867135553af4d7dddd24ba9cf
											

											 	 
												stacks-dotnet-rhel8@sha256:ea77974b206c7d7abcad5cd32149f6bb669d3cf867135553af4d7dddd24ba9cf
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-golang-rhel8@sha256:e01d32e58a55a552f0d35b9a6210b7a2cc8ed444f8ae54a24113dcc85f4d80db
											

											 	 
												stacks-golang-rhel8@sha256:e01d32e58a55a552f0d35b9a6210b7a2cc8ed444f8ae54a24113dcc85f4d80db
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-php-rhel8@sha256:95c324ed660924bf76e10b461d75aa5be2a323f26e5033239f7cbfe1ec10b26e
											

											 	 
												stacks-php-rhel8@sha256:95c324ed660924bf76e10b461d75aa5be2a323f26e5033239f7cbfe1ec10b26e
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/theia-endpoint-rhel8@sha256:60c84fca55a997a6aab4ca07b8ff7d859948c1f525adeba2ae624c84fe059a56
											

											 	 
												theia-endpoint-rhel8@sha256:60c84fca55a997a6aab4ca07b8ff7d859948c1f525adeba2ae624c84fe059a56
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/theia-rhel8@sha256:de36fdf140ba6367e6edf577d6dbaffa270e5e5ecf0890e498f5907f8287858f
											

											 	 
												theia-rhel8@sha256:de36fdf140ba6367e6edf577d6dbaffa270e5e5ecf0890e498f5907f8287858f
											

											 
	 
												registry.redhat.io/codeready-workspaces/traefik-rhel8@sha256:0698a776c6ae2f08238cf011d69ac2c67f934b1e25ec38701a9e360430fd10f7
											

											 	 
												traefik-rhel8@sha256:0698a776c6ae2f08238cf011d69ac2c67f934b1e25ec38701a9e360430fd10f7
											

											 
	 
												registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 	 
												eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 
	 
												registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 	 
												eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 
	 
												registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 	 
												eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
											

											 
	 
												registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openjdk11-openshift-rhel8@sha256:647d092383a760edc083eafb2d7bc3208d6409097281bedbd5eaccde360e7e39
											

											 	 
												eap-xp2-openjdk11-openshift-rhel8@sha256:647d092383a760edc083eafb2d7bc3208d6409097281bedbd5eaccde360e7e39
											

											 
	 
												registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap73-openjdk8-openshift-rhel7@sha256:d16cfe30eaf20a157cd5d5980a6c34f3fcbcfd2fd225e670a0138d81007dd919
											

											 	 
												eap73-openjdk8-openshift-rhel7@sha256:d16cfe30eaf20a157cd5d5980a6c34f3fcbcfd2fd225e670a0138d81007dd919
											

											 
	 
												registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
											

											 	 
												sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
											

											 	 
												sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openshift-rhel8@sha256:3154fd4f6ce080260de9d2b4c02930b67b57f1181f4e660f5ddfc9f6050420b1
											

											 	 
												sso74-openshift-rhel8@sha256:3154fd4f6ce080260de9d2b4c02930b67b57f1181f4e660f5ddfc9f6050420b1
											

											 
	 
												registry.redhat.io/rhel8/postgresql-96@sha256:32d73d737acec3daabc3f5c8236588454c8f57f7a2656ac7a50cf3a04f520b9b
											

											 	 
												postgresql-96@sha256:32d73d737acec3daabc3f5c8236588454c8f57f7a2656ac7a50cf3a04f520b9b
											

											 
	 
												registry.redhat.io/rhscl/mongodb-36-rhel7@sha256:9f799d356d7d2e442bde9d401b720600fd9059a3d8eefea6f3b2ffa721c0dc73
											

											 	 
												mongodb-36-rhel7@sha256:9f799d356d7d2e442bde9d401b720600fd9059a3d8eefea6f3b2ffa721c0dc73
											

											 
	 
												registry.redhat.io/ubi8/ubi-minimal@sha256:2f6b88c037c0503da7704bccd3fc73cb76324101af39ad28f16460e7bce98324
											

											 	 
												ubi8ubi-minimal@sha256:2f6b88c037c0503da7704bccd3fc73cb76324101af39ad28f16460e7bce98324
											

											 






検証手順
	
								イメージに同じダイジェストがあることを確認します。
							
$ skopeo inspect docker://<source-image>
$ skopeo inspect docker://<target-registry>/<target-organization>/<target-image>



関連情報
	
								イメージ一覧のソースを見つけるには、CodeReady Workspaces Operator ClusterServiceVersion ソースの relatedImages 属性の値を参照してください。
							



制限された環境用の CodeReady Workspaces カスタムリソースの準備




						crwctl または OperatorHub を使用して制限された環境で CodeReady Workspaces をインストールする場合は、CheCluster カスタムリソースに追加の情報を提供します。
					
デフォルトの CheCluster カスタムリソースのダウンロード



手順
	
									デフォルトのカスタムリソース YAML ファイルをダウンロードし ます。
								
	
									ダウンロードしたカスタムリソース org_v1_che_cr.yaml に名前を付けます。追加の変更および使用に備えてこれを保持します。
								



制限された環境での CheCluster カスタムリソース のカスタマイズ



前提条件
	
									CodeReady Workspaces がデプロイされる OpenShift クラスターに表示されるイメージレジストリーの利用可能な必要なすべてのイメージ。これについては、「プライベートレジストリーの準備」で説明されています。ここでは、以下の例で使用されているプレースホルダーも定義されています。
								


手順
	
									CodeReady Workspaces Operator によって管理される CheCluster カスタムリソースで、制限された環境で CodeReady Workspaces のインスタンスのデプロイを容易にするために使用されるフィールドを追加します。
								
# [...]
spec:
  server:
    airGapContainerRegistryHostname: '<target-registry>'
    airGapContainerRegistryOrganization: '<target-organization>'
# [...]





CodeReady Workspaces CLI 管理ツールを使用した制限された環境での CodeReady Workspaces インストールの開始




						本セクションでは、CodeReady Workspaces CLI 管理ツールを使用して、制限された環境で CodeReady Workspaces インストールを開始する方法を説明します。
					
前提条件
	
								CodeReady Workspaces CLI 管理ツールがインストールされている。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
							
	
								oc ツールがインストールされている。
							
	
								OpenShift インスタンスへのアクセス。
							


手順
	
								OpenShift Container Platform にログインします。
							
$ oc login ${OPENSHIFT_API_URL} --username ${OPENSHIFT_USERNAME} \
                                --password ${OPENSHIFT_PASSWORD}

	
								カスタマイズされたカスタムリソースで CodeReady Workspaces をインストールし、制限された環境に関連するフィールドを追加します。
							
$ crwctl server:start \
  --che-operator-image=<target-registry>/<target-organization>/crw-2-rhel8-operator:2.8 \
  --che-operator-cr-yaml=org_v1_che_cr.yaml



注記

							低速なシステムまたはインターネット接続の場合は、--k8spodwaittimeout=1800000 フラグオプションを crwctl server:start コマンドに追加し、Pod のタイムアウト期間を 1800000 ms 以上に拡張します。
						



プロキシーの後ろでインストールするための CodeReady Workspaces カスタムリソースの準備




					この手順では、CodeReady Workspaces をプロキシーの後ろでインストールする際に、CheCluster カスタムリソースに必要な追加情報を提供する方法を説明します。
				
手順
	
							CodeReady Workspaces Operator によって管理される CheCluster カスタムリソースで、制限された環境で CodeReady Workspaces のインスタンスのデプロイを容易にするために使用されるフィールドを追加します。
						
# [...]
spec:
  server:
    proxyURL: '<URL of the proxy, with the http protocol, and without the port>'
    proxyPort: '<Port of proxy, typically 3128>'
# [...]

	
							これらの基本設定のほかに、プロキシー設定では通常、プロキシーを使用せずに CodeReady Workspaces からアクセスされるホストの一覧に外部 OpenShift クラスター API URL のホストを追加する必要があります。
						

							このクラスター API ホストを取得するには、OpenShift クラスターに対して以下のコマンドを実行します。
						
$ oc whoami --show-server | sed 's#https://##' | sed 's#:.*$##'

							CheCluster カスタムリソースの対応するフィールドは nonProxyHosts です。ホストがこのフィールドにすでに存在する場合は、| を区切り文字として使用し、クラスター API ホストを追加します。
						
# [...]
spec:
  server:
    nonProxyHosts: 'anotherExistingHost|<cluster api host>'
# [...]






第4章 CodeReady Workspaces の設定




			本章では、いくつかのーザーストーリーを例として使用し、Red Hat CodeReady Workspaces の設定方法とオプションについて説明します。
		
	
					「CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントの詳細な設定オプション」 では、前述の方法を適用できない場合に使用する詳細な設定方法を説明します。
				



			次のセクションでは、特定のユーザーストーリーを説明します。
		
	
					「プロジェクトストラテジーの設定」
				
	
					「一度に複数のワークスペースの実行」
				
	
					「ワークスペース nodeSelector の設定」
				
	
					「Red Hat CodeReady Workspaces サーバーのホスト名の設定」
				
	
					「OpenShift Route のラベルの設定」
				
	
					「OpenShift Route のラベルおよびドメインがルーターのシャード化と連携する設定」
				
	
					「自己署名証明書を使用した Git リポジトリーをサポートする CodeReady Workspaces のデプロイ」
				
	
					「ストレージクラスを使用した CodeReady Workspaces のインストール」
				
	
					「ストレージタイプの設定」
				
	
					「信頼できない TLS 証明書の CodeReady Workspaces へのインポート」
				
	
					「コンポーネント間の通信での外部 DNS 名と内部 DNS 名間の切り替え」
				
	
					「Red Hat CodeReady Workspaces ログインページの RH-SSO codeready-workspaces-username-readonly テーマの設定」
				
	
					「シークレットをファイルまたは環境変数として Red Hat CodeReady Workspaces コンテナーにマウントする」
				
	
					「Dev Workspace エンジンの有効化」
				


CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントの詳細な設定オプション




				以下のセクションでは、CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントの詳細なデプロイメントおよび設定方法を説明します。
			
Operator を使用した CodeReady Workspaces サーバーの詳細設定について




					以下のセクションでは、Operator を使用したデプロイメントの CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントの詳細な設定方法について説明します。
				

					詳細設定は以下を実行するために必要です。
				
	
							標準の CheCluster カスタムリソースフィールドから Operator によって自動的に生成されない環境変数を追加します。
						
	
							標準の CheCluster カスタムリソースフィールドから Operator によって自動的に生成されるプロパティーを上書きします。
						



					CheCluster カスタムリソースの server 設定の一部である customCheProperties フィールドには、CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントに適用する追加の環境変数のマップが含まれます。
				
例4.1 ワークスペースのデフォルトのメモリー制限の上書き
	
								CHE_WORKSPACE_DEFAULT__MEMORY__LIMIT__MB プロパティーを customCheProperties に追加します。
							


apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
# [...]
spec:
  server:
    # [...]
    customCheProperties:
      CHE_WORKSPACE_DEFAULT__MEMORY__LIMIT__MB: "2048"
# [...]


注記

						以前のバージョンの CodeReady Workspaces Operator には、このロールを実行するために custom という名前の configMap が含まれていました。CodeReady Workspaces Operator が custom という名前の configMap を見つけると、これに含まれるデータを customCheProperties フィールドに追加し、CodeReady Workspaces を再デプロイし、custom configMap を削除します。
					

関連情報
	
							CheCluster カスタムリソースで利用可能なすべてのパラメーターの一覧については、2章CodeReady Workspaces インストールの設定 を参照してください。
						
	
							customCheProperties の設定に使用できるすべてのパラメーターの一覧については、「CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントのシステムプロパティー参照」 を参照してください。
						



CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントのシステムプロパティー参照




					以下のドキュメントでは、CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントのすべての使用可能な設定プロパティーについて説明します。
				
Che サーバー



表4.1 Che サーバー
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_DATABASE
									

									 	 
										${che.home}/storage
									

									 	 
										CodeReady Workspaces が内部データオブジェクトを保存するフォルダー。
									

									 
	 
										CHE_API
									

									 	 
										http://${CHE_HOST}:${CHE_PORT}/api
									

									 	 
										API サービス。ブラウザーは、この URL を使用して CodeReady Workspaces サーバーへの REST 通信を開始します。
									

									 
	 
										CHE_API_INTERNAL
									

									 	 
										http://${CHE_HOST}:${CHE_PORT}/api
									

									 	 
										API サービスの内部ネットワーク URL。バックエンドサービスは、この URL を使用した CodeReady Workspaces サーバーへの REST 通信を開始する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_WEBSOCKET_ENDPOINT
									

									 	 
										ws://${CHE_HOST}:${CHE_PORT}/api/websocket
									

									 	 
										CodeReady Workspaces websocket の主なエンドポイント。主な websocket の対話とメッセージング用の基本的な通信エンドポイントを提供します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PROJECTS_STORAGE
									

									 	 
										/projects
									

									 	 
										プロジェクトは、CodeReady Workspaces サーバーから各ワークスペースを実行するマシンに同期されます。これは、プロジェクトが配置されているマシンのディレクトリーです。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PROJECTS_STORAGE_DEFAULT_SIZE
									

									 	 
										1Gi
									

									 	 
										devfile 要求の OpenShift タイプのコンポーネントがプロジェクト PVC 作成を要求する場合に使用されます ('unique' および 'per workspace' PVC ストラテジーの場合に適用されます。'common' PVC ストラテジーの場合は、これは che.infra.kubernetes.pvc.quantity プロパティーの値で書き換えられます)。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_LOGS_ROOT__DIR
									

									 	 
										/workspace_logs
									

									 	 
										すべてのワークスペースログが置かれるマシン内のディレクトリーを定義します。環境変数などの値として、この値をマシンに指定します。これは、エージェントの開発者がこのディレクトリーを使用してエージェントのログをバックアップできるようにするためのものです。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_HTTP__PROXY
									

									 	 	 
										環境変数 HTTP_PROXY は、ワークスペースを起動するコンテナーで指定された値に設定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_HTTPS__PROXY
									

									 	 	 
										環境変数 HTTPS_PROXY は、ワークスペースを起動するコンテナーで指定された値に設定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_NO__PROXY
									

									 	 	 
										環境変数 NO_PROXY は、ワークスペースを起動するコンテナーで指定された値に設定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_AUTO__START
									

									 	 
										true
									

									 	 
										デフォルトでは、ユーザーがこの URL を使用してワークスペースにアクセスすると、ワークスペースは自動的に起動します (現時点で停止している場合)。この動作を無効にするには、このパラメーターを false に設定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_POOL_TYPE
									

									 	 
										固定:
									

									 	 
										ワークスペーススレッドプールの設定。このプールは、非同期の実行が必要なワークスペース関連の操作 (例: 起動/停止) に使用されます。設定可能な値は fixed および cached です。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_POOL_EXACT__SIZE
									

									 	 
										30
									

									 	 
										プールタイプが fixed と異なる場合に、このプロパティーは無視されます。これはプールのサイズを設定します。設定されると、multiplier プロパティーは無視されます。このプロパティーが設定されていない場合 (0, <0, NULL)、プールサイズはコア数と等しくなります。che.workspace.pool.cores_multiplier も参照してください。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_POOL_CORES__MULTIPLIER
									

									 	 
										2
									

									 	 
										プールタイプが fixed に設定されておらず、che.workspace.pool.exact_size が設定されている場合は、このプロパティーは無視されます。設定されている場合、プールサイズは N_CORES * multiplier になります。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PROBE__POOL__SIZE
									

									 	 
										10
									

									 	 
										このプロパティーは、ワークスペースサーバーの liveness プローブに使用するスレッドの数を指定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_HTTP__PROXY__JAVA__OPTIONS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペース JVM の HTTP プロキシー設定。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_JAVA__OPTIONS
									

									 	 
										-XX:MaxRAM=150m-XX:MaxRAMFraction=2 -XX:+UseParallelGC -XX:MinHeapFreeRatio=10 -XX:MaxHeapFreeRatio=20 -XX:GCTimeRatio=4 -XX:AdaptiveSizePolicyWeight=90 -Dsun.zip.disableMemoryMapping=true -Xms20m -Djava.security.egd=file:/dev/./urandom
									

									 	 
										ワークスペースで実行されている JVM に追加される Java コマンドラインオプション。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_MAVEN__OPTIONS
									

									 	 
										-XX:MaxRAM=150m-XX:MaxRAMFraction=2 -XX:+UseParallelGC -XX:MinHeapFreeRatio=10 -XX:MaxHeapFreeRatio=20 -XX:GCTimeRatio=4 -XX:AdaptiveSizePolicyWeight=90 -Dsun.zip.disableMemoryMapping=true -Xms20m -Djava.security.egd=file:/dev/./urandom
									

									 	 
										ワークスペースでエージェントを実行する JVM に追加される Maven コマンドラインオプション。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEFAULT__MEMORY__LIMIT__MB
									

									 	 
										1024
									

									 	 
										環境に RAM 設定のない各マシンの RAM 制限のデフォルト。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEFAULT__MEMORY__REQUEST__MB
									

									 	 
										200
									

									 	 
										環境内に明示的な RAM 設定のない各コンテナーの RAM 要求。この量はワークスペースコンテナーの作成時に割り当てられます。このプロパティーは、すべてのインフラストラクチャー実装でサポートされる訳ではありません。現時点で、これは OpenShift によってサポートされます。メモリー制限を超えるメモリー要求は無視され、制限サイズのみが使用されます。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEFAULT__CPU__LIMIT__CORES
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										環境に CPU 設定のない各コンテナーの CPU 制限。浮動小数点のコア数 (例: 0.125) で、または OpenShift 形式（125mなどの整数のミリコア数) を使用して指定します。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEFAULT__CPU__REQUEST__CORES
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										環境内に CPU 設定のない各コンテナーの CPU 要求。CPU 制限を超える CPU 要求は無視され、制限の数値のみが使用されます。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SIDECAR_DEFAULT__MEMORY__LIMIT__MB
									

									 	 
										128
									

									 	 
										CodeReady Workspaces プラグイン設定に RAM 設定のない各サイドカーの RAM 制限。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SIDECAR_DEFAULT__MEMORY__REQUEST__MB
									

									 	 
										64
									

									 	 
										CodeReady Workspaces プラグイン設定に RAM 設定のない各サイドカーの RAM 要求。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SIDECAR_DEFAULT__CPU__LIMIT__CORES
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										CodeReady Workspaces プラグイン設定に CPU 設定のない各サイドカーの CPU 制限のデフォルト。浮動小数点のコア数 (例: 0.125) で、または OpenShift 形式（125mなどの整数のミリコア数) を使用して指定します。0 以下の値値は、制限を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SIDECAR_DEFAULT__CPU__REQUEST__CORES
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										CodeReady Workspaces プラグイン設定に CPU 設定のない各サイドカーの CPU 要求のデフォルト。浮動小数点のコア数 (例: 0.125) で、または OpenShift 形式（125mなどの整数のミリコア数) を使用して指定します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SIDECAR_IMAGE__PULL__POLICY
									

									 	 
										Always
									

									 	 
										サイドカーのイメージプルストラテジーを定義します。使用できる値は Always、Never、IfNotPresent です。その他の値については、Always は :latest タグが付いたイメージに、その他の場合は IfNotPresent が想定されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_ACTIVITY__CHECK__SCHEDULER__PERIOD__S
									

									 	 
										60
									

									 	 
										非アクティブなワークスペースの一時停止ジョブの実行期間。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_ACTIVITY__CLEANUP__SCHEDULER__PERIOD__S
									

									 	 
										3600
									

									 	 
										アクティビティーテーブルのクリーンアップ期間。アクティビティーテーブルには、サーバーが特定の時点でクラッシュするなどの予想されないエラーが生じる場合に、無効なデータまたは古いデータを含まれることがあります。デフォルトでは、クリーンアップジョブは 1 時間ごとに実行されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_ACTIVITY__CLEANUP__SCHEDULER__INITIAL__DELAY__S
									

									 	 
										60
									

									 	 
										サーバーの起動後から最初のアクティビティーのクリーンアップジョブを開始するまでの遅延。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_ACTIVITY__CHECK__SCHEDULER__DELAY__S
									

									 	 
										180
									

									 	 
										ws マスターが非アクティブのタイムアウトまでの期間利用できない場合の、大規模な一時停止を回避するために最初のワークスペースのアイドルチェックジョブが開始されるまでの遅延。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_CLEANUP__TEMPORARY__INITIAL__DELAY__MIN
									

									 	 
										5
									

									 	 
										一時的なワークスペースのクリーンアップジョブの初回実行を遅らせる時間。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_CLEANUP__TEMPORARY__PERIOD__MIN
									

									 	 
										180
									

									 	 
										1 つの実行の終了と一時的なワークスペースクリーンアップジョブの次の実行の開始までの期間の遅延
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SERVER_PING__SUCCESS__THRESHOLD
									

									 	 
										1
									

									 	 
										サーバーへの正常に順次実行される ping の数。この数を超えると、サーバーは利用可能な状態にあるものとして処理されます。注: このプロパティーはすべてのサーバー (ワークスペースのエージェント、ターミナル、exec など) に共通です。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SERVER_PING__INTERVAL__MILLISECONDS
									

									 	 
										3000
									

									 	 
										ワークスペースサーバーへの連続する ping の間隔 (ミリ秒単位)。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_SERVER_LIVENESS__PROBES
									

									 	 
										wsagent/http,exec-agent/http,terminal,theia,jupyter,dirigible,cloud-shell,intellij
									

									 	 
										liveness プローブを必要とするサーバー名の一覧
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_STARTUP__DEBUG__LOG__LIMIT__BYTES
									

									 	 
										10485760
									

									 	 
										ワークスペースの起動をデバッグする際に che-server で観察される単一コンテナーから収集されるログの制限サイズ。デフォルト値は 10MB=10485760 です。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_STOP_ROLE_ENABLED
									

									 	 
										true
									

									 	 
										true の場合、OpenShift OAuth が有効な場合に、編集権限を持つ「stop-workspace」ロールが「che」 ServiceAccount に付与されます。この設定は、OpenShift OAuth が有効な場合にワークスペースのアイドリングに主に必要になります。
									

									 
	 
										CHE_DEVWORKSPACES_ENABLED
									

									 	 
										false
									

									 	 
										DevWorkspaces を有効にして che をデプロイするかどうかを指定します。このプロパティーは、DevWorkspaces のサポートもインストールしている場合に CodeReady Workspaces Operator によって設定されます。このプロパティーを使用して、このファクトを CodeReady Workspaces ダッシュボードにアドバタイズします。このプロパティーの値を手動で変更することは推奨されません。
									

									 




認証パラメーター



表4.2 認証パラメーター
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_AUTH_USER__SELF__CREATION
									

									 	 
										false
									

									 	 
										CodeReady Workspaces には単一のアイデンティティー実装があるため、これによるユーザーエクスペリエンスへの変更はありません。true の場合、API レベルでのユーザー作成を有効にします。
									

									 
	 
										CHE_AUTH_ACCESS__DENIED__ERROR__PAGE
									

									 	 
										/error-oauth
									

									 	 
										認証エラーページアドレス
									

									 
	 
										CHE_AUTH_RESERVED__USER__NAMES
									

									 	 	 
										予約済みのユーザー名
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_GITHUB_CLIENTID
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										GitHub OAuth クライアントの設定。GitHub OAuth を設定して、リモートリポジトリーへの認証を自動化できます。最初に、このアプリケーションを GitHub OAuth に登録する必要があります。GitHub OAuth クライアント ID。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_GITHUB_CLIENTSECRET
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										GitHub OAuth クライアントシークレット。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_GITHUB_AUTHURI
									

									 	 
										https://github.com/login/oauth/authorize
									

									 	 
										GitHub OAuth 認証 URI。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_GITHUB_TOKENURI
									

									 	 
										https://github.com/login/oauth/access_token
									

									 	 
										GitHub OAuth トークン URI。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_GITHUB_REDIRECTURIS
									

									 	 
										http://localhost:${CHE_PORT}/api/oauth/callback
									

									 	 
										GitHub OAuth リダイレクト URI。複数の値をコンマで区切ります（例： URI,URI,URI）。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_OPENSHIFT_CLIENTID
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										OpenShift OAuth クライアントの設定。OpenShift OAuth トークンの取得に使用されます。OpenShift OAuth クライアント ID。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_OPENSHIFT_CLIENTSECRET
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										OpenShift OAuth クライアントの設定。OpenShift OAuth トークンの取得に使用されます。OpenShift OAuth クライアント ID。OpenShift OAuth クライアントシークレット。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_OPENSHIFT_OAUTH__ENDPOINT
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Configurationof OpenShift OAuth クライアント。OpenShift OAuth トークンの取得に使用されます。OpenShift OAuth クライアント ID。OpenShift OAuth クライアントシークレット。OpenShift OAuth エンドポイント。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_OPENSHIFT_VERIFY__TOKEN__URL
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ConfigurationofOpenShiftOAuth クライアント。OpenShift OAuth トークンの取得に使用されます。OpenShift OAuth クライアント ID。OpenShift OAuth クライアントシークレット。OpenShift OAuth エンドポイント。OpenShift OAuth 検証トークン URL。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH1_BITBUCKET_CONSUMERKEYPATH
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Bitbucket Server OAuth1 クライアントの設定。パーソナルアクセストークンの取得に使用されます。Bitbucket Server アプリケーションのコンシューマーキーが含まれるファイルの場所（ユーザー名と同等）。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH1_BITBUCKET_PRIVATEKEYPATH
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Bitbucket Server OAuth1 クライアントの設定パーソナルアクセストークンの取得に使用されます。Bitbucket Server アプリケーションのコンシューマーキーが含まれるファイルの場所（ユーザー名と同等）。Bitbucket Server アプリケーションの秘密鍵が含まれるファイルの場所
									

									 
	 
										CHE_OAUTH1_BITBUCKET_ENDPOINT
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Bitbucket Server OAuth1 クライアントの設定パーソナルアクセストークンの取得に使用されます。Bitbucket Server アプリケーションのコンシューマーキーが含まれるファイルの場所（ユーザー名と同等）。Bitbucket Server アプリケーションの秘密鍵の Bitbucket Server URL が含まれるファイルの場所ファクトリーと正しく連携するには、同じ URL を che.integration.bitbucket.server_endpoints に含める必要があります。
									

									 




内部



表4.3 内部
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										SCHEDULE_CORE__POOL__SIZE
									

									 	 
										10
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 拡張には、時間ベースでスケジュールされる実行をスケジュールできます。これにより、繰り返されるスケジュールで起動する拡張に割り当てられるスレッドプールのサイズが設定されます。
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_BASELINE_ENABLED
									

									 	 
										true
									

									 	 
										DB の初期化および移行設定。trueの場合には、baseline.version で設定Siたバージョンのスクリプトを無視します。
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_BASELINE_VERSION
									

									 	 
										5.0.0.8.1
									

									 	 
										これまでのバージョンを含むスクリプトは無視されます。ベースラインバージョンと同じバージョンのスクリプトも無視されることに注意してください。
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_SCRIPTS_PREFIX
									

									 	 	 
										移行スクリプトの接頭辞
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_SCRIPTS_SUFFIX
									

									 	 
										.sql
									

									 	 
										移行スクリプトの接尾辞。
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_SCRIPTS_VERSION__SEPARATOR
									

									 	 
										__
									

									 	 
										スクリプト名を他の部分からバージョンを区切るための区切り文字。
									

									 
	 
										DB_SCHEMA_FLYWAY_SCRIPTS_LOCATIONS
									

									 	 
										classpath:che-schema
									

									 	 
										移行スクリプトを検索する場所。
									

									 




OpenShift インフラパラメーター



表4.4 OpenShift インフラパラメーター
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_MASTER__URL
									

									 	 	 
										インフラが使用する OpenShift クライアントのマスター URL の設定。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TRUST__CERTS
									

									 	 
										false
									

									 	 
										信頼された証明書を使用するために OpenShift クライアントを設定するブール値。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_SERVER__STRATEGY
									

									 	 
										multi-host
									

									 	 
										サーバーが OpenShift インフラでグローバルに公開される方法を定義します。CodeReady Workspaces に実装されたストラテジーの一覧: default-host、multi-host、single-host
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_WORKSPACE_EXPOSURE
									

									 	 
										native
									

									 	 
										ワークスペースのプラグインとエディターを単一ホストモードで公開する方法を定義します。サポートされる公開: - 'native': OpenShift Ingress を使用してサーバーを公開します。Kubernetes でのみ機能します。'gateway': リバースプロキシーゲートウェイを使用してサーバーを公開します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_WORKSPACE_DEVFILE__ENDPOINT__EXPOSURE
									

									 	 
										multi-host
									

									 	 
										single-host サーバーストラテジーで devfile エンドポイント、エンドユーザーのアプリケーションを公開する方法を定義します。これらは single-host ストラテジーに従い、サブパスで公開されるか、またはサブドメイン上で公開できます。'multi-host': サブドメインで公開される - 'single-host': サブパスで公開される
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_GATEWAY_CONFIGMAP__LABELS
									

									 	 
										app=che,component=che-gateway-config
									

									 	 
										single-host ゲートウェイを設定する ConfigMap に設定されるラベルを定義します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INGRESS_DOMAIN
									

									 	 	 
										che.infra.kubernetes.server_strategy プロパティーが multi-hostに設定されている場合に、ワークスペースでサーバーのドメインを生成するために使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE
									

									 	 	 
										非推奨: このプロパティーの値は変更しないでください。変更すると、既存のワークスペースでデータが失われます。これは新規インストールに設定しないでください。すべてのワークスペースが作成される OpenShift プロジェクトを定義します。これが設定されないと、すべてのワークスペースが新しい namespace に作成されます。ここで、namespace = ワークスペース ID になります。<username> および <userid> プレースホルダー (例: che-workspace-<username>) を使用できます。この場合、ユーザーごとに新規 namespace が作成されます。新規 namespace を作成するパーミッションを持つサービスアカウントを使用する必要があります。OpenShift インフラでは無視されます。代わりに che.infra.openshift.project を使用します。このプロパティーで参照される namespace が存在する場合、これはすべてのワークスペースで使用されます。これが存在しない場合、che.infra.kubernetes.namespace.default によって指定される namespace が作成され、使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_CREATION__ALLOWED
									

									 	 
										true
									

									 	 
										CodeReady Workspaces サーバーがユーザーワークスペースの namespace/プロジェクトを作成できるかどうか、またはそれらはクラスター管理者によって手動で作成されるかどうかを示します。このプロパティーは OpenShift infra によっても使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_DEFAULT
									

									 	 
										<username>-che
									

									 	 
										ユーザーが上書きしない場合に、ユーザーのワークスペースが作成されるデフォルトの OpenShift プロジェクトを定義します。<username>、<userid> および <workspaceid> プレースホルダー (例: che-workspace-<username>）を使用できます。この場合、新規 namespace が各ユーザー (またはワークスペース) について作成されます。OpenShift インフラによってプロジェクトの指定にも使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_LABEL
									

									 	 
										true
									

									 	 
										che-server がワークスペース namespace にラベルを付けるかどうかを定義します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_LABELS
									

									 	 
										app.kubernetes.io/part-of=che.eclipse.org,app.kubernetes.io/component=workspaces-namespace
									

									 	 
										CodeReady Workspaces に使用される namespace/プロジェクトの検索に使用するラベルの一覧。これらは che.infra.kubernetes.namespace.annotations と組み合わせてユーザー用に準備された namespace/プロジェクトを検索し、ワークスペースで namespace をアクティブにラベル付けするのに使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_ANNOTATIONS
									

									 	 
										che.eclipse.org/username=<username>
									

									 	 
										CodeReady Workspaces ユーザーワークスペース用に用意された namespace/プロジェクトの検索に使用するアノテーションの一覧。che.infra.kubernetes.namespace.labels に一致する namespace/プロジェクトのみがこれらのアノテーションに対して一致します。che.infra.kubernetes.namespace.labels と che.infra.kubernetes.namespace.annotations の両方に一致する namespace/プロジェクトは、優先的にユーザーのワークスペースに使用されます。<username> プレースホルダーを使用して、具体的なユーザーに namespace/プロジェクトを指定することができます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_ALLOW__USER__DEFINED
									

									 	 
										false
									

									 	 
										ユーザーがデフォルトとは異なる OpenShift プロジェクト (OpenShift プロジェクト) を指定できるかどうかを定義します。OAuth が設定されていない場合に true に設定することは推奨されません。このプロパティーは OpenShift infra によっても使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_SERVICE__ACCOUNT__NAME
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										すべてのワークスペース Pod にバインドされるように指定する必要のある Kubernetes サービスアカウント名を定義します。OpenShift インフラストラクチャーはサービスアカウントを作成しないため、これは存在するはずであることに注意してください。OpenShift インフラストラクチャーは、プロジェクトが事前に定義されているかどうかをチェックします（che.infra.openshift.project が空でない場合)。これが事前に定義されている場合はサービスアカウントが存在するはずです。これが 'NULL' または空の文字列の場合、インフラストラクチャーはワークスペースごとに新しい OpenShift プロジェクトを作成し、必要なロールを持つワークスペーのスサービスアカウントをここに準備します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_WORKSPACE__SA__CLUSTER__ROLES
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペースのサービスアカウントで使用するオプションの追加クラスターロールを指定します。クラスターのロール名がすでに存在している必要があり、CodeReady Workspaces サービスアカウントはロールバインディングを作成して、これらのクラスターロールをワークスペースのサービスアカウントに関連付ける必要があることに注意してください。名前はコンマで区切られます。このプロパティーは 'che.infra.kubernetes.cluster_role_name' を非推奨にします。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_WORKSPACE__START__TIMEOUT__MIN
									

									 	 
										8
									

									 	 
										Kubernetes ワークスペースの開始時間を制限する時間枠を定義します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INGRESS__START__TIMEOUT__MIN
									

									 	 
										5
									

									 	 
										OpenShift Route が準備状態になる期間を制限するタイムアウトを分単位で定義します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_WORKSPACE__UNRECOVERABLE__EVENTS
									

									 	 
										FailedMount,FailedScheduling,MountVolume.SetUpfailed,Failed to pull image,FailedCreate,ReplicaSetCreateError
									

									 	 
										ワークスペースの起動中に、プロパティーに定義されるリカバリー不可能なイベントが発生する場合、タイムアウトまで待機するのではなく、ワークスペースをすぐに終了します。これには 'Failed' の理由が含めることができないことに注意してください。これにより、リカバリー不可能なイベントがキャッチされる可能性があるためです。失敗したコンテナーの起動は、CodeReady Workspaces サーバーで明示的に処理されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_ENABLED
									

									 	 
										true
									

									 	 
										che ワークスペースに Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）を使用するかどうか (バックアッププロジェクト、ログなどをが必要かどうか) を定義します。またはこれを無効にします。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_STRATEGY
									

									 	 
										common
									

									 	 
										ワークスペース用に PVC を選択する際に使用するストラテジーを定義します。サポートされるストラテジー: - 'common' 同じ Kubernetes namespace 内のすべてのワークスペースは同じ PVC を再利用します。PVC の名前は 'che.infra.kubernetes.pvc.name' で設定できます。既存の PVC が使用されるか、または新規 PVC が存在しない場合にはこれが作成されます。- 'unique' 各ワークスペースのボリュームに別個の PVC が使用されます。PVC の名前は '{che.infra.kubernetes.pvc.name} + '-' + {generated_8_chars}' として評価されます。既存の PVC が使用されるか、または新規 PVC が存在しない場合にはこれが作成されます。- 'per-workspace' 各ワークスペースの別個の PVC が使用されます。PVC の名前は '{che.infra.kubernetes.pvc.name} + '-' + {WORKSPACE_ID}' として評価されます。既存の PVC が使用されるか、または新規 PVC が存在しない場合にはこれが作成されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_PRECREATE__SUBPATHS
									

									 	 
										true
									

									 	 
										ワークスペースを起動する前に、「common」ストラテジーの永続ボリュームでワークスペースのサブパスディレクトリーを作成するジョブを実行するかどうかを定義します。ワークスペースのサブパスのボリュームマウントは root 権限で作成され、ユーザーとして実行するワークスペースで変更できないため（CodeReady Workspace のワークスペースへのプロジェクトのインポートエラーが表示される)、一部の OpenShift のバージョンで必要です。デフォルトは「true」ですが、Openshift/Kubernetes のバージョンがユーザーパーミッションでサブディレクトリーを作成する場合は false に設定する必要があります。関連する問題: https://github.com/kubernetes/kubernetes/issues/41638 このプロパティーは、「common」 PVC ストラテジーが使用される場合にのみ有効であることに注意してください。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_NAME
									

									 	 
										claim-che-workspace
									

									 	 
										che ワークスペースの PVC 名の設定を定義します。それぞれの PVC ストラテジーは、この値を異なる方法で指定します。che.infra.kubernetes.pvc.strategy プロパティーについてドキュメントを参照してください。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_STORAGE__CLASS__NAME
									

									 	 	 
										ワークスペースの Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）のストレージクラスを定義します。空の文字列は「use default」を意味します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_QUANTITY
									

									 	 
										10Gi
									

									 	 
										che workspace の Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）のサイズを定義します。形式については以下を参照してください: https://docs.openshift.com/container-platform/4.4/storage/understanding-persistent-storage.html
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_JOBS_IMAGE
									

									 	 
										centos:centos7
									

									 	 
										OpenShift で永続ボリューム要求 (PVC）のメンテナンスジョブを実行する際に起動する Pod
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_JOBS_IMAGE_PULL__POLICY
									

									 	 
										IfNotPresent
									

									 	 
										Kubernetes/OpenShift クラスターのメンテナンスジョブに使用されるコンテナーのイメージプルポリシー
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_JOBS_MEMORYLIMIT
									

									 	 
										250 Mi
									

									 	 
										永続ボリューム要求のメンテナンスジョブの Pod メモリー制限を定義します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_ACCESS__MODE
									

									 	 
										ReadWriteOnce
									

									 	 
										Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）のアクセスモードを定義します。common PVC ストラテジーの変更の場合、アクセスモードの変更は、同時に実行されるワークスペースの数に影響を与えることに注意してください。実行されている che が RWX アクセスモードので PV を使用している OpenShift フレーバーの場合、同時に実行されるワークスペースの制限は (RAM、CPU などの) che 制限の設定によってのみバインドされます。アクセスモードの詳細は、https://docs.openshift.com/container-platform/4.4/storage/understanding-persistent-storage.html を参照してください。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_WAIT__BOUND
									

									 	 
										true
									

									 	 
										CodeReady Workspaces Server がワークスペース PVC が作成後にバインドされるまで待機するかどうかを定義します。これは、すべての PVC ストラテジーによって使用されます。volumeBindingMode が WaitForFirstConsumer に設定されている場合は、false に設定する必要があります。それ以外の場合は、ワークスペースの起動が PVC の待機フェーズでハングします。デフォルト値は true (PVC がバインドされるまで待機する必要あることを意味します) です。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INSTALLER__SERVER__MIN__PORT
									

									 	 
										10000
									

									 	 
										インストーラーサーバーの定義されたポート範囲。デフォルトで、インストーラーは独自のポートを使用しますが、これが別のインストーラーサーバーと競合する場合は、OpenShift インフラストラクチャーはインストーラーを再設定し、この範囲から最初に利用可能になるものをこの範囲から最初に利用可能になると削除されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INSTALLER__SERVER__MAX__PORT
									

									 	 
										20000
									

									 	 
										使用されず、削除されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INGRESS_ANNOTATIONS__JSON
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										サーバーを公開するために使用される Ingress のアノテーションを定義します。値は Ingress コントローラーの種類によって異なります。OpenShift インフラストラクチャーは ingress の代わりにルートを使用するため、このプロパティーを無視します。単一ホストのデプロイメントストラテジーが機能するには、URL の書き換えをサポートするコントローラーを使用する必要があります（URL が異なるサーバーをポイントでき、サーバーはアプリケーションのルートの変更をサポートする必要がないようにします)。che.infra.kubernetes.ingress.path.rewrite_transform プロパティーは、Ingress のパスが URL の書き換えをサポートするよう変換する方法を定義します。このプロパティーは、選択した Ingress コントローラーに対して実際に URL の書き換えを実行するように指示する ingress 自体のアノテーションのセットを定義します (選択された Ingress コントローラーで必要な場合)。たとえば、nginx ingress コントローラー 0.22.0 以降の場合、以下の値が推奨されます: {'ingress.kubernetes.io/rewrite-target': '/$1','ingress.kubernetes.io/ssl-redirect': 'false',\ 'ingress.kubernetes.io/proxy-connect-timeout': '3600','ingress.kubernetes.io/proxy-read-timeout': '3600'} che.infra.kubernetes.ingress.path.rewrite_transform は 0.22.0 よりも前の '%s(.*)' nginx ingress コントローラーに設定する必要があり、rewrite-target は単に '/' に設定し、path transform は '%s' に設定する必要があります ( che.infra.kubernetes.ingress.path.rewrite_transform プロパティーを参照してください)。Ingress コントローラーが Ingress パスにある正規表現を使用する方法と、URL の書き換えを実行する方法についての説明は、nginx Ingress コントローラーのドキュメントを参照してください。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INGRESS_PATH__TRANSFORM
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										サーバーを公開する Ingress のパスを宣言する方法についての「recipe」(レシピ) を定義します。'%s' はサーバーのベース公開 URL を表し、スラッシュで終了することが保証されています。このプロパティーは String.format（）メソッドへの有効な入力であり、%s への参照が 1 つだけ含まれる必要があります。Ingress のアノテーションとパスを指定する際にこれら 2 つのプロパティーの相互作用を確認するには、che.infra.kubernetes.ingress.annotations_json プロパティーの説明を参照してください。これが定義されていない場合、このプロパティーはデフォルトで '%s' (引用符なし) に設定されます。これは、パスが Ingress コントローラーで使用する場合に変換されないことを意味します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_INGRESS_LABELS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										明確化できるように、CodeReady Workspaces サーバーによって作成されるすべての Ingress に追加する追加のラベル。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_POD_SECURITY__CONTEXT_RUN__AS__USER
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										OpenShift インフラによって作成される Pod のセキュリティーコンテキストを定義します。Pod 内のコンテナーでは、すべてのプロセスが指定のユーザー ID で実行されることを指定します。これは OpenShift インフラによって無視されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_POD_SECURITY__CONTEXT_FS__GROUP
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										OpenShift インフラによって作成される Pod のセキュリティーコンテキストを定義します。Pod の全コンテナーに適用される特別な補助グループです。OpenShift インフラは、このグループを無視します。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_POD_TERMINATION__GRACE__PERIOD__SEC
									

									 	 
										0
									

									 	 
										Kubernetes / OpenShift インフラストラクチャーによって作成される Pod の強制終了の猶予期間を定義します。Kubernetes / OpenShift ワークスペースの Pod の強制終了の猶予期間はデフォルトで '0' に設定されます。これにより、Pod をほぼ即時に終了し、ワークスペースを停止するのに必要な時間を短縮できます。注: terminationGracePeriodSeconds が Kubernetes / OpenShift recipe で明示的に設定されている場合、これは上書きされません。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_CLIENT_HTTP_ASYNC__REQUESTS_MAX
									

									 	 
										1000
									

									 	 
										KubernetesClient インスタンスの基礎となる共有 http クライアントでサポートされる並行非同期 Web 要求（http 要求または継続的な Web ソケット呼び出し）の最大数。デフォルト値は 64 および ホストごとに 5 です。マルチユーザーのシナリオでは正しく見えず、CodeReady Workspaces が開かれた接続数を維持します（コマンドや ws-agent ログなど）。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_CLIENT_HTTP_ASYNC__REQUESTS_MAX__PER__HOST
									

									 	 
										1000
									

									 	 
										ホストごとの同時非同期 Web 要求の最大数。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_CLIENT_HTTP_CONNECTION__POOL_MAX__IDLE
									

									 	 
										5
									

									 	 
										Kubernetes クライアント共有 http クライアントの接続プールにおけるアイドル状態の接続の最大数
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_CLIENT_HTTP_CONNECTION__POOL_KEEP__ALIVE__MIN
									

									 	 
										5
									

									 	 
										Kubernetes クライアント共有 http クライアントの接続プールのキープアライブのタイムアウト (分単位)
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TLS__ENABLED
									

									 	 
										false
									

									 	 
										OpenShift インフラストラクチャーで TLS (Transport Layer Security) を有効にして Ingress を作成します。ルートは TLS 対応になります。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TLS__SECRET
									

									 	 	 
										OpenShift インフラストラクチャーによって無視される TLS でワークスペース Ingress を作成する際に使用するシークレットの名前
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TLS__KEY
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペース Ingress に使用する必要がある TLS Secret のキーデータ。キーは Base64 アルゴリズムでエンコードする必要があります。OpenShift インフラストラクチャーでは、このプロパティーは無視されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TLS__CERT
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペース Ingress に使用する必要のある TLS Secret の証明書データ。証明書は、Base64 アルゴリズムでエンコードする必要があります。OpenShift インフラストラクチャーでは、このプロパティーは無視されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_RUNTIMES__CONSISTENCY__CHECK__PERIOD__MIN
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										ランタイムの整合性チェックが実行される期間を定義します。ランタイムに一貫性のない状態がある場合、ランタイムは自動的に停止します。値は 0 をより大きな値、または -1 である必要があります。ここで、-1 はチェックが実行されないことを意味します。これはデフォルトで無効にされます。CodeReady Workspaces Server は操作がユーザーによって呼び出しされない場合に Kubernetes API と対話できくなる CodeReady Workspaces サーバーの設定があることが予想されるためです。これは以下の設定で機能します。- ワークスペースオブジェクトが CodeReady Workspaces Server がある同じ namespace で作成される。- クラスター管理のサービスアカウントトークンが CodeReady Workspaces Server Pod にマウントされる。これは、以下の設定では機能しません。- CodeReady Workspaces Server が OAuth プロバイダーのトークンを使用して Kubernetes API と通信する。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TRUSTED__CA_SRC__CONFIGMAP
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										すべてのユーザーのワークスペースに伝播される追加の CA TLS 証明書を含む、CodeReady Workspaces サーバー namespace の設定マップの名前。プロパティーを OpenShift 4 インフラストラクチャーに設定し、che.infra.openshift.trusted_ca.dest_configmap_labels に config.openshift.io/inject-trusted-cabundle=true ラベルが含まれる場合、クラスター CA バンドルも伝播されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TRUSTED__CA_DEST__CONFIGMAP
									

									 	 
										ca-certs
									

									 	 
										追加の CA TLS 証明書が含まれるワークスペース namespace の configmap の名前。ワークスペース namespace に che.infra.kubernetes.trusted_ca.src_configmap のコピーを保持します。この設定マップの内容は、プラグインブローカーを含むすべてのワークスペースコンテナーにマウントされます。設定マップ名が既存の設定マップと競合する場合を除き、変更しないでください。生成される設定マップ名は最終的に調整でき、OpenShift namespace で一意にすることができます。元の名前は che.original_name ラベルに保存されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TRUSTED__CA_MOUNT__PATH
									

									 	 
										/public-certs
									

									 	 
										CA バンドルがマウントされるワークスペースコンテナーでパスを設定します。che.infra.kubernetes.trusted_ca.dest_configmap で指定される設定マップの内容がマウントされます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_TRUSTED__CA_DEST__CONFIGMAP__LABELS
									

									 	 	 
										ユーザーワークスペースの CA 証明書の設定マップに追加するラベルのコンマ区切りの一覧。che.infra.kubernetes.trusted_ca.dest_configmap プロパティーを参照してください。
									

									 




OpenShift インフラパラメーター



表4.5 OpenShift インフラパラメーター
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_INFRA_OPENSHIFT_PROJECT
									

									 	 	 
										非推奨: このプロパティーの値は変更しないでください。変更すると、既存のワークスペースでデータが失われます。これは新規インストールに設定しないでください。すべてのワークスペースが作成される OpenShift namespace を定義します。これが設定されないと、すべてのワークスペースが新しい namespace に作成されます。ここで、プロジェクト名 = ワークスペース ID になります。<username> および <userid> プレースホルダー (例: che-workspace-<username>) を使用できます。この場合、ユーザーごとに新規プロジェクトが作成されます。新規プロジェクトを作成するパーミッションを持つ OpenShift oauth またはサービスアカウントを使用する必要があります。このプロパティーで参照されるプロジェクトが存在する場合、これはすべてのワークスペースで使用されます。これが存在しない場合、che.infra.kubernetes.namespace.default によって指定される namespace が作成され、使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_OPENSHIFT_TRUSTED__CA_DEST__CONFIGMAP__LABELS
									

									 	 
										config.openshift.io/inject-trusted-cabundle=true
									

									 	 
										ユーザーワークスペースの CA 証明書の設定マップに追加するラベルのコンマ区切りの一覧。che.infra.kubernetes.trusted_ca.dest_configmap プロパティーを参照してください。このデフォルト値は、OpenShift 4 でのクラスター CA バンドルの自動挿入に使用されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_LABELS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										明確化できるように、CodeReady Workspaces サーバーによって作成されるすべての Route に追加する追加のラベル。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_HOST_DOMAIN__SUFFIX
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペースルートの接尾辞として使用する必要のあるホスト名。たとえば、host=open.che.org の場合、ルートは routed3qrtk.open.che.org のように、有効な DNS 名である必要があります。
									

									 




実験的なプロパティー



表4.6 実験的なプロパティー
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__BROKER_METADATA_IMAGE
									

									 	 
										quay.io/eclipse/che-plugin-metadata-broker:v3.4.0
									

									 	 
										プラグインメタデータブローカーの Docker イメージ。このブローカーは、ワークスペース Pod の起動前に実行する必要があります。このジョブは、ワークスペースの必要なコンテナー、ボリューム、および環境変数をプロビジョニングするため、インストールされたプラグインが有効にされた状態で起動できるようにする必要があります。このイメージはデフォルトで CodeReady Workspaces Operator によって上書きされることに注意してください。ここでイメージを変更しても、CodeReady Workspaces が Operator でインストールされている場合は影響はありません。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__BROKER_ARTIFACTS_IMAGE
									

									 	 
										quay.io/eclipse/che-plugin-artifacts-broker:v3.4.0
									

									 	 
										CodeReady Workspaces プラグインアーティファクトブローカーの Docker イメージ。このブローカーはワークスペース Pod で init コンテナーとして実行されます。そのジョブは、プラグイン識別子（レジストリーのプラグインへの参照、プラグインの meta.yaml へのリンク）の一覧を取り、ワークスペースに要求された各プラグインについて正しい .vsix と .theia extenion が /plugins ディレクトリーにダウンロードされるようにします。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__BROKER_DEFAULT__MERGE__PLUGINS
									

									 	 
										false
									

									 	 
										プラグインをワークスペースにプロビジョニングする際にプラグインブローカーのデフォルト動作を設定します。true に設定すると、プラグインブローカーは可能な場合にプラグインのマージを試行します（つまり、それらは同じサイドカーイメージで実行され、設定が競合することはありません)。この値は、devfile が指定していない場合に、 'mergePlugins' 属性を使用して使用されるデフォルト設定です。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__BROKER_PULL__POLICY
									

									 	 
										Always
									

									 	 
										ワークスペースツール設定を解決し、プラグインの依存関係をワークスペースにコピーする CodeReady Workspaces プラグインブローカーアプリケーションの Docker イメージ
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__BROKER_WAIT__TIMEOUT__MIN
									

									 	 
										3
									

									 	 
										プラグインブローカーの待機中に結果の最大期間を制限するタイムアウトを分単位で定義します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__REGISTRY__URL
									

									 	 
										https://che-plugin-registry.prod-preview.openshift.io/v3
									

									 	 
										ワークスペースツールプラグインレジストリーのエンドポイント。有効な HTTP URL でなければなりません。例: http://che-plugin-registry-eclipse-che.192.168.65.2.nip.io CodeReady Workspaces プラグインツールが不要な場合、値 'NULL' を使用する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PLUGIN__REGISTRY__INTERNAL__URL
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ワークスペースツールプラグインレジストリーの 'internal' エンドポイントです。有効な HTTP URL でなければなりません。例: http://devfile-registry.che.svc.cluster.local:8080 CodeReady Workspaces プラグインが不要な場合、値 'NULL' を使用する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEVFILE__REGISTRY__URL
									

									 	 
										https://che-devfile-registry.prod-preview.openshift.io/
									

									 	 
										devfile レジストリーエンドポイント。有効な HTTP URL でなければなりません。例: http://che-devfile-registry-eclipse-che.192.168.65.2.nip.io CodeReady Workspaces プラグインが不要な場合、値 'NULL' を使用する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEVFILE__REGISTRY__INTERNAL__URL
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										devfile レジストリー 'internal' エンドポイント。有効な HTTP URL でなければなりません。例: http://plugin-registry.che.svc.cluster.local:8080 CodeReady Workspaces プラグインツールが不要な場合、値 'NULL' を使用する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_STORAGE_AVAILABLE__TYPES
									

									 	 
										persistent,ephemeral,async
									

									 	 
										ダッシュボードなどのクライアントがワークスペースの作成/更新時にユーザーに提案するストレージタイプに使用できる値を定義する設定プロパティー。使用できる値: - 'persistent': 永続ストレージの I/O は低速だが永続性がある。- 'ephemeral': 一時ストレージは、高速 I/O を可能にするが、ストレージには制限があり、永続性がない。- 'async': 実験的機能: 非同期ストレージは一時ストレージと永続ストレージの組み合わせ。高速な I/O を可能にし、変更を維持し、停止時にバックアップを実行し、ワークスペースの開始時に復元します。che.infra.kubernetes.pvc.strategy='common' - che.limits.user.workspaces.run.count=1 - che.infra.kubernetes.namespace.allow_user_defined=false - che.infra.kubernetes.namespace.default に <username> が含まれる場合にのみ機能します。それ他の場合は、一覧から 'async' を削除します。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_STORAGE_PREFERRED__TYPE
									

									 	 
										永続
									

									 	 
										ダッシュボードなどのクライアントがワークスペースの作成/更新時にユーザーに提案するストレージタイプのデフォルト値を定義する設定プロパティー。「async」値は実験的な値のため、デフォルトタイプとしての使用は推奨されません。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER
									

									 	 
										jwtproxy
									

									 	 
										セキュアなサーバーが認証で保護される方法を設定します。適切な値: 'default': jwtproxy はパススルーモードで設定されます。そのため、サーバーは要求を認証する必要があります。'jwtproxy': jwtproxy は要求を認証します。そのため、サーバーは認証済みのもののみを受信します。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_TOKEN_ISSUER
									

									 	 
										wsmaster
									

									 	 
										JWTProxy 発行者文字列。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_TOKEN_TTL
									

									 	 
										8800h
									

									 	 
										jwtproxy 発行者トークンの有効期間。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_AUTH_LOADER_PATH
									

									 	 
										/_app/loader.html
									

									 	 
										署名なしの要求をルーティングする認証ページのパス (任意)。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_IMAGE
									

									 	 
										quay.io/eclipse/che-jwtproxy:0.10.0
									

									 	 
										jwtproxy イメージ。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_MEMORY__REQUEST
									

									 	 
										15mb
									

									 	 
										jwtproxy メモリー要求。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_MEMORY__LIMIT
									

									 	 
										128mb
									

									 	 
										jwtproxy メモリー制限。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_CPU__REQUEST
									

									 	 
										0.03
									

									 	 
										jwtproxy CPU 要求。
									

									 
	 
										CHE_SERVER_SECURE__EXPOSER_JWTPROXY_CPU__LIMIT
									

									 	 
										0.5
									

									 	 
										jwtproxy CPU 制限。
									

									 




主な「/websocket」エンドポイントの設定



表4.7 主な「/websocket」エンドポイントの設定
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_CORE_JSONRPC_PROCESSOR__MAX__POOL__SIZE
									

									 	 
										50
									

									 	 
										JSON RPC 処理プールの最大サイズ。プールサイズが超過すると、メッセージの実行が拒否されます。
									

									 
	 
										CHE_CORE_JSONRPC_PROCESSOR__CORE__POOL__SIZE
									

									 	 
										5
									

									 	 
										初期 json 処理プール。主な JSON RPC メッセージを処理するために使用されるスレッドの最小数。
									

									 
	 
										CHE_CORE_JSONRPC_PROCESSOR__QUEUE__CAPACITY
									

									 	 
										100000
									

									 	 
										Json RPC メッセージの処理に使用するキューの設定。
									

									 
	 
										CHE_METRICS_PORT
									

									 	 
										8087
									

									 	 
										Prometheus メトリクスで公開される http サーバーエンドポイントのポート
									

									 




CORS 設定



表4.8 CORS 設定
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_CORS_ALLOWED__ORIGINS
									

									 	 
										*
									

									 	 
										WS Master の CORS フィルターはデフォルトで無効にされます。環境変数 'CHE_CORS_ENABLED=true' を使用して 'cors.allowed.origins' でこれを有効にし、許可される要求元を示唆します。
									

									 
	 
										CHE_CORS_ALLOW__CREDENTIALS
									

									 	 
										false
									

									 	 
										'cors.support.credentials' は、認証情報 (cookie、ヘッダー、TLS クライアント証明書) を使用して要求の処理を許可するかどうかを示します。
									

									 




Factory のデフォルト



表4.9 Factory のデフォルト
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_FACTORY_DEFAULT__EDITOR
									

									 	 
										eclipse/che-theia/latest
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 固有のワークスペース記述子が含まれないリモート git リポジトリーから作成されるファクトリーに使用されるエディター。
									

									 
	 
										CHE_FACTORY_DEFAULT__PLUGINS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 固有のワークスペース記述子が含まれないリモート git リポジトリーから作成されるファクトリーに使用されるプラグイン。複数のプラグインは、コンマ区切りのプラグインである必要があります。例： pluginFooPublisher/pluginFooName/pluginFooVersion,pluginBarPublisher/pluginBarName/pluginBarVersion
									

									 
	 
										CHE_FACTORY_DEFAULT__DEVFILE__FILENAMES
									

									 	 
										devfile.yaml,.devfile.yaml
									

									 	 
										リポジトリーベースの Factory (GitHub など) を検索する devfile のファイル名。Factory は、プロパティーで列挙される順序でこれらのファイルの特定を試みます。
									

									 




devfile のデフォルト



表4.10 devfile のデフォルト
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_WORKSPACE_DEVFILE_DEFAULT__EDITOR
									

									 	 
										eclipse/che-theia/latest
									

									 	 
										指定されていない場合に Devfile にプロビジョニングする必要があるデフォルトのエディター。エディター形式は、editorPublisher/editorName/editorVersion 値になります。NULL または値がない場合は、デフォルトのエディターはプロビジョニングされません。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEVFILE_DEFAULT__EDITOR_PLUGINS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										デフォルトのエディター用にプロビジョニングする必要があるデフォルトのプラグイン。ユーザー定義の devfile で明示的に参照されていないこの一覧のすべてのプラグインはプロビジョニングされますが、これはデフォルトのエディターが使用されているか、またはユーザー定義のエディターが (異なるバージョンの場合でも) デフォルトと同じである場合に限ります。形式は、コンマ区切りの pluginPublisher/pluginName/pluginVersion 値および URL です。例: eclipse/che-theia-exec-plugin/0.0.1,eclipse/che-theia-terminal-plugin/0.0.1,https://cdn.pluginregistry.com/vi-mode/meta.yaml プラグインが URL の場合、プラグインの meta.yaml はその URL から取得されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_PROVISION_SECRET_LABELS
									

									 	 
										app.kubernetes.io/part-of=che.eclipse.org,app.kubernetes.io/component=workspace-secret
									

									 	 
										ユーザー namespace からシークレットを選択するためにラベルのコンマ区切りの一覧を定義します。これは、ファイルまたは環境変数としてワークスペースコンテナーにマウントされます。すべての指定されるラベルに一致するシークレットのみが選択されます。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_DEVFILE_ASYNC_STORAGE_PLUGIN
									

									 	 
										eclipse/che-async-pv-plugin/latest
									

									 	 
										非同期ストレージ機能がワークスペース設定で有効にされ、環境でサポートされる場合に、プラグインが追加されます
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_ASYNC_STORAGE_IMAGE
									

									 	 
										quay.io/eclipse/che-workspace-data-sync-storage:0.0.1
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 非同期ストレージの Docker イメージ
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_POD_NODE__SELECTOR
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										オプションでワークスペース Pod のノードセレクターを設定します。形式は、コンマ区切りの key=value ペアです (例: disktype=ssd,cpu=xlarge,foo=bar)。
									

									 
	 
										CHE_WORKSPACE_POD_TOLERATIONS__JSON
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										オプションでワークスペース Pod の容認を設定します。形式は、テイントの容認の JSON 配列を表す文字列か、または NULL の場合はこれを無効にします。配列に含まれるオブジェクトは、この 仕様 に準拠する必要があります。例: [{'effect':'NoExecute','key':'aNodeTaint','operator':'Equal','value':'aValue'}]
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_ASYNC_STORAGE_SHUTDOWN__TIMEOUT__MIN
									

									 	 
										120
									

									 	 
										最後に使用されたワークスペースの停止後の非同期ストレージ Pod のシャットダウンのタイムアウト。0 以下の値は、シャットダウン機能を無効にするものとして解釈されます。
									

									 
	 
										CHE_INFRA_KUBERNETES_ASYNC_STORAGE_SHUTDOWN__CHECK__PERIOD__MIN
									

									 	 
										30
									

									 	 
										非同期ストレージ Pod が機能を停止する期間を定義します (デフォルトでは 30 分ごと)。
									

									 
	 
										CHE_INTEGRATION_BITBUCKET_SERVER__ENDPOINTS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Factory の統合に使用される Bitbucket エンドポイント。bitbucket サーバー URL のコンマ区切りの一覧、または統合が予想されない場合は NULL。
									

									 
	 
										CHE_INTEGRATION_GITLAB_SERVER__ENDPOINTS
									

									 	 
										NULL#
									

									 	 
										ファクトリーの統合に使用される GitLab エンドポイント。Gitlab サーバー URL のコンマ区切りの一覧、またはインテグレーションが予想されない場合は NULL。
									

									 




Che システム



表4.11 Che システム
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_SYSTEM_SUPER__PRIVILEGED__MODE
									

									 	 
										false
									

									 	 
										System Super Privileged Mode (システムのスーパー特権モード)。getByKey、getByNameSpace、stopWorkspaces、および getResources の manageSystem パーミッションの追加パーミッションをユーザーに付与します。これらは、デフォルトでは管理者には提供されず、これらのパーミッションにより、管理者はadmin 権限でそれらのワークスペースに名前を指定し、ワークスペースへの可視性を得ることができます。
									

									 
	 
										CHE_SYSTEM_ADMIN__NAME
									

									 	 
										admin
									

									 	 
										'che.admin.name' ユーザーのシステムパーミッションを付与します。ユーザーがすでに存在する場合は、これはコンポーネントの起動時に生じます。ユーザーがすでに存在しない場合は、ユーザーがデータベースで永続化される初回のログイン時に発生します。
									

									 




Workspace の制限



表4.12 Workspace の制限
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_LIMITS_WORKSPACE_ENV_RAM
									

									 	 
										16gb
									

									 	 
										ワークスペースは、開発を行う際のユーザー向けの基本的なランタイムです。ワークスペースの作成方法や、消費されるリソースを制限するパラメーターを設定できます。ユーザーが新規ワークスペースの作成時にワークスペースに割り当てることができる RAM の最大量。RAM スライダーは、この最大値に合わせて調整されます。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_WORKSPACE_IDLE_TIMEOUT
									

									 	 
										1800000
									

									 	 
										システムがワークスペースを一時停止した後にこれを停止する際に、ユーザーがワークスペースでアイドル状態になる期間。アイドル状態は、ユーザーがワークスペースと対話しない期間です。つまり、エージェントのいずれも対話を受け取っていない期間を意味します。ブラウザーウィンドウを開いたままにするとアイドル状態になります。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_WORKSPACE_RUN_TIMEOUT
									

									 	 
										0
									

									 	 
										システムが一時停止するまでの、アクティビティーを問わず、ワークスペースが実行される期間 (ミリ秒単位)。一定期間後にワークスペースを自動的に停止する場合は、このプロパティーを設定します。デフォルトはゼロで、実行タイムアウトがないことを意味します。
									

									 




ユーザーワークスペースの制限



表4.13 ユーザーワークスペースの制限
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_LIMITS_USER_WORKSPACES_RAM
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										単一ユーザーがワークスペースの実行に割り当てることができる RAM の合計量。ユーザーは、この RAM を単一のワークスペースに割り当てるか、または複数のワークスペースに分散することができます。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_USER_WORKSPACES_COUNT
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										ユーザーが作成できるワークスペースの最大数。追加のワークスペースを作成しようとすると、ユーザーにはエラーメッセージが表示されます。これは、実行中および停止中のワークスペースの合計数に適用されます。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_USER_WORKSPACES_RUN_COUNT
									

									 	 
										1
									

									 	 
										単一ユーザーが持てる実行中のワークスペースの最大数。ユーザーがこのしきい値に達し、追加のワークスペースを開始しようとすると、エラーメッセージと共にプロンプトが表示されます。ユーザーは、実行中のワークスペースを停止してから別のワークスペースをアクティべートする必要があります。
									

									 




組織ワークスペースの制限



表4.14 組織ワークスペースの制限
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_LIMITS_ORGANIZATION_WORKSPACES_RAM
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										単一組織 (チーム) がワークスペースの実行に割り当てることができる RAM の合計量。組織の所有者はこの RAM を割り当てることができますが、チームのワークスペース全体で適切に割り当てられているように見えます。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_ORGANIZATION_WORKSPACES_COUNT
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										組織が所有できるワークスペースの最大数。追加のワークスペースを作成しようとすると、組織にはエラーメッセージが表示されます。これは、実行中および停止中のワークスペースの合計数に適用されます。
									

									 
	 
										CHE_LIMITS_ORGANIZATION_WORKSPACES_RUN_COUNT
									

									 	 
										-1
									

									 	 
										単一組織が持てる実行中のワークスペースの最大数。組織がこのしきい値に達し、追加のワークスペースを開始しようとすると、エラーメッセージと共にプロンプトが表示されます。組織は、実行中のワークスペースを停止してから別のワークスペースをアクティべートする必要があります。
									

									 
	 
										CHE_MAIL_FROM__EMAIL__ADDRESS
									

									 	 
										che@noreply.com
									

									 	 
										メール通知の送信元のメールに使用されるアドレス
									

									 




組織通知の設定



表4.15 組織通知の設定
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_MEMBER__ADDED__SUBJECT
									

									 	 
										You'vebeen added to a Che Organization
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 組織の組織通知の件名に追加され ています。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_MEMBER__ADDED__TEMPLATE
									

									 	 
										st-html-templates/user_added_to_organization
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 組織の組織通知テンプレートに追加され ています。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_MEMBER__REMOVED__SUBJECT
									

									 	 
										You'vebeen removed from a Che Organization
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 組織の組織の通知の件名から削除され ている。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_MEMBER__REMOVED__TEMPLATE
									

									 	 
										st-html-templates/user_removed_from_organization
									

									 	 
										CodeReady Workspaces 組織の組織通知テンプレートから削除されました。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_ORG__REMOVED__SUBJECT
									

									 	 
										CheOrganization deleted
									

									 	 
										CodeReady Workspaces Organization で削除され た組織通知の件名。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_ORG__REMOVED__TEMPLATE
									

									 	 
										st-html-templates/organization_deleted
									

									 	 
										CodeReady Workspaces Organization で削除され た組織通知テンプレート。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_ORG__RENAMED__SUBJECT
									

									 	 
										CheOrganization renamed
									

									 	 
										CodeReady Workspaces Organization の名前変更 の組織通知の件名。
									

									 
	 
										CHE_ORGANIZATION_EMAIL_ORG__RENAMED__TEMPLATE
									

									 	 
										st-html-templates/organization_renamed
									

									 	 
										CodeReady Workspaces Organization の名前変更 の組織通知テンプレート。
									

									 




マルチユーザー固有の OpenShift インフラストラクチャー設定



表4.16 マルチユーザー固有の OpenShift インフラストラクチャー設定
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_INFRA_OPENSHIFT_OAUTH__IDENTITY__PROVIDER
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Keycloak に登録されている Openshift アイデンティティープロバイダーのエイリアス。これは、現行の CodeReady Workspaces ユーザーが所有する Openshift namespace にワークスペース OpenShift リソースを作成するために使用されます。che.infra.openshift.project が空白以外の値に設定する場合は NULL に設定する必要があります。詳細は、https://www.keycloak.org/docs/latest/server_admin/index.html#openshift-4 のドキュメントを参照してください。
									

									 




Keycloak の設定



表4.17 Keycloak の設定
	環境変数名	デフォルト値	詳細
	 
										CHE_KEYCLOAK_AUTH__SERVER__URL
									

									 	 
										http://${CHE_HOST}:5050/auth
									

									 	 
										che.keycloak.oidcProvider を使用している場合のみ、keycloak アイデンティティープロバイダーサーバーの URL を NULL に設定できます。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_AUTH__INTERNAL__SERVER__URL
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										keycloak アイデンティティープロバイダーサーバーへの内部ネットワークサービス URL
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_REALM
									

									 	 
										che
									

									 	 
										Keycloak レルムを使用してユーザーを認証するために使用されます。che.keycloak.oidcProvider が使用している場合のみ NULL に設定できます。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_CLIENT__ID
									

									 	 
										che-public
									

									 	 
										ユーザーの認証用にダッシュボード、ide、および cli で使用される che.keycloak.realm の Keycloak クライアント ID
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_OSO_ENDPOINT
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										OSO oauth トークンにアクセスするための URL
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_GITHUB_ENDPOINT
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Github oauth トークンにアクセスするための URL
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_ALLOWED__CLOCK__SKEW__SEC
									

									 	 
										3
									

									 	 
										exp または nbf 要求を検証する際にクロックスキューについて許容される秒数。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_USE__NONCE
									

									 	 
										true
									

									 	 
										OIDC オプションの nonce 機能を使用して、セキュリティーを強化します。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_JS__ADAPTER__URL
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										使用する Keycloak Javascript アダプターの URL。NULL に設定すると、デフォルト値が ${che.keycloak.auth_server_url}/js/keycloak.js になり、別のoidc_provider を使用する場合には、<che-server>/api/keycloak/OIDCKeycloak.js になります。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_OIDC__PROVIDER
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										以下の仕様で詳細に検出エンドポイントを指定する別の OIDC プロバイダーのベース URL。 https://openid.net/specs/openid-connect-discovery-1_0.html#ProviderConfig
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_USE__FIXED__REDIRECT__URLS
									

									 	 
										false
									

									 	 
										固定されたリダイレクト URL のみをサポートする別の OIDC プロバイダーを使用する場合は true に設定します。このプロパティーは、che.keycloak.oidc_provider が NULL の場合は無視されます。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_USERNAME__CLAIM
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										定義されていない場合、JWT トークンの解析時にユーザー名の要求がユーザーの表示名として使用されます。フォールバック値は「preferred_username」です。
									

									 
	 
										CHE_OAUTH_SERVICE__MODE
									

									 	 
										delegated
									

									 	 
										「embedded」モードまたは「delegated」モードで使用できる OAuth 認証サービスの設定。「embedded」に設定すると、サービスは、(Single User モードの場合のように) CodeReady Workspaces の OAuthAuthenticator のラッパーとして機能します。「delegated」に設定すると、サービスは Keycloak IdentityProvider メカニズムを使用します。このプロパティーが正しく設定されていない場合は、ランタイム例外がスローされます。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_CASCADE__USER__REMOVAL__ENABLED
									

									 	 
										false
									

									 	 
										CodeReady Workspaces データベースからユーザーを削除する際の Keycloak サーバーからのユーザーの削除を有効にするための設定。デフォルトで、これは無効にされます。CodeReady Workspaces データベースでユーザーを削除する際に Keycloak からの関連ユーザーの削除が実行される特別なケースでは有効にされある場合があります。適切に機能するには、管理ユーザー名 ${che.keycloak.admin_username} とパスワード ${che.keycloak.admin_password} を設定する必要があります。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_ADMIN__USERNAME
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Keycloak 管理ユーザー名。CodeReady Workspaces データベースからユーザーを削除する際に Keycloak からユーザーを削除するために使用します。${che.keycloak.cascade_user_removal_enabled} が 'true' に設定されている場合にのみ機能します。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_ADMIN__PASSWORD
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										Keycloak 管理者パスワード。CodeReady Workspaces データベースからユーザーを削除する際に Keycloak からユーザーを削除するために使用します。${che.keycloak.cascade_user_removal_enabled} が 'true' に設定されている場合にのみ機能します。
									

									 
	 
										CHE_KEYCLOAK_USERNAME_REPLACEMENT__PATTERNS
									

									 	 
										NULL
									

									 	 
										ユーザー名の調整の設定。CodeReady Workspaces は、ユーザー名を K8s オブジェクト名とラベルの一部として使用する必要があるため、アイデンティティープロバイダーが通常許可する場合よりもフォーマットの要件が厳しくなります (DNS に準拠する必要があります)。この調整は、コンマ区切りのキー/値のペアで表されます。これらは元のユーザー名の String.replaceAll 関数への引数として順次使用されます。キーは正規表現で、値は正規表現に一致するユーザー名の文字を置き換える置換文字列です。変更したユーザー名は CodeReady Workspaces データベースのみに保存され、アイデンティティープロバイダーには再び公開されません。DNS に準拠する文字を代替文字列として使用することが推奨されます (キー/値のペアの値)。例：\\=-,@=-at- では \ は - に、@ は -at- に変更され、ユーザー名 org\user@com は org-user-at-com. になります。
									

									 



関連情報
	
								外部の Keycloak インストールを使用するように Che を設定する
							





プロジェクトストラテジーの設定




				新規ワークスペース Pod がデプロイされる OpenShift プロジェクトは、CodeReady Workspaces サーバー設定によって異なります。デフォルトで、すべてのワークスペースは個別の OpenShift プロジェクトにデプロイされますが、ユーザーは CodeReady Workspaces サーバーを 1 つの特定の OpenShift プロジェクトにすべてのワークスペースをデプロイするように設定できます。OpenShift プロジェクトの名前は CodeReady Workspaces サーバー設定プロパティーとして指定される必要があり、実行時に変更することはできません。
			

				Operator インストーラーでは、OpenShift プロジェクトストラテジーは server.workspaceNamespaceDefault プロパティーを使用して設定されます。
			

				Operator CheCluster CR パッチ
			
apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
metadata:
  name: <che-cluster-name>
spec:
  server:
    workspaceNamespaceDefault: <workspace-namespace> [image: 1]
	[image: 1] 
	
						- CodeReady Workspaces ワークスペース namespace の設定
					



注記

					CodeReady Workspaces サーバーが使用する基礎となる環境変数は CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_DEFAULT です。
				

警告

					CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE および CHE_INFRA_OPENSHIFT_PROJECT はレガシー変数です。新規インストールでは、これらの変数は未設定のままにします。更新時にこれらの変数を変更すると、データが失われる可能性があります。
				

警告

					デフォルトでは、同じプロジェクト内で同時に実行できるワークスペースは 1 つだけです。「一度に複数のワークスペースの実行」 を参照してください。
				

警告

					Kubernetes は namespace 名の長さを 63 文字に制限します (これには評価されるプレースホルダーが含まれます)。さらに、名前 (プレースホルダーの評価後) は有効な DNS 名である必要があります。
				

					マルチホストサーバーの脆弱性ストラテジーのある OpenShift では、長さはさらに 49 文字に制限されます。
				

					<userid> プレースホルダーは 36 文字の長さの UUID 文字列として評価されることに注意してください。
				

警告

					新規プロジェクトの作成が必要なストラテジーの場合、che ServiceAccount にこれを実行するのに十分なパーミッションがあることを確認します。OpenShift OAuth では、認証されたユーザーには、新規プロジェクトを作成するための権限が必要です。
				

ユーザーストラテジーごとに 1 つのプロジェクト




					ストラテジーは、独自のプロジェクトの各ユーザーを分離します。
				

					ストラテジーを使用するには、CodeReady Workspaces workspace namespace 設定 の値を 1 つ以上のユーザー ID が含まれるように設定します。現在サポートされている識別子は <username> と <userid> です。
				
例4.2 ユーザーごとに 1 つのプロジェクト

						'codeready-ws' プレフィックスおよび個々のユーザー名（codeready-ws-user1、codeready-ws-user2) で構成されるプロジェクト名を割り当てるには、以下を設定します。
					

						Operator インストーラー (CheCluster CustomResource)
					
...
spec:
  server:
    workspaceNamespaceDefault: codeready-ws-<username>
...



ワークスペースストラテジーごとに 1 つのプロジェクト




					ストラテジーは、新規ワークスペースごとに新規プロジェクトを作成します。
				

					ストラテジーを使用するには、CodeReady Workspaces workspace namespace configuration 値を <workspaceID> ID が含まれるように設定します。これは単独で使用することも、他の ID または任意の文字列と組み合わせることもできます。
				
例4.3 ワークスペースごとに 1 つのプロジェクト

						'codeready-ws' プレフィックスおよびワークスペース ID で構成されるプロジェクト名を割り当てるには、以下を設定します。
					

						Operator インストーラー (CheCluster CustomResource)
					
...
spec:
  server:
    workspaceNamespaceDefault: codeready-ws-<workspaceID>
...



すべてのワークスペースストラテジーに 1 つのプロジェクト




					ストラテジーは、すべてのワークスペースに 1 つの事前に定義されたプロジェクトを使用します。
				

					ストラテジーを使用するには、CodeReady Workspaces workspace namespace configuration 値を、使用する必要のあるプロジェクトの名前に設定します。
				
例4.4 すべてのワークスペースに 1 つのプロジェクト

						すべてのワークスペースを 'codeready-ws' プロジェクトで作成する場合は、以下を設定します。
					

						Operator インストーラー (CheCluster CustomResource)
					
...
spec:
  server:
    workspaceNamespaceDefault: codeready-ws
...



ユーザー定義のワークスペースプロジェクトの許可




					CodeReady Workspaces サーバーは、ワークスペースの作成時にプロジェクトのユーザー選択を有効にするように設定できます。この機能はデフォルトでは無効にされます。ユーザー定義のワークスペースプロジェクトを許可するには、以下を実行します。
				
	
							Operator デプロイメントの場合、CheCluster カスタムリソースに以下のフィールドを設定します。
						
...
server:
  allowUserDefinedWorkspaceNamespaces: true
...




互換性のないユーザー名またはユーザー ID の処理




					CodeReady Workspaces サーバーは、テンプレートからプロジェクトを作成する前に、Kubernetes オブジェクトの命名規則との互換性についてユーザー名と ID を自動的にチェックします。互換性のないユーザー名または ID は、適切ではないシンボルのグループを - に置き換えることにより減少し、ほぼ有効な名前のみに絞られます。競合を回避するために、ランダムな 6 記号のサフィックスが追加され、結果は再利用できるように設定に保存されます。
				

ユーザーのプロジェクトの事前作成




					ユーザーのプロジェクトを事前に作成するには、プロジェクトのラベルおよびアノテーションを使用します。この namespace は、CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_DEFAULT 変数よりも優先して使用されます。
				
metadata:
  labels:
    app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
    app.kubernetes.io/component: workspaces-namespace
  annotations:
    che.eclipse.org/username: <username>  [image: 1]
	[image: 1] 
	
							ターゲットユーザーのユーザー名
						




					ラベルを設定するには、CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_LABELS を必要なラベルに設定します。アノテーションを設定するには、CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_ANNOTATIONS を必要なアノテーションに設定します。詳細は、CodeReady Workspaces サーバーコンポーネントのシステムプロパティーのリファレンスを参照してください。
				
警告

						単一ユーザーに複数の namespace を作成しないようにします。これにより、定義されていない動作が生じる可能性があります。
					

重要

						OAuth を使用する OpenShift では、ターゲットユーザーにはターゲット namespace で admin ロール権限が必要です。
					
apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: RoleBinding
metadata:
  name: admin
  namespace: <namespace> [image: 1]
roleRef:
  apiGroup: rbac.authorization.k8s.io
  kind: ClusterRole
  name: admin
subjects:
- apiGroup: rbac.authorization.k8s.io
  kind: User
  name: <username> [image: 2]
	[image: 1] 
	
								事前に作成される namespace
							

	[image: 2] 
	
								ターゲットユーザー
							




						Kubernetes では、che ServiceAccount には、クラスター全体の list および get namespaces パーミッションと、ターゲット namespace の admin ロールが必要です。
					


namespace のラベル付け




					CodeReady Workspaces は、CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_LABELS で定義されるラベルを追加して、ワークスペースの起動時にワークスペースの名前空間を更新します。これを実行するには、che ServiceAccout に update および get namespaces に対する以下のようなクラスター全体のパーミッションが必要になります。
				
apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: ClusterRole
metadata:
  name: <cluster-role-name> [image: 1]
rules:
  - apiGroups:
      - ""
    resources:
      - namespaces
    verbs:
      - update
      - get
	[image: 1] 
	
							クラスターロールの名前
						



apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: ClusterRoleBinding
metadata:
  name: <cluster-role-binding-name> [image: 1]
subjects:
  - kind: ServiceAccount
    name: <service-account-name> [image: 2]
    namespace: <service-accout-namespace> [image: 3]
roleRef:
  kind: ClusterRole
  name: <cluster-role-name> [image: 4]
  apiGroup: rbac.authorization.k8s.io
	[image: 1] 
	
							クラスターロールバインディングの名前
						

	[image: 2] 
	
							che サービスアカウントの名前
						

	[image: 3] 
	
							CodeReady Workspaces インストール namespace
						

	[image: 4] 
	
							直前の手順で作成されたクラスターロールの名前
						



注記

						CodeReady Workspaces は、パーミッションがないことでワークスペースの起動に失敗することはなく、警告のみがログに記録されます。CodeReady Workspaces ログに警告が表示される場合は、CHE_INFRA_KUBERNETES_NAMESPACE_LABEL=false 設定で機能を無効にすることを検討してください。
					



ストレージストラテジーの設定




				本セクションでは、CodeReady Workspaces ワークスペースのストレージストラテジーを設定する方法を説明します。
			
codeready-workspaces ワークスペースのストレージストラテジー




					ワークスペース Pod は、ReadWriteOnce アクセスモードで物理的な永続ボリューム (PV) にバインドされる Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）を使用します。CodeReady Workspaces サーバーがワークスペースに PVC を使用する方法を設定できます。この設定の個別の方法は PVC ストラテジーと呼ばれます。
				
	strategy	詳細	利点	不利な点
	 
									unique
								

								 	 
									ワークスペースボリュームまたはユーザー定義 PVC ごとに 1 つの PVC
								

								 	 
									ストレージの分離
								

								 	 
									定義されない数の PV が必要です
								

								 
	 
									per-workspace (デフォルト)
								

								 	 
									1 つのワークスペースに 1 つの PVC
								

								 	 
									一意のストラテジーと比較すると、ストレージの管理と制御が容易になります。
								

								 	 
									PV 数は不明で、ワークスペース数により異なります。
								

								 
	 
									common
								

								 	 
									1 つの OpenShift namespace のすべてのワークスペースに 1 つの PVC
								

								 	 
									ストレージの管理と制御が容易になります。
								

								 	 
									PV が ReadWriteMany (RWX) アクセスモードをサポートしない場合、ワークスペースは別の OpenShift namespace になければなりません。
								

								 
									または、1 つの namespace で 2 つ以上のワークスペースを同時に実行することはできません。
								

								 



					Red Hat CodeReady Workspaces は、すべての CodeReady Workspaces ワークスペースがユーザーのプロジェクトで動作し、1 つの PVC を共有する場合に、common PVC ストラテジーを「ユーザーごとに 1 プロジェクト」のプロジェクトストラテジーと共に使用します。
				
common PVC ストラテジー




						OpenShift プロジェクト内のすべてのワークスペースは、宣言されたボリュームに以下のようなデータを保存する際に、デフォルトのデータストレージと同じ Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）を使用します。
					
	
								プロジェクト
							
	
								ワークスペースログ
							
	
								使用に基づいて定義される追加のボリューム
							



						common PVC ストラテジーが使用されている場合、ユーザー定義の PVC は無視され、これらのユーザー定義 PVC に関連するボリュームは共通 PVC を参照するボリュームに置き換えられます。このストラテジーでは、すべての CodeReady Workspaces ワークスペースが同じ PVC を使用します。ユーザーが 1 つのワークスペースを実行すると、一度にクラスター内の 1 つのノードにのみバインドします。
					

						対応するコンテナーボリュームのマウントは共通ボリュームにリンクされ、サブパスには <workspace-ID> または <original-PVC-name> のプレフィックスが付けられます。詳細は、「サブパスが PVC で使用される方法」を参照してください。
					

						CodeReady Workspaces ボリューム名は、ユーザー定義 PVC の名前と同じです。つまり、マシンがユーザー定義の PVC と同じ名前を持つ CodeReady Workspaces ボリュームを使用するように設定されている場合、それらは共通 PVC で同じ共有フォルダーを使用します。
					

						ワークスペースが削除されると、対応するサブディレクトリー (${ws-id}) が PV ディレクトリーで削除されます。
					
common PVC ストラテジーの使用に関する制限

							common ストラテジーが使用され、ワークスペース PVC アクセスモードが ReadWriteOnce (RWO) の場合、1 つのノードのみが PVC を同時に使用できます。
						

						ノードが複数ある場合には、common ストラテジーを使用できますが、以下の点を注意してください。
					
	
								ワークスペース PVC アクセスモードを ReadWriteMany (RWM)に再設定し、複数のノードがこの PVC を同時に使用できるようにする必要があります。
							
	
								同じプロジェクトの 1 つのワークスペースのみを実行できます。「一度に複数のワークスペースの実行」 を参照してください。
							



						common PVC ストラテジーは、大規模なマルチノードクラスターには適していません。そのため、単一ノードクラスターで使用することが最も適しています。ただし、per-workspace プロジェクトストラテジーと組み合わせにより、common PVC ストラテジーは 75 ノードを超えるクラスターで使用できます。このストラテジーで使用する PVC は、1 つのプロジェクトが他のプロジェクトのリソースを使い切る状況を防ぐために、すべてのプロジェクトに対応するのに十分な大きさである必要があります。
					

per-workspace PVC ストラテジー




						per-workspace ストラテジーは、common PVC ストラテジーに似ています。すべてのワークスペースではなく、すべてのワークスペースのボリュームが以下についてデフォルトのデータストレージと同じ PVC を使用する点が唯一の違いになります。
					
	
								プロジェクト
							
	
								ワークスペースログ
							
	
								ユーザーが定義する追加のボリューム
							



						このストラテジーでは、CodeReady Workspaces は単一の PVC によって割り当てられる割り当てられた PV にワークスペースのデータを保持します。
					

						per-workspace PVC ストラテジーは、利用可能な PVC ストラテジーの中でも最も汎用的なストラテジーであり、ユーザーの量が多い大規模なマルチノードクラスターの適切なオプションとして機能します。per-workspace PVC ストラテジーを使用すると、ユーザーは複数のワークスペースを同時に実行できます。これにより、PVC がさらに作成されます。
					

unique PVC ストラテジー




						'unique 'PVC ストラテジーを使用する場合、ワークスペースのすべての CodeReady Workspaces ボリュームには独自の PVC があります。つまり、ワークスペース PVC は以下のようになります。
					

						ワークスペースの初回起動時に作成されます。対応するワークスペースが削除されると削除されます。
					

						ユーザー定義の PVC は以下の詳細で作成されます。
					
	
								これらは、プロジェクトの他の PVC との名前の競合を防ぐために、生成される名前でプロビジョニングされます。
							
	
								ユーザー定義の PVC を参照するマウントされた物理的な永続ボリュームのサブパスには、<workspace-ID> または <PVC-name> のプレフィックスが付けられます。これにより、同じ PV データ構造が異なる PVC ストラテジーで設定されます。詳細は、「サブパスが PVC で使用される方法」を参照してください。
							



						unique PVC ストラテジーは、ユーザーの量が少ない大規模なマルチノードクラスターに適しています。このストラテジーはワークスペースの各ボリュームについて別個の PVC で動作するため、さらに多くの PVC が作成されます。
					

サブパスが PVC で使用される方法




						サブパスは、永続ボリューム (PV) のフォルダー階層を示しています。
					
/pv0001
  /workspaceID1
  /workspaceID2
  /workspaceIDn
    /che-logs
    /projects
    /<volume1>
    /<volume2>
    /<User-defined PVC name 1 | volume 3>
    ...

						ユーザーが devfile でコンポーネントのボリュームを定義すると、同じ名前のボリュームを定義するすべてのコンポーネントは、PV 内の <PV-name>, <workspace-ID> または `<original-PVC-name> と同じディレクトリーでサポートされます。各コンポーネントでは、コンテナー内の異なるパスにこの場所をマウントすることができます。
					
例

							common PVC ストラテジーを使用すると、ユーザー定義の PVC は共通 PVC のサブパスに置き換えられます。ユーザーがボリュームを my-volume として参照すると、これは /workspace-id/my-volume サブパスで common-pvc にマウントされます。
						


永続ボリュームストラテジーを使用した CodeReady Workspaces ワークスペースの設定




					永続ボリューム (PV) は、ボリュームをクラスターに追加する仮想ストレージインスタンスとして機能します。
				

					永続ボリューム要求 (PVC）は、以下の CodeReady Workspaces ストレージ設定ストラテジーで利用可能な特定のタイプおよび設定の永続ストレージのプロビジョニング要求です。
				
	
							Common
						
	
							Per-workspace
						
	
							Unique
						



					マウントされた PVC はコンテナーのファイルシステムのフォルダーとして表示されます。
				
Operator を使用した PVC ストラテジーの設定




						以下のセクションでは、Operator を使用して CodeReady Workspaces サーバーのワークプレースの永続ボリューム要求 (PVC）ストラテジーを設定する方法を説明します。
					
警告

							既存のワークスペースを使用して既存の CodeReady Workspaces クラスターに PVC ストラテジーを再設定することは推奨されません。これを実行すると、データが失われます。
						


						Operator は、カスタムリソースを使用してアプリケーションとそのコンポーネントを管理する OpenShift に対するソフトウェアの拡張機能です。
					

						Operator を使用して CodeReady Workspaces をデプロイする場合は、CheCluster カスタムリソースオブジェクトの YAML ファイルの spec.storage.pvcStrategy プロパティーを変更して、目的のストラテジーを設定します。
					
前提条件
	
								oc ツールが利用できる。
							


手順

							以下の手順は、OpenShift コマンドラインツール「oc」で使用できます。
						

						CheCluster YAML ファイルに変更を加えるには、以下のいずれかを選択します。
					
	
								oc apply コマンドを実行して新規クラスターを作成します。以下に例を示します。
							
$ oc apply -f <my-cluster.yaml>

	
								oc patch コマンドを実行して、すでに実行中のクラスターの YAML ファイルプロパティーを更新します。以下に例を示します。
							
$ oc patch checluster codeready-workspaces --type=json \
  -p '[{"op": "replace", "path": "/spec/storage/pvcStrategy", "value": "per-workspace"}]'




						使用されるストラテジーに応じて、上記の例の per-workspace オプションを unique または common に置き換えます。
					



ストレージタイプの設定




				Red Hat CodeReady Workspaces は、さまざまな機能を備えた 3 種類のストレージをサポートします。
			
	
						Persistent (永続)
					
	
						Ephemeral (一時)
					
	
						Asynchronous (非同期)
					


永続ストレージ




					永続ストレージにより、マウントされた永続ボリュームにユーザーの変更を直接保存できます。とくに小さなファイルが数多くある場合に I/O が低速になりますが、ユーザーの変更は OpenShift インフラストラクチャー (ストレージバックエンド) によって保護されます。たとえば、Node.js プロジェクトには多くの依存関係が含まれることがあり、node_modules/ ディレクトリーには数千の小さなファイルが含まれます。
				
注記

						I/O の速度は、環境内で設定されているストレージクラスによって異なります。
					


					永続ストレージは、新規ワークスペースのデフォルトモードです。この設定をワークスペース設定で表示できるようにするには、以下を devfile に追加します。
				
attributes:
 persistVolumes: 'true'

一時ストレージ




					一時ストレージでは、ファイルを emptyDir ボリュームに保存します。このボリュームは最初は空の状態です。Pod がノードから削除されると、emptyDir ボリュームのデータは永久に削除されます。つまり、ワークスペースの停止または再起動時にすべての変更が失われます。
				
重要

						変更を保存するには、一時ワークスペースを停止する前に、リモートへのコミットおよびプッシュを実行します。
					


					一時モードは、永続ストレージよりも高速な I/O を提供します。このストレージタイプを有効にするには、以下をワークスペース設定に追加します。
				
attributes:
 persistVolumes: 'false'
表4.18 AWS EBS での一時モード (emptyDir) と永続モードの I/O の比較
	コマンド	一時ストレージ	永続データストレージ
	 
									Red Hat CodeReady Workspaces のクローン作成
								

								 	 
									0 m 19 s
								

								 	 
									1 m 26 s
								

								 
	 
									1000 のランダムなファイルの生成
								

								 	 
									1 m 12 s
								

								 	 
									44 m 53 s
								

								 




非同期ストレージ



注記

						非同期ストレージは実験的な機能です。
					


					非同期ストレージは、永続ストレージと一時モードの組み合わせです。初期ワークスペースコンテナーは emptyDir ボリュームをマウントします。次に、ワークスペースの停止時にバックアップが実行され、変更がワークスペースの起動時に復元されます。非同期ストレージは、(一時モードと同様の）高速 I/O を提供し、ワークスペースプロジェクトの変更は永続化されます。
				

					同期は、SSH プロトコルを使用して rsync ツールで実行されます。ワークスペースが非同期ストレージで設定されている場合、workspace-data-sync プラグインはワークスペース設定に自動的に追加されます。プラグインはワークスペースの開始時に rsync コマンドを実行して変更を復元します。ワークスペースが停止したら、変更を永続ストレージに送信します。
				

					比較的小規模なプロジェクトの場合、復元手順は高速で、Che-Theia が初期化されるとプロジェクトのソースファイルはすぐに利用可能になります。rsync にかかる時間が長いと、同期プロセスは Che-Theia のステータスバーの領域に表示されます。(Che-Theia リポジトリーの拡張)。
				
[image: ステータスバーファイルの同期]

注記

						非同期モードには、以下の制限があります。
					
	
								common PVC ストラテジーのみをサポートします。
							
	
								ユーザーごとの プロジェクトストラテジーのみをサポートします。
							
	
								1 度に実行できるワークスペースは 1 つのみです。
							




					ワークスペースの非同期ストレージを設定するには、以下をワークスペース設定に追加します。
				
attributes:
 asyncPersist: 'true'
 persistVolumes: 'false'

CodeReady Workspaces ダッシュボードのストレージタイプのデフォルトの設定




					以下の 2 つの che.properties を使用して、CodeReady Workspaces ダッシュボードでデフォルトのクライアント値を設定します。
				
	che.workspace.storage.available_types
	
								ワークスペースの作成または更新時に、ダッシュボードなどのクライアントがユーザーに提案するストレージタイプに使用できる値を定義します。使用できる値は persistent、ephemeral および async です。複数の値をコンマで区切ります。以下に例を示します。
							
che.workspace.storage.available_types=persistent,ephemeral,async

	che.workspace.storage.preferred_type
	
								ワークスペースの作成時に、ダッシュボードなどのクライアントがユーザーに提案するストレージタイプのデフォルト値を定義します。async 値は、実験的な取組であるため、デフォルトタイプとしての使用は推奨されません。以下に例を示します。
							
che.workspace.storage.preferred_type=persistent




					ユーザーは、ワークスペースの作成時に CodeReady Workspaces ダッシュボードの Create Custom Workspace タブでストレージタイプを設定できます。既存のワークスペースのストレージタイプは、ワークスペースの詳細について Overview タブで設定できます。
				

非同期ストレージ Pod のアイドリング




					CodeReady Workspaces は、設定された期間に使用されていない場合に、非同期ストレージ Pod をシャットダウンできます。
				

					動作を調整するには、以下の設定プロパティーを使用します。
				
	che.infra.kubernetes.async.storage.shutdown_timeout_min
	
								最後のアクティブなワークスペースの停止後に非同期ストレージ Pod が停止されるアイドル時間を定義します。デフォルト値は 120 分です。
							
	che.infra.kubernetes.async.storage.shutdown_check_period_min
	
								非同期ストレージ Pod でアイドル状態をチェックする頻度を定義します。デフォルト値は 30 分です。
							




一度に複数のワークスペースの実行




				この手順では、複数のワークスペースを同時に実行する方法を説明します。これにより、ユーザーごとに複数のワークスペースのコンテキストを並行して実行できます。
			
前提条件
	
						'`oc’ ツールが利用できる。
					
	
						OpenShift で実行される CodeReady Workspaces のインスタンス。
					
注記

							以下のコマンドは、-n オプションのユーザー例として、デフォルトの OpenShift プロジェクト openshift-workspaces を使用します。
						




手順
	
						基礎となるストレージバックエンドが ReadWriteMany アクセスモードを使用するようにサポートされないか、またはこれが設定されていない場合は、ワークスペースごと のまたは 一意 の PVC ストラテジーを設定します。「ストレージストラテジーの設定」 を参照してください。
					
重要

							ユーザーごとに単一の PVC を使用するデフォルトの 共通 PVC ストラテジーは、クラスターの永続ボリュームが ReadWriteMany アクセスモードを使用するように設定されている場合にのみ、複数のワークスペースを同時に実行することをサポートします。これにより、ユーザーの同時ワークスペースのいずれかが共通 PVC からの/への読み取り/書き込みを実行できます。たとえば、EBS は ReadWriteOnce アクセスモードのみをサポートするなど、ストレージの制限により ReadWriteMany を設定すると実行できません。
						


	
						デフォルトの制限 1 を - 1 に変更して、無制限の同時ワークスペースの数を許可するか、またはユーザーごとに同時に 10 個のワークスペースを実行できるようにするには 10 の正確な値に変更します。
					


$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type merge \
  -p '{ "spec": { "server": {"customCheProperties": {"CHE_LIMITS_USER_WORKSPACES_RUN_COUNT": "-1"} } }}'

ワークスペース公開ストラテジーの設定




				CodeReady Workspaces サーバーのワークスペース公開ストラテジーを設定し、内部で実行されているアプリケーションが外部からの攻撃を受けないようにする方法を説明します。
			
Operator を使用したワークスペース公開ストラテジーの設定




					Operator は、カスタムリソースを使用してアプリケーションとそのコンポーネントを管理する OpenShift に対するソフトウェアの拡張機能です。
				
前提条件
	
							oc ツールが利用できる。
						


手順

						Operator を使用して CodeReady Workspaces をデプロイする場合は、CheCluster カスタムリソースオブジェクトの YAML ファイルの spec.server.serverExposureStrategy プロパティーを変更して、目的のストラテジーを設定します。
					

					spec.server.serverExposureStrategy でサポートされる値は次のとおりです。
				
	
							multi-host
						
	
							single-host
						



					個別のストラテジーの詳細は、「ワークスペース公開ストラテジー」 を参照してください。
				

					CheCluster YAML ファイルに加えた変更を有効にするには、以下のいずれかを実行します。
				
	
							パッチを適用して crwctl コマンドを実行して、新しいクラスターを作成します。以下に例を示します。
						
$ crwctl server:deploy  --installer=operator --platform=<platform> \
  --che-operator-cr-patch-yaml=patch.yaml
注記

								利用可能な OpenShift デプロイメントプラットフォームの一覧については、crwctl server:deploy --platform --help を使用します。
							

	
									以下の patch.yaml ファイルを使用します。
								
apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
metadata:
  name: eclipse-che
spec:
  server:
    serverExposureStrategy: '<exposure-strategy>' [image: 1]
	[image: 1] 
	
											- ワークスペース公開ストラテジーの使用
										







	
							oc patch コマンドを実行して、すでに実行中のクラスターの YAML ファイルプロパティーを更新します。以下に例を示します。
						
$ oc patch checluster codeready-workspaces --type=json \
  -p '[{"op": "replace",
  "path": "/spec/server/serverExposureStrategy",
  "value": "<exposure-strategy>"}]' \ [image: 1]
  -n openshift-workspaces
	[image: 1] 
	
									- ワークスペース公開ストラテジーの使用
								







ワークスペース公開ストラテジー




					ワークスペースの特定のコンポーネントは、OpenShift クラスター外からアクセスできるようにする必要があります。通常、これはワークスペースの IDE のユーザーインターフェースですが、開発されるアプリケーションの Web UI である可能性もあります。これにより、開発プロセスでの開発者のアプリケーションとの対話が可能になります。
				

					ワークスペースをユーザーが使用できるようにするためのサポートされる方法は、ストラテジー と呼ばれます。このストラテジーは、ワークスペースコンポーネントに新しいサブドメインが作成されるかどうか、およびこれらのコンポーネントを利用可能にするホストを定義します。
				

					CodeReady Workspaces は以下をサポートします。
				
	
							Multi-host ストラテジー
						
	
							single-host ストラテジー
						
	
									gateway サブタイプの使用
								





Multi-host ストラテジー




						Multi-host ストラテジーでは、各ワークスペースコンポーネントには、CodeReady Workspaces サーバーに設定された主なドメインの新規サブドメインが割り当てられます。これはデフォルトのストラテジーです。
					

						このストラテジーは、コンポーネントへの URL に存在するいずれのパスもコンポーネントごとにそのまま受信されるため、コンポーネントのデプロイメントの点で最も理解しやすいストラテジーです。
					

						Transport Layer Security (TLS) プロトコルの使用によってセキュリティーが保護された CodeReady Workspaces サーバーで、各ワークスペースの各コンポーネントに新規のサブドメインを作成するには、CodeReady Workspaces デプロイメントが機能するため、このようなサブドメインすべてについてワイルドカード証明書が利用可能である必要があります。
					

単一ホストストラテジー




						single-host ストラテジーでは、すべてのワークスペースが主な CodeReady Workspaces サーバードメインのサブパスにデプロイされます。
					

						これは、すべてのワークスペースコンポーネントのデプロイメントに対応する CodeReady Workspaces サーバーの単一の証明書のみが必要となるため、TLS で保護される CodeReady Workspaces サーバーの場合に便利です。
					

						単一ホストストラテジーには、異なる実装方法が設定された 2 つのサブタイプがあります。最初のサブタイプの名前は native です。このストラテジーは Kubernetes でデフォルトで利用できますが、サーバーの公開に Ingress を使用するため、OpenShift では利用できません。gateway という名前の 2 つ目のサブタイプは OpenShift の両方で機能し、内部で実行されるリバースプロキシーのある特別な Pod を使用して要求をルーティングします。
					
警告

							gateway single-host ストラテジーでは、クラスターのネットワークポリシーを設定して、ワークスペースのサービスが (通常は CodeReady Workspaces プロジェクトの) リバースプロキシー Pod から到達できるように設定する必要があります。通常、これらは異なるプロジェクトに置かれます。
						


						devfile に指定されたエンドポイントを公開する方法を定義するには、CodeReady Workspaces インスタンスの CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_WORKSPACE_DEVFILE__ENDPOINT__EXPOSURE 環境変数を定義します。この環境変数は、single-host サーバーストラテジーでのみ有効であり、すべてのユーザーのすべてのワークスペースに適用できます。
					
devfile エンドポイント：single-host




							CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_WORKSPACE_DEVFILE__ENDPOINT__EXPOSURE: 'single-host'
						

							この単一ホスト設定は、サブパスのエンドポイントを公開します（例：https://<che-host>/serverihzmuqqc/go-cli-server-8080 ）。これにより、公開されるコンポーネントおよびユーザーアプリケーションが制限されます。サーバーを参照するサーバー側で生成される絶対 URL は機能しません。これは、サーバーが、コンポーネントまたはユーザーアプリケーションから一意の URL パスのプレフィックスを非表示にするパスが書き換えられるリバースプロキシーの背後にあるためです。
						

							たとえば、ユーザーが仮の \https://codeready-<openshift_deployment_name>.<domain_name>/component-prefix-djh3d/app/index.php URL にアクセスする場合に、アプリケーションには要求が https://internal-host/app/index.php に送信されるように表示されます。アプリケーションが UI で生成する URL でホストを使用している場合、内部ホストが外部に表示されるホストとは異なるため、これは機能しません。ただし、アプリケーションが URL に絶対パスを使用している場合 (上記の場合は /app/index.php)、この URL は依然として機能しません。これは、外部ではこの URL はコンポーネント固有のプレフィックスがなく、アプリケーションを参照しないためです。
						

							そのため、UI で相対 URL を使用するアプリケーションのみが、single-host ワークスペース公開ストラテジーで機能します。
						

devfile エンドポイント: multi-host




							CHE_INFRA_KUBERNETES_SINGLEHOST_WORKSPACE_DEVFILE__ENDPOINT__EXPOSURE: 'multi-host'
						

							この単一ホスト設定は、サブドメインのエンドポイントを公開します（例：http://serverihzmuqqc-go-cli-server-8080.<che-host）。これらのエンドポイントは、セキュアでない HTTP ポートで公開されます。gateway 単一ホストの設定でも、専用の Ingress または Route がこのエンドポイントに使用されます。
						

							この設定により、CodeReady Workspaces が TLS で設定されている場合に、エディターページに直接表示されるプレビューの使用が制限されます。https ページはセキュリティーが保護されたエンドポイントとの通信のみを許可するため、ユーザーは別のブラウザータブでアプリケーションのプレビューを開く必要があります。
						



セキュリティーに関する考慮事項




					本セクションでは、さまざまな CodeReady Workspaces ワークスペースの公開ストラテジーを使用するセキュリティー上の影響について説明します。
				

					本セクションのすべてのセキュリティー関連の考慮事項は、マルチユーザーモードの CodeReady Workspaces のみに適用されます。単一ユーザーモードは、セキュリティー制限を課しません。
				
JSON Web トークン (JWT) プロキシー




						すべての CodeReady Workspaces プラグイン、エディター、およびコンポーネントには、それらにアクセスするユーザーの認証が必要になる場合があります。この認証は、その設定に基づいて対応するコンポーネントのリバースプロキシーとして機能し、コンポーネントの代わりに認証を実行する JSON Web トークン (JWT) プロキシーを使用して実行されます。
					

						認証では、CodeReady Workspaces サーバーの特別なページへのリダイレクトを使用して、ワークスペースおよびユーザー固有の認証トークン (ワークスペースアクセストークン) を最初に要求されたページに伝播します。
					

						JWT プロキシーは、受信要求の以下の場所からのワークスペースアクセストークンを受け入れます。
					
	
								トークンクエリーパラメーター
							
	
								bearer-token 形式の Authorization ヘッダー
							
	
								access_token クッキー
							



セキュリティーが保護されたプラグインおよびエディター




						CodeReady Workspaces ユーザーはワークスペースのプラグインやワークスペースのエディター (Che-Theia など) のセキュリティーを保護する必要はありません。これは、JWT プロキシー認証はユーザーに透過的であり、meta.yaml 記述子のプラグインまたはエディター定義によって制御されるためです。
					

セキュリティー保護されたコンテナーイメージコンポーネント




						コンテナーイメージのコンポーネントは、必要に応じて devfile の作成者側が CodeReady Workspaces が提供する認証を要求するカスタムエンドポイントを定義できます。この認証は、エンドポイントの 2 つのオプション属性を使用して設定されます。
					
	
								secure - CodeReady Workspaces サーバーに対し、エンドポイントの前に JWT プロキシーを配置するよう指示するブール値属性。このエンドポイントでは、「JSON Web トークン (JWT) プロキシー」 で説明されているいくつかの方法のいずれかを使用して、ワークスペースのアクセストークンが提供される必要があります。属性のデフォルト値は false です。
							
	
								cookiesAuthEnabled - 「JSON Web トークン (JWT) プロキシー」 で説明されているように、CodeReady Workspaces サーバーに対し、現在のユーザー認証の非認証要求を自動的にリダイレクトするように指示するブール値属性。この属性を true に設定すると、CSRF (クロスサイトリクエストフォージェリー) 攻撃が可能になり、セキュリティー上の影響が発生します。属性のデフォルト値は false です。
							



クロスサイトリクエストフォージェリー攻撃




						cookie ベースの認証に、JWT プロキシーによってセキュリティーが保護されたアプリケーションは CSRF (Cross-site Request forgery) 攻撃の対象となりやすくする場合があります。アプリケーションに脆弱性がないことを確認するには、CSRF (Cross-site request forgery) についての Wikipedia ページやその他のリソースを参照してください。
					

フィッシング攻撃




						JWT プロキシーの背後にあるサービスとホストを共有するワークスペースを使用してクラスター内に Ingress またはルートを作成できる攻撃者は、サービスの作成やとくに偽造された Ingress オブジェクトの作成が可能になる場合があります。このようなサービスまたは Ingress がワークスペースで以前に認証されている適切なユーザーによってアクセスされる際に、攻撃者は偽の URL への適切なユーザーのブラウザーが送信する cookie からワークスペースアクセストークンを盗むことができる可能性があります。この攻撃ベクトルを排除するには、Ingress のホストの設定を禁止するように OpenShift を設定します。
					



ワークスペース nodeSelector の設定




				このセクションでは、CodeReady Workspaces ワークスペースの Pod について nodeSelector を設定する方法を説明します。
			
手順

					CodeReady Workspaces は CHE_WORKSPACE_POD_NODE__SELECTOR 環境変数を使用して nodeSelector を設定します。この変数には、nodeSelector ルールを形成するためにコンマ区切りの key=value ペアのセットが含まれるか、またはこれを無効にする NULL が含まれる場合があります。
				
CHE_WORKSPACE_POD_NODE__SELECTOR=disktype=ssd,cpu=xlarge,[key=value]
重要

					nodeSelector は CodeReady Workspaces のインストール時に設定する必要があります。これにより、既存のワークスペース PVC および Pod が異なるゾーンにスケジュールされることによってボリュームのアフィニティーの競合が生じ、既存のワークスペースが実行できなくなることを防ぐことができます。
				

					大規模なマルチゾーンクラスターの異なるゾーンに Pod および PVC がスケジュールされないようにするには、PVC の作成プロセスを調整する追加の StorageClass オブジェクトを作成します（allowedTopologies フィールドに注目してください）。
				

					新規に作成された StorageClass の名前を、CHE_INFRA_KUBERNETES_PVC_STORAGE__CLASS__NAME 環境変数で CodeReady Workspaces に指定します。この変数のデフォルトの空の値の場合、CodeReady Workspaces に対し、クラスターのデフォルト StorageClass を使用するように指示します。
				


Red Hat CodeReady Workspaces サーバーのホスト名の設定




				この手順では、カスタムホスト名を使用するように Red Hat CodeReady Workspaces を設定する方法を説明します。
			
前提条件
	
						oc ツールが利用できる。
					
	
						証明書とプライベートキーファイルが生成されます。
					


重要

					プライベートキーと証明書のペアを生成するには、他の Red Hat CodeReady Workspaces ホストの場合と同じ CA を使用する必要があります。
				

重要

					DNS プロバイダーに対し、カスタムホスト名をクラスター Ingress を参照するよう要求します。
				

手順
	
						CodeReady Workspaces のプロジェクトを事前に作成します。
					
$ oc create project openshift-workspaces

	
						TLS Secret を作成します。
					
$ oc create secret TLS ${secret} \  [image: 1]
--key ${key_file} \                       [image: 2]
--cert ${cert_file} \                     [image: 3]
-n openshift-workspaces
	[image: 1] 
	
								TLS Secret 名
							

	[image: 2] 
	
								プライベートキーを含むファイル
							

	[image: 3] 
	
								証明書を含むファイル
							




	
						カスタムリソースに以下の値を設定します。
					
spec:
  server:
    cheHost: <hostname>         [image: 1]
    cheHostTLSSecret: <secret>  [image: 2]
	[image: 1] 
	
								カスタム Red Hat CodeReady Workspaces サーバーのホスト名
							

	[image: 2] 
	
								TLS Secret 名
							







				
			

				
			
	
						CodeReady Workspaces がすでにデプロイされており、CodeReady Workspaces を新しい CodeReady Workspaces ホスト名を使用するように再設定する必要がある場合には、RH-SSO を使用してログインし、CodeReady Workspaces レルムで codeready-public クライアントを選択し、CodeReady Workspaces ホスト名の値で Validate Redirect URIs および Web Origins フィールドを更新します。
					
[image: Keycloak che パブリッククライアント]


						RH-SSO にログインするには、RH-SSO へのログイン手順に従います。
					




				
			

				
			

OpenShift Route のラベルの設定




				この手順では、OpenShift Route のラベルを、オブジェクトを整理し、分類 (スコープおよび選択）するように設定する方法を説明します。
			
前提条件
	
						oc ツールが利用できる。
					
	
						OpenShift で実行される CodeReady Workspaces のインスタンス。
					


重要

					コンマを使用して、ラベルを区切ります： key1=value1,key2=value2
				

手順
	
						OpenShift Route のラベルを設定するには、以下のコマンドを使用してカスタムリソースを更新します。
					
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/cheServerIngress/labels", '\
'"value": "<labels for a codeready-workspaces server ingress>"}]'

$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/auth/identityProviderIngress/labels", '\
'"value": "<labels for a RH-SSO ingress>"}]'

$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/pluginRegistryIngress/labels", '\
'"value": "<labels for a plugin registry ingress>"}]'

$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/devfileRegistryIngress/labels",'\
'"value": "<labels for a devfile registry ingress>"}]'




OpenShift Route のラベルおよびドメインがルーターのシャード化と連携する設定




				以下の手順では、OpenShift Route が ルーターのシャード化 と連携し、既存のインスタンスでこれを行う方法や、既存のインスタンス、またはインストールする方法について説明します。
			
前提条件
	
						oc および crwctl ツールが利用できる。
					


手順
	
						新規の OperatorHub インストールの場合：
					
	
								OpenShift Container Platform を使用して Red Hat CodeReady Workspaces クラスターを入力し、CheCluster カスタムリソース(CR)を作成します。Red Hat CodeReady Workspaces Operator のインスタンスの作成 を参照してください。
							
	
								以下の値を codeready-workspaces カスタムリソース(CR)に設定します。
							
spec:
  server:
    devfileRegistryRoute:
      labels: <labels> [image: 1]
      domain: <domain> [image: 2]
    pluginRegistryRoute:
      labels: <labels> [image: 3]
      domain: <domain> [image: 4]
    cheServerRoute:
      labels: <labels> [image: 5]
      domain: <domain> [image: 6]
    customCheProperties:
      CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_LABELS: <labels> [image: 7]
      CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_HOST_DOMAIN__SUFFIX: <domain> [image: 8]
  auth:
    identityProviderRoute:
      labels: <labels> [image: 9]
      domain: <domain> [image: 10]
	[image: 1] [image: 3] [image: 5] [image: 7] [image: 9] 
	
										ターゲット Ingress コントローラーがルートからサービスのセットをフィルタリングする時に使用するラベルのコンマ区切りの一覧
									

	[image: 2] [image: 4] [image: 6] [image: 8] [image: 10] 
	
										ターゲット Ingress コントローラーが提供する DNS 名
									







	
						新規の crwctl インストールの場合は、以下のようになります。
					
	
								以下を使用して crwctl インストールを設定します。
							
$ crwctl server:deploy --che-operator-cr-patch-yaml=patch.yaml ...

								patch.yaml には以下を含める必要があります。
							
spec:
  server:
    devfileRegistryRoute:
      labels: <labels> [image: 1]
      domain: <domain> [image: 2]
    pluginRegistryRoute:
      labels: <labels> [image: 3]
      domain: <domain> [image: 4]
    cheServerRoute:
      labels: <labels> [image: 5]
      domain: <domain> [image: 6]
    customCheProperties:
      CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_LABELS: <labels> [image: 7]
      CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_HOST_DOMAIN__SUFFIX: <domain> [image: 8]
  auth:
    identityProviderRoute:
      labels: <labels> [image: 9]
      domain: <domain> [image: 10]
	[image: 1] [image: 3] [image: 5] [image: 7] [image: 9] 
	
										ターゲット Ingress コントローラーがルートからサービスのセットをフィルタリングする時に使用するラベルのコンマ区切りの一覧
									

	[image: 2] [image: 4] [image: 6] [image: 8] [image: 10] 
	
										ターゲット Ingress コントローラーが提供する DNS 名
									







	
						既存の CodeReady Workspaces インストールの場合：
					
	
								oc ツールを使用して codeready-workspaces CR を更新します。
							
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/cheServerRoute/labels",'\
'"value": "<labels for a codeready-workspaces server route>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/cheServerRoute/domain",'\
'"value": "<ingress domain>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/pluginRegistryRoute/labels", '\
'"value": "<labels for a plugin registry route>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/auth/identityProviderRoute/domain", '\
'"value": "<ingress domain>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/pluginRegistryRoute/domain", '\
'"value": "<ingress domain>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/devfileRegistryRoute/labels", '\
'"value": "<labels for a devfile registry route>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/devfileRegistryRoute/domain", '\
'"value": "<ingress domain>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/customCheProperties/CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_LABELS", '\
'"value": "<labels for a workspace routes>"}]'
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/customCheProperties/CHE_INFRA_OPENSHIFT_ROUTE_HOST_DOMAIN__SUFFIX", '\
'"value": "<ingress domain>"}]'







自己署名証明書を使用した Git リポジトリーをサポートする CodeReady Workspaces のデプロイ




				この手順では、自己署名証明書を使用するリポジトリーで Git 操作のサポートのあるデプロイメント用に CodeReady Workspaces を設定する方法を説明します。
			
前提条件
	
						Git バージョン 2 以降
					


手順

					自己署名の Git リポジトリーのサポートの設定。
				
	
						Git サーバーの詳細情報を使用して新規の configMap を作成します。
					
$ oc create configmap che-git-self-signed-cert --from-file=ca.crt \
  --from-literal=githost=<host:port> -n {prod-namespace}

						このコマンドで、<host:port> を Git サーバーの HTTPS 接続のホストおよびポートに置き換えます (オプション)。
					
注記
	
									githost を指定しないと、指定された証明書がすべての HTTPS リポジトリーに使用されます。
								
	
									証明書ファイルの名前は ca.crt にする必要があります。
								
	
									証明書ファイルは、通常、以下のような Base64 ASCII ファイルとして保存されます。.pem, .crt, .ca-bundle.また、これらはバイナリーデータとしてエンコードすることもできます (例: .cer)。証明書ファイルを保持するすべての Secrets は、バイナリーデータ証明書ではなく、Base64 ASCII 証明書を使用する必要があります。
								




	
						ワークスペースの公開ストラテジーを設定します。
					

						gitSelfSignedCert プロパティーを更新します。これを行うには、以下を実行します。
					
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json \
  -p '[{"op": "replace", "path": "/spec/server/gitSelfSignedCert", "value": true}]'


	
						新規ワークスペースを作成および開始します。ワークスペースによって使用されるすべてのコンテナーは、自己署名証明書のあるファイルを含む特殊なボリュームをマウントします。リポジトリーの .git/config ファイルには、Git サーバーホスト (その URL) と http セクションの証明書へのパスについての情報が含まれます（git-configに関する Git ドキュメントを参照してください)。以下に例を示します。
					
[http "https://10.33.177.118:3000"]
        sslCAInfo = /etc/che/git/cert/ca.crt




ストレージクラスを使用した CodeReady Workspaces のインストール




				設定済みのインフラストラクチャーストレージを使用するように CodeReady Workspaces を設定するには、ストレージクラスを使用して CodeReady Workspaces をインストールします。これは、ユーザーがデフォルト以外のプロビジョナーによって提供される永続ボリュームをバインドする必要がある場合にとくに役立ちます。これを実行するには、ユーザーは CodeReady Workspaces のデータを節約するためにこのストレージをバインドし、そのストレージのパラメーターを設定します。これらのパラメーターは、以下を決定します。
			
	
						特殊なホストパス
					
	
						ストレージ容量
					
	
						ボリューム mod
					
	
						マウントオプション
					
	
						ファイルシステム
					
	
						アクセスモード
					
	
						ストレージタイプ
					
	
						その他多数
					



				CodeReady Workspaces には、データの格納に永続ボリュームが必要な 2 つのコンポーネントがあります。
			
	
						PostgreSQL データベース。
					
	
						CodeReady Workspaces ワークスペース。CodeReady Workspaces ワークスペースは、ボリューム (例: /projects ボリューム) を使用してソースコードを保存します。
					


注記

					CodeReady Workspaces ワークスペースのソースコードは、ワークスペースが一時的ではない場合にのみ永続ボリュームに保存されます。
				

永続ボリューム要求 (PVC）のファクト:
	
						CodeReady Workspaces はインフラストラクチャーに永続ボリュームを作成しません。
					
	
						CodeReady Workspaces は永続ボリューム要求 (PVC）を使用して永続ボリュームをマウントします。
					
	
						CodeReady Workspaces サーバーは永続ボリューム要求を作成します。
					

						ユーザーは、CodeReady Workspaces PVC でストレージクラス機能を使用するために、CodeReady Workspaces 設定でストレージクラス名を定義します。ストレージクラスを使用すると、ユーザーは追加のストレージパラメーターを使用してインフラストラクチャーストレージを柔軟に設定します。クラス名を使用して、静的にプロビジョニングされた永続ボリュームを CodeReady Workspaces PVC にバインドすることもできます。
					



手順

					CheCluster カスタムリソース定義を使用してストレージクラスを定義します。
				
	
						ストレージクラス名を定義します。
					

						これを行うには、以下のいずれかの方法を使用します。
					
	
								server:deploy コマンドの引数の使用
							
	
										PostgreSQL PVC のストレージクラス名を指定します。
									

										--postgres-pvc-storage-class-name フラグを指定して crwctl server:deploy コマンドを使用します。
									
$ crwctl server:deploy -m -p minikube -a operator --postgres-pvc-storage-class-name=postgress-storage

	
										CodeReady Workspaces ワークスペースのストレージクラス名を指定します。
									

										--workspace-pvc-storage-class-name フラグを指定して server:deploy コマンドを使用します。
									
$ crwctl server:deploy -m -p minikube -a operator --workspace-pvc-storage-class-name=workspace-storage

										CodeReady Workspaces ワークスペースでは、ワークスペースの PVC ストラテジーに応じてストレージクラスの名前の動作が異なります。
									
注記

											Postgres-pvc-storage-class-name=postgress-storage および workspace-pvc-storage-class-name は、Operator インストーラーおよび Helm インストーラーで機能します。
										





	
								カスタムリソース YAML ファイルを使用してストレージクラス名を定義します。
							
	
										CodeReady Workspaces インストールに定義されたカスタムリソースで YAML ファイルを作成します。
									
	
										フィールド spec#storage#postgresPVCStorageClassName および spec#storage#workspacePVCStorageClassName を定義します。
									
apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
metadata:
  name: codeready-workspaces
spec:
  # ...
  storage:
    # ...
    # keep blank unless you need to use a non default storage class for PostgreSQL PVC
    postgresPVCStorageClassName: 'postgres-storage'
    # ...
    # keep blank unless you need to use a non default storage class for workspace PVC(s)
    workspacePVCStorageClassName: 'workspace-storage'
    # ...

	
										カスタムリソースで codeready-workspaces サーバーを起動します。
									
$ crwctl server:deploy -m -p minikube -a operator --che-operator-cr-yaml=/path/to/custom/che/resource/org_v1_che_cr.yaml







	
						CodeReady Workspaces を、ワークスペースを 1 つ目の永続ボリュームに、PostreSQL データベースを 2 つ目の永続ボリュームに保存するように設定します。
					
	
								カスタムリソース YAML ファイルを変更します。
							
	
										pvcStrategy を common に設定します。
									
	
										単一のプロジェクトでワークスペースを開始するように CodeReady Workspaces を設定します。
									
	
										postgresPVCStorageClassName および workspacePVCStorageClassName のストレージクラス名を定義します。
									
	
										YAML ファイルの例:
									
apiVersion: org.eclipse.che/v1
kind: CheCluster
metadata:
  name: codeready-workspaces
spec:
  server:
    # ...
    workspaceNamespaceDefault: 'che'
    # ...
  storage:
    # ...
    # Defaults to common
    pvcStrategy: 'common'
    # ...
    # keep blank unless you need to use a non default storage class for PostgreSQL PVC
    postgresPVCStorageClassName: 'postgres-storage'
    # ...
    # keep blank unless you need to use a non default storage class for workspace PVC(s)
    workspacePVCStorageClassName: 'workspace-storage'
    # ...




	
								カスタムリソースで codeready-workspaces サーバーを起動します。
							
$ crwctl server:deploy -m -p minikube -a operator --che-operator-cr-yaml=/path/to/custom/che/resource/org_v1_che_cr.yaml




	
						クラス名を使用して静的にプロビジョニングされたボリュームをバインドします。
					
	
								PostgreSQL データベースの永続ボリュームを定義します。
							
# che-postgres-pv.yaml
apiVersion: v1
kind: PersistentVolume
metadata:
  name: postgres-pv-volume
  labels:
    type: local
spec:
  storageClassName: postgres-storage
  capacity:
    storage: 1Gi
  accessModes:
    - ReadWriteOnce
  hostPath:
    path: "/data/che/postgres"

	
								CodeReady Workspaces ワークスペースの永続ボリュームを定義します。
							
# che-workspace-pv.yaml
apiVersion: v1
kind: PersistentVolume
metadata:
  name: workspace-pv-volume
  labels:
    type: local
spec:
  storageClassName: workspace-storage
  capacity:
    storage: 10Gi
  accessModes:
    - ReadWriteOnce
  hostPath:
    path: "/data/che/workspace"

	
								2 つの永続ボリュームをバインドします。
							





$ oc apply -f che-workspace-pv.yaml -f che-postgres-pv.yaml
注記

					ボリュームの有効なファイルパーミッションを指定する必要があります。これは、ストレージクラスの設定を使用して実行することも、手動で実行することもできます。パーミッションを手動で定義するには、storageClass#mountOptions uid と gid を定義します。PostgreSQL ボリュームには uid=26 と gid=26 が必要です。
				


信頼できない TLS 証明書の CodeReady Workspaces へのインポート




				CodeReady Workspaces コンポーネントの外部通信は、デフォルトでは TLS で暗号化されます。CodeReady Workspaces コンポーネントのプロキシー、ソースコードリポジトリー、アイデンティティープロバイダーなどの外部サービスとの通信では、TLS を使用する必要がある場合があります。これらの通信では、信頼できる認証局が署名する TLS 証明書を使用する必要があります。
			

				CodeReady Workspaces コンポーネントまたは外部サービスで使用される証明書が信頼できない CA によって署名される場合、CodeReady Workspaces インストールで CA 証明書をインポートする必要があるため、すべての CodeReady Workspaces コンポーネントがそれらを信頼できる CA によって署名されているものと見なす必要があります。
			

				この追加が必要になる可能性のある典型的なケースは以下のとおりです。
			
	
						基礎となる OpenShift クラスターが信頼されていない CA によって署名される TLS 証明書を使用する場合
					
	
						CodeReady Workspaces サーバーまたはワークスペースコンポーネントが、信頼できない CA で署名された TLS 証明書を使用する RH-SSO や Git サーバーなどの外部サービスに接続する場合
					



				CodeReady Workspaces は、CodeReady Workspaces namespace のラベルが付いた ConfigMap を TLS 証明書のソースとして使用します。ConfigMap には、それぞれが任意の数の証明書を持つキーの任意の数を指定できます。
			
注記

					クラスターに、クラスター全体のプロキシー設定を使用して追加されたクラスター全体の信頼される CA 証明書が含まれる場合、CodeReady Workspaces Operator はそれらを検知し、それらをこの ConfigMap に自動的に挿入します。
				
	
							CodeReady Workspaces は、ConfigMap に自動的に config.openshift.io/inject-trusted-cabundle="true" ラベルを付けます。
						
	
							このアノテーションに基づいて、OpenShift は ConfigMap の ca-bundle.crt キー内にクラスター全体で信頼される CA 証明書を自動的に挿入します。
						



重要

					一部の CodeReady Workspaces コンポーネントには、エンドポイントを信頼するための完全な証明書チェーンが必要です。クラスターが中間証明書で設定されている場合には、チェーン全体（自己署名ルートを含む）を CodeReady Workspaces に追加する必要があります。
				

新規 CA 証明書の CodeReady Workspaces への追加




					本書は、CodeReady Workspaces のインストール前や、CodeReady Workspaces がすでにインストールされ、実行されている場合に使用できます。
				
注記

						2.5.1 より前の CodeReady Workspaces バージョンを使用している場合は、本書で追加の TLS 証明書を適用する方法について参照してください。
					


前提条件
	
							oc ツールが利用できる。
						
	
							CodeReady Workspaces の namespace が存在する。
						


手順
	
							インポートする必要のある証明書をローカルファイルシステムに保存します。
						
注意
	
									証明書ファイルは、通常、.pem、. crt、.ca-bundle などの Base64 ASCII ファイルとして保存されます。ただし、それらにはバイナリーエンコード (例: .cer ファイル) を使用することもできます。証明書ファイルを保持するすべてのシークレットでは、バイナリーでエンコードされる証明書ではなく、Base64 ASCII 証明書を使用する必要があります。
								
	
									CodeReady Workspaces はすでに予約済みのファイル名を使用して証明書を ConfigMap に自動的に挿入するため、以下の予約済みのファイル名を使用して証明書を保存しないようにしてください。
								
	
											ca-bundle.crt
										
	
											ca.crt
										







	
							必要な TLS 証明書で新規 ConfigMap を作成します。
						
$ oc create configmap custom-certs --from-file=<bundle-file-path> -n=openshift-workspaces

							複数のバンドルを適用するには、上記のコマンドに別の --from-file=<bundle-file-path> フラグを追加します。または、別の ConfigMap を作成することもできます。
						

	
							app.kubernetes.io/part-of=che.eclipse.org と app.kubernetes.io/component=ca-bundle の両方のラベルを使用して作成した ConfigMap にラベルを付けます。
						
$ oc label configmap custom-certs app.kubernetes.io/part-of=che.eclipse.org app.kubernetes.io/component=ca-bundle -n <crw-namespace-name>

	
							CodeReady Workspaces がデプロイされていない場合は、CodeReady Workspaces をデプロイします。デプロイしない場合は、CodeReady Workspaces コンポーネントのロールアウトが完了するまで待機します。実行中のワークスペースがある場合は、変更を有効にするためにそれらを再起動する必要があります。
						



CodeReady Workspaces のインストールレベルでの検証




					証明書の追加後に、予想通りに機能しない場合は、以下の一覧を確認してください。
				
	
							CodeReady Workspaces Operator デプロイメントの場合、CheCluster に適切なコンテンツと共にラベルが付けられた ConfigMap が含まれる namespace。
						
$ oc get cm --selector=app.kubernetes.io/component=ca-bundle,app.kubernetes.io/part-of=che.eclipse.org -n openshift-workspaces

							また、ConfigMap の内容を確認するには、以下を実行します。
						



$ {orch-cli} get cm __<name>__ -n {prod-namespace} -o yaml
	
							CodeReady Workspaces Pod ボリューム一覧には、ca-certs-merged ConfigMap をデータソースとして使用するボリュームが含まれます。CodeReady Workspaces Pod のボリュームの一覧を取得するには、以下を実行します。
						
$ oc get pod -o json <codeready-workspaces-pod-name> -n openshift-workspaces | jq .spec.volumes

	
							CodeReady Workspaces は、証明書を CodeReady Workspaces サーバーコンテナーのフォルダー /public-certs/ にマウントします。このコマンドは、そのフォルダー内のファイルの一覧を返します。
						
$ oc exec -t <codeready-workspaces-pod-name> -n openshift-workspaces -- ls /public-certs/

	
							CodeReady Workspaces サーバーログに、設定された CodeReady Workspaces 証明書を含む、Java トラストストアに追加されたすべての証明書についての行があります。
						
$ oc logs <codeready-workspaces-pod-name> -n openshift-workspaces

	
							CodeReady Workspaces サーバーの Java トラストストアに証明書が含まれる。証明書の SHA1 フィンガープリントは、以下のコマンドで返されるトラストストアに含まれる証明書の SHA1 の一覧にあります。
						
$ oc exec -t <codeready-workspaces-pod-name> -n openshift-workspaces -- keytool -list -keystore /home/jboss/cacerts
Your keystore contains 141 entries

(...)

							ローカルファイルシステムの証明書の SHA1 ハッシュを取得するには、以下のコマンドを実行します。
						
$ openssl x509 -in <certificate-file-path> -fingerprint -noout
SHA1 Fingerprint=3F:DA:BF:E7:A7:A7:90:62:CA:CF:C7:55:0E:1D:7D:05:16:7D:45:60




ワークスペースレベルでの検証



	
							ワークスペースを起動し、これが作成された OpenShift プロジェクトを取得し、これが起動するのを待機します。
						
	
							以下のコマンドを使用してワークスペース Pod の名前を取得します。
						
$ oc get pods -o=jsonpath='{.items[0].metadata.name}' -n <workspace namespace> | grep '^workspace.*'

	
							以下のコマンドを使用して、ワークスペース Pod の Theia IDE コンテナーの名前を取得します。
						
$ oc get -o json pod <workspace pod name>  -n <workspace namespace> | \
    jq -r '.spec.containers[] | select(.name | startswith("theia-ide")).name'

	
							ワークスペース namespace 内に作成されている必要がある ca-certs ConfigMap を検索します。
						
$ oc get cm ca-certs <workspace namespace>

	
							ca-certs ConfigMap のエントリーに事前に追加した追加エントリーがすべて含まれていることを確認します。さらに、予約されている ca-bundl.crt エントリーが含まれる場合があります。
						
$ oc get cm ca-certs -n <workspace namespace> -o json | jq -r '.data | keys[]'
ca-bundle.crt
source-config-map-name.data-key.crt

	
							ca-certs ConfigMap がワークスペース Pod のボリュームとして追加されていることを確認します。
						
$ oc get -o json pod <workspace pod name> -n <workspace namespace> | \
    jq '.spec.volumes[] | select(.configMap.name == "ca-certs")'
{
  "configMap": {
    "defaultMode": 420,
    "name": "ca-certs"
  },
  "name": "che-self-signed-certs"
}

	
							ボリュームがコンテナー (とくに Theia IDE コンテナー) にマウントされていることを確認します。
						
$ oc get -o json pod <workspace pod name> -n <workspace namespace> | \
   jq '.spec.containers[] | select(.name == "<theia ide container name>").volumeMounts[] | select(.name == "che-self-signed-certs")'
{
  "mountPath": "/public-certs",
  "name": "che-self-signed-certs",
  "readOnly": true
}

	
							Theia IDE コンテナーの /public-certs フォルダーを検査し、その内容が ca-certs ConfigMap のエントリーの一覧と一致することを確認します。
						
$ oc exec <workspace pod name> -c <theia ide container name> -n <workspace namespace> -- ls /public-certs
ca-bundle.crt
source-config-map-name.data-key.crt





コンポーネント間の通信での外部 DNS 名と内部 DNS 名間の切り替え




				デフォルトでは、新規の CodeReady Workspaces デプロイメントは、CodeReady Workspaces サーバー、RH-SSO、レジストリー間の通信に OpenShift サービス DNS 名を使用します。これは以下に役立ちます。
			
	
						プロキシー、証明書、およびファイアウォールの問題の回避
					
	
						トラフィックの高速化
					



				このタイプの通信は、OpenShift Route クラスターのホスト名を使用するコンポーネント間の通信の外部の方法に代わるものです。以下の状況では、OpenShift 内部 DNS 名の使用はサポートされません。コンポーネント間の通信で内部クラスターのホスト名の使用を無効にすると、外部 OpenShift Route を使用した通信が有効になります。
			
OpenShift における内部のコンポーネント間通信の制限
	
						CodeReady Workspaces コンポーネントは、マルチクラスター OpenShift 環境全体にデプロイされます。
					
	
						OpenShift NetworkPolicies は namespace 間の通信を制限します。
					



				以下のセクションでは、OpenShift Route の外部のコンポーネント間の通信を有効/無効にする方法を説明します。
			
前提条件
	
						oc ツールが利用できる。
					
	
						OpenShift で実行される CodeReady Workspaces のインスタンス。
					


手順

					コンポーネント間の通信方法を外部と内部で切り替えるには、カスタムリソース (CR) に対する更新が必要です。
				
	
						コンポーネント間の通信で外部 OpenShift ルートを使用するには、以下を実行します。
					
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/useInternalClusterSVCNames", "value": false}]'

	
						コンポーネント間の通信で内部 OpenShift DNS 名を使用するには、以下を実行します。
					
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/server/useInternalClusterSVCNames", "value": true}]'




Red Hat CodeReady Workspaces ログインページの RH-SSO codeready-workspaces-username-readonly テーマの設定




				以下の手順は、OpenShift OAuth サービスが有効にされているすべての CodeReady Workspaces インスタンスに関連します。
			

				事前に作成した namespace のユーザーが Red Hat CodeReady Workspaces ダッシュボードに初めてログインする際に、ユーザーがアカウント情報を更新できるページが表示されます。ユーザー名を変更することはできますが、OpenShift ユーザー名に一致しないユーザー名を選択すると、ユーザーのワークスペースは実行されません。これは、CodeReady Workspaces が存在しない namespace、ユーザーの OpenShift ユーザー名から派生する名前の使用を試行し、ワークスペースの作成を試行することによって生じます。これを防ぐには、RH-SSO にログインし、テーマの設定を変更します。
			
RH-SSO へのログイン




					以下の手順では、OpenShift プラットフォームのルートとして機能する RH-SSO にログインする方法を説明します。RH-SSO にログインするには、ユーザーは RH-SSO URL とユーザーの認証情報を最初に取得する必要があります。
				
前提条件
	
							oc ツールがインストールされている。
						
	
							oc ツールを使用して OpenShift クラスターにログインしている。
						


手順
	
							ユーザーの RH-SSO ログインを取得します。
						
oc get secret che-identity-secret  -n openshift-workspaces -o json | jq -r '.data.user' | base64 -d

	
							ユーザーの RH-SSO パスワードを取得します。
						
oc get secret che-identity-secret  -n openshift-workspaces -o json | jq -r '.data.password' | base64 -d

	
							RH-SSO URL を取得します。
						
oc  get ingress -n openshift-workspaces -l app=che,component=keycloak   -o 'custom-columns=URL:.spec.rules[0].host' --no-headers

	
							ブラウザーで URL を開き、取得したログインとパスワードを使用して RH-SSO にログインします。
						



RH-SSO codeready-workspaces-username-readonly テーマの設定



前提条件
	
							OpenShift で実行される CodeReady Workspaces のインスタンス。
						
	
							RH-SSO サービスにログインしている。
						


手順

						ユーザー名を変更したら、Login Theme オプションを readonly に設定します。
					
	
							左側のメイン Configure メニューで、Realm Settings を選択します。
						
[image: crwkeycloak ユーザー名読み取り専用テーマ]


	
							Themes タブに移動します。
						
	
							Login Theme フィールドで codeready-workspaces-username-readonly オプションを選択し、Save ボタンをクリックして変更を適用します。
						




シークレットをファイルまたは環境変数として Red Hat CodeReady Workspaces コンテナーにマウントする




				シークレットは、ユーザー名、パスワード、認証トークン、設定などの機密データを暗号化された形式で保存する OpenShift オブジェクトです。
			

				ユーザーは、機密データが含まれる OpenShift シークレットを Red Hat CodeReady Workspaces コンテナーにマウントできます。
			
	
						ファイル
					
	
						環境変数
					



				マウントプロセスでは、標準の OpenShift マウントメカニズムを使用しますが、追加のアノテーションとラベル付けが必要です。
			
シークレットをファイルとして Red Hat CodeReady Workspaces コンテナーにマウントする



前提条件
	
							CodeReady Workspaces の実行中のインスタンスがある。CodeReady Workspaces のインスタンスをインストールするには、「CodeReady Workspaces の インストール 」を参照してください。
						


手順
	
							CodeReady Workspaces ワークスペースがデプロイされる OpenShift プロジェクトで新規の OpenShift シークレットを作成します。作成される予定のシークレットのラベルは、ラベルのセットと一致する必要があります。
						
	
									app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
								
	
									app.kubernetes.io/component: <DEPLOYMENT_NAME>-secret
								






					<DEPLOYMENT_NAME>は、postgres、keycloak、devfile-registry、plugin-registry、またはcodereadyのいずれかのデプロイメントです。
				
例4.5 以下に例を示します。
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-certificate
  labels:
    app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
    app.kubernetes.io/component: codeready-secret
...

						アノテーションは、指定されるシークレットがファイルとしてマウントされていることを示す必要があります。アノテーション値を設定します。
					
	
								che.eclipse.org/mount-as: file - シークレットをファイルとしてマウントするように指定します。
							
	
								che.eclipse.org/mount-path: <FOO_ENV> - 必要なマウントパスを指定します。
							


apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-certificate
  annotations:
    che.eclipse.org/mount-path: /custom-certificates
    che.eclipse.org/mount-as: file
  labels:
...

						OpenShift シークレットには複数の項目が含まれる可能性があり、その名前はコンテナーにマウントされる必要なファイル名と一致する必要があります。
					
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-certificate
  labels:
    app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
    app.kubernetes.io/component: codeready-secret
  annotations:
    che.eclipse.org/mount-path: /custom-certificates
    che.eclipse.org/mount-as: file
data:
  ca.crt: <base64 encoded data content here>

						これにより、ca.crt という名前のファイルが CodeReady Workspaces コンテナーの /custom-certificates パスにマウントされます。
					



シークレットを環境変数として Red Hat CodeReady Workspaces コンテナーにマウントする



前提条件
	
							Red Hat CodeReady Workspaces の実行中のインスタンス。Red Hat CodeReady Workspaces のインスタンスをインストールするには、「CodeReady Workspaces の インストール 」を参照してください。
						


手順
	
							CodeReady Workspaces ワークスペースがデプロイされる OpenShift プロジェクトで新規の OpenShift シークレットを作成します。作成される予定のシークレットのラベルは、ラベルのセットと一致する必要があります。
						
	
									app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
								
	
									app.kubernetes.io/component: <DEPLOYMENT_NAME>-secret
								






					<DEPLOYMENT_NAME>は、postgres、keycloak、devfile-registry、plugin-registry、またはcodereadyのいずれかのデプロイメントです。
				
例4.6 以下に例を示します。
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-settings
  labels:
    app.kubernetes.io/part-of: che.eclipse.org
    app.kubernetes.io/component: codeready-secret
...

						アノテーションは、指定されるシークレットが環境変数としてマウントされていることを示す必要があります。アノテーション値を設定します。
					
	
								che.eclipse.org/mount-as: env - シークレットを環境変数としてマウントするように指定します。
							
	
								che.eclipse.org/env-name: <FOOO_ENV> - シークレットキー値のマウントに必要な環境変数名を指定します。
							


apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-settings
  annotations:
    che.eclipse.org/env-name: FOO_ENV
    che.eclipse.org/mount-as: env
  labels:
   ...
data:
  mykey: myvalue

						これにより、FOO_ENV という名前の環境変数と値 myvalue が CodeReady Workspaces コンテナーにプロビジョニングされます。
					

						シークレットに複数のデータ項目がある場合、環境変数の名前は以下のようにそれぞれのデータキーについて指定される必要があります。
					
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: custom-settings
  annotations:
    che.eclipse.org/mount-as: env
    che.eclipse.org/mykey_env-name: FOO_ENV
    che.eclipse.org/otherkey_env-name: OTHER_ENV
  labels:
   ...
data:
  mykey: myvalue
  otherkey: othervalue

						これにより、FOO_ENV、OTHER_ENV という名前の、myvalue および othervalue の値を持つ 2 つの環境変数が CodeReady Workspaces コンテナーにプロビジョニングされます。
					
注記

							OpenShift シークレットのアノテーション名の最大長さは 63 文字です。ここで、9 文字は、/ で終わるプレフィックス用に予約されます。これは、シークレットに使用できるキーの最大長さの制限として機能します。
						





Dev Workspace エンジンの有効化




				この手順では、Dev Workspace エンジンを有効にして Devfile 2.0.0 ファイル形式をサポートし、既存のインスタンスやインストールを行う方法を説明します。
			
前提条件
	
						oc および crwctl ツールが利用できる。
					


手順
	
						新規の OperatorHub インストールの場合：
					
	
								OpenShift Container Platform を使用して Red Hat CodeReady Workspaces クラスターを入力し、CheCluster カスタムリソース(CR)を作成します。Red Hat CodeReady Workspaces Operator のインスタンスの作成 を参照してください。
							
	
								以下の値を codeready-workspaces カスタムリソース(CR)に設定します。
							
spec:
  devWorkspace:
    enable: true




	
						新規の crwctl インストールの場合は、以下のようになります。
					
	
								以下を使用して crwctl インストールを設定します。
							
$ crwctl server:deploy --che-operator-cr-patch-yaml=patch.yaml ...

								patch.yaml には以下を含める必要があります。
							
spec:
  devWorkspace:
    enable: true




	
						既存の CodeReady Workspaces インストールの場合：
					
	
								oc ツールを使用して codeready-workspaces CR を更新します。
							
$ oc patch checluster codeready-workspaces -n openshift-workspaces --type=json -p \
'[{"op": "replace", "path": "/spec/devWorkspace/enable", "value": true}]'






関連情報

					本章のインストール方法は、3章CodeReady Workspaces のインストール を参照してください。
				


第5章 CodeReady Workspaces のアップグレード




			本章では、CodeReady Workspaces インスタンスをバージョン 2.7 から CodeReady Workspaces 2.8 にアップグレードする方法を説明します。
		

			CodeReady Workspaces インスタンスのインストールするために使用する方法により、アップグレードする方法が決まります。
		
	
					「OperatorHub を使用した CodeReady Workspaces のアップグレード」
				
	
					「CLI 管理ツールを使用した CodeReady Workspaces のアップグレード」
				
	
					「制限された環境での CLI 管理ツールを使用した CodeReady Workspaces のアップグレード」
				


OperatorHub を使用した CodeReady Workspaces のアップグレード




				このセクションでは、OpenShift Web コンソールの OperatorHub から Operator を使用して、以前のマイナーバージョンからアップグレードする方法を説明します。
			

				OperatorHub は、Automatic および Manual アップグレードストラテジーをサポートします。: Automatic:: Operator の新規バージョンが公開されるとアップグレードプロセスが開始されます。Manual:: 更新は、Operator の新規バージョンが公開されるたびに手動で承認される必要があります。
			
OperatorHub での CodeReady Workspaces の承認ストラテジーの指定



前提条件
	
							OpenShift インスタンスの管理者アカウント。
						
	
							OpenShift の同じインスタンス上で OperatorHub の Operator を使用してインストールされた、以前のマイナーバージョンの CodeReady Workspaces のインスタンス。
						


手順
	
							OpenShift Web コンソールを開きます。
						
	
							Operators → Installed Operators  セクションに移動します。
						
	
							インストールされた Operator の一覧で Red Hat CodeReady Workspaces をクリックします。
						
	
							Subscription タブに移動し、承認ストラテジーを指定します。
						
	
									Approval:Automatic
								

									または
								

									Approval:Manual
								
[image: アップグレード戦略のスクリーンショットを指定]








OperatorHub での CodeReady Workspaces の手動によるアップグレード



前提条件
	
							OpenShift インスタンスの管理者アカウント。
						
	
							OpenShift の同じインスタンス上で OperatorHub の Operator を使用してインストールされた、以前のマイナーバージョンの CodeReady Workspaces のインスタンス。
						
	
							サブスクリプションの承認ストラテジーは、Manual に設定されます。
						


手順
	
							OpenShift Web コンソールを開きます。
						
	
							Operators → Installed Operators  セクションに移動します。
						
	
							インストールされた Operator の一覧で Red Hat CodeReady Workspaces をクリックします。
						
	
							Subscription タブに移動します。承認を必要とするアップグレードは Upgrade Status の横に表示されます (例: 1 requires approval)。
						
	
							1 requires approval をクリックしてから、Preview Install Plan をクリックします。
						
	
							アップグレードに利用可能なリソースとして一覧表示されているリソースを確認し、Approve をクリックします。
						


検証手順
	
							Operators → Installed Operators  ページに移動し、アップグレードの進捗をモニターします。完了時に、ステータスは Succeeded および Up to date に変更されます。
						
	
							2.8 のバージョン番号がページ下部に表示されます。
						


関連情報
	
							OpenShift ドキュメントのインストールされた Operator のアップグレードについてのセクション。
						




CLI 管理ツールを使用した CodeReady Workspaces のアップグレード




				本セクションでは、CLI 管理ツールを使用して以前のマイナーバージョンからアップグレードする方法を説明します。
			
前提条件
	
						OpenShift インスタンスの管理者アカウント
					
	
						以前のマイナーバージョンの Red Hat CodeReady Workspaces の実行中のインスタンス。これは、OpenShift の同じインスタンスで CLI 管理ツールを使用して <openshift-workspaces> プロジェクトにインストールされています。
					
	
						crwctl 2.8 バージョン管理ツールのインストール。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
					


手順
	
						CodeReady Workspaces 2.7 インスタンスで実行されているすべてのワークスペースで、変更を保存し、Git リポジトリーに再度プッシュします。
					
	
						CodeReady Workspaces 2.7 インスタンスのすべてのワークスペースをシャットダウンします。
					
	
						以下のコマンドを実行します。
					
$ crwctl server:update -n <openshift-workspaces>



注記

					低速なシステムまたはインターネット接続の場合は、--k8spodwaittimeout=1800000 フラグオプションを crwctl server:update コマンドに追加し、Pod のタイムアウト期間を 1800000 ms 以上に拡張します。
				

検証手順
	
						CodeReady Workspaces インスタンスに移動します。
					
	
						2.8 のバージョン番号がページ下部に表示されます。
					



制限された環境での CLI 管理ツールを使用した CodeReady Workspaces のアップグレード




				本セクションでは、制限された環境で CLI 管理ツールを使用して Red Hat CodeReady Workspaces をアップグレードする方法を説明します。アップグレードパスは、CodeReady Workspaces バージョン 2.7 からバージョン 2.8 へのマイナーバージョンの更新をサポートします。
			
前提条件
	
						OpenShift インスタンスの管理者アカウント。
					
	
						< openshift-workspaces > プロジェクトに crwctl --installer Operator の方法を使用して、CLI 管理ツールを使用してインストールされた Red Hat CodeReady Workspaces の実行中のインスタンスバージョン 2.7。「制限された環境での CodeReady Workspaces のインストール」 を参照してください。
					
	
						crwctl 2.8 管理ツールが利用できる。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
					


制限された環境でのネットワーク接続について




					CodeReady Workspaces では、CodeReady Workspaces 用に作成された各 OpenShift Route が OpenShift クラスター内からアクセスできる必要があります。これらの CodeReady Workspaces コンポーネントには OpenShift Route（codeready-workspaces-server, keycloak, devfile-registry, plugin-registry）があります。
				

					環境のネットワークトポロジーを考慮して、これを実行する最善の方法を判断してください。
				
例5.1 公開インターネットから切断された、会社または組織が所有するネットワーク

						ネットワーク管理者は、クラスターからのトラフィックを OpenShift Route ホスト名にルーティングできるようにする必要があります。
					


例5.2 クラウドプロバイダーのプライベートサブネットワーク

						トラフィックがノードから出て、外部に表示されるロードバランサーに到達できるようにするプロキシー設定を作成します。
					



オフラインレジストリーイメージのビルド



オフラインの devfile レジストリーイメージのビルド




						本セクションでは、オフラインの devfile レジストリーイメージをビルドする方法を説明します。外部インターネットのリソースを使用せずにワークスペースを起動するには、このイメージをビルドする必要があります。このイメージには、devfile で zip ファイルとして参照されるすべてのサンプルプロジェクトが含まれます。
					
前提条件
	
								podman または docker の実行中のインストール。
							


手順
	
								devfile レジストリーリポジトリーのクローンを作成し、デプロイするバージョンをチェックアウトします。
							
$ git clone git@github.com:redhat-developer/codeready-workspaces.git
$ cd codeready-workspaces
$ git checkout crw-2.8-rhel-8

	
								オフラインの devfile レジストリーイメージをビルドします。
							
$ cd dependencies/che-devfile-registry
$ ./build.sh --organization <my-org> \
           --registry <my-registry> \
           --tag <my-tag> \
           --offline
注記

									build.sh スクリプトの詳細なオプションを表示するには --help パラメーターを使用します。
								




関連情報
	
								レジストリーのカスタマイズ
							



オフラインプラグインレジストリーイメージのビルド




						本セクションでは、オフラインのプラグインレジストリーイメージをビルドする方法を説明します。外部インターネットのリソースを使用せずにワークスペースを起動するには、このイメージをビルドする必要があります。イメージには、プラグインのメタデータとすべてのプラグインまたは拡張アーティファクトが含まれます。
					
前提条件
	
								NodeJS 12.x
							
	
								yarn の実行中のバージョン。参照: Installing Yarn.
							
	
								./node_modules/.bin が PATH 環境変数にある。
							
	
								podman または docker の実行中のインストール。
							


手順
	
								プラグインレジストリーリポジトリーのクローンを作成し、デプロイするバージョンをチェックアウトします。
							
$ git clone git@github.com:redhat-developer/codeready-workspaces.git
$ cd codeready-workspaces
$ git checkout crw-2.8-rhel-8

	
								オフラインプラグインレジストリーイメージをビルドします。
							
$ cd dependencies/che-plugin-registry
$ ./build.sh --organization <my-org> \
           --registry <my-registry> \
           --tag <my-tag> \
           --offline
注記

									build.sh スクリプトの詳細なオプションを表示するには --help パラメーターを使用します。
								




関連情報
	
								レジストリーのカスタマイズ
							




プライベートレジストリーの準備



前提条件
	
							oc ツールが利用できる。
						
	
							skopeo ツール（バージョン 0.1.40 以降）が利用できる。
						
	
							podman ツールが利用できる。
						
	
							OpenShift クラスターからアクセスできるイメージ、および V2 イメージマニフェスト (スキーマバージョン 2) フォーマットのサポート。インターネットへのアクセスが一時的に可能な場所から、これにプッシュできることを確認します。
						


表5.1 サンプルで使用されるプレースホルダー
	 
									<source-image>
								

								 	 
									レジストリー、組織、およびダイジェストなどのソースイメージの詳細な組み合わせ (coordinate)。
								

								 
	 
									<target-registry>
								

								 	 
									ターゲットコンテナーイメージレジストリーのホスト名およびポート。
								

								 
	 
									<target-organization>
								

								 	 
									ターゲットのコンテナーイメージレジストリー内の組織
								

								 
	 
									<target-image>
								

								 	 
									ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのイメージ名とダイジェスト。
								

								 
	 
									<target-user>
								

								 	 
									ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのユーザー名。
								

								 
	 
									<target-password>
								

								 	 
									ターゲットのコンテナーイメージレジストリーのユーザーパスワード。
								

								 



手順
	
							内部イメージレジストリーにログインします。
						
$ podman login --username <user> --password <password> <target-registry>
注記

								内部レジストリーへのプッシュを試行する際に x509: certificate signed by unknown authority などのエラーが発生した場合には、以下のいずれかの回避策を試してください。
							
	
										OpenShift クラスターの証明書を /etc/containers/certs.d/<target-registry>に追加します。
									
	
										/etc/containers/registries.conf にある Podman 設定ファイルに以下の行を追加して、レジストリーを非セキュアなレジストリーとして追加する。
									


[registries.insecure]
registries = ['<target-registry>']


	
							ダイジェストを変更せずにイメージをコピーします。以下の表のすべてのイメージに対して、この手順を繰り返します。
						
$ skopeo copy --all docker://<source-image> docker://<target-registry>/<target-organization>/<target-image>
注記
表5.2 名前に含まれるプレフィックスまたはキーワードからの container-images の使用について
	使用	プレフィックスまたはキーワード
	 
												Essential
											

											 	 
												stacks-, plugin- または -openj9- ではない
											

											 
	 
												Workspaces
											

											 	 
												stacks-, plugin-
											

											 
	 
												IBM Z および IBM Power Systems
											

											 	 
												-openj9-
											

											 




表5.3 プライベートレジストリーでコピーするイメージ
	<source-image>	<target-image>
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/configbump-rhel8@sha256:db34b20374d99c2055612663a669a06f6dd0fc1fc19603761e993fd0870eddfe
										

										 	 
											configbump-rhel8@sha256:db34b20374d99c2055612663a669a06f6dd0fc1fc19603761e993fd0870eddfe
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
										

										 	 
											crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
										

										 	 
											crw-2-rhel8-operator@sha256:a24dc83d8cdd8af715f0c4f235dcba0736bf395b7029ceaed0b8a683da5f74e0
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/devfileregistry-rhel8@sha256:e3c360c031d8e68b62d1a28a4d736f41c5bfbc17c23999b9e1f1e5820858bf1d
										

										 	 
											devfileregistry-rhel8@sha256:e3c360c031d8e68b62d1a28a4d736f41c5bfbc17c23999b9e1f1e5820858bf1d
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/jwtproxy-rhel8@sha256:3f40bb8a2022545ac06a0b41cdb0239fdacfc34b37faffb21348a2041e96d0f2
										

										 	 
											jwtproxy-rhel8@sha256:3f40bb8a2022545ac06a0b41cdb0239fdacfc34b37faffb21348a2041e96d0f2
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/machineexec-rhel8@sha256:19a8daf7f9adde981dcd588b0526fa7682111097849f60a9b0e81137bdde8f6c
										

										 	 
											machineexec-rhel8@sha256:19a8daf7f9adde981dcd588b0526fa7682111097849f60a9b0e81137bdde8f6c
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 	 
											plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 	 
											plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 	 
											plugin-java11-openj9-rhel8@sha256:ee7c41053b4c8615886745566fc306dbf5bd1b1d367e525266477ae17a26673e
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java11-rhel8@sha256:d93195134cef6351b1f9e3165fecc09f464dc99ab33d11b68fadd613d04d1636
										

										 	 
											plugin-java11-rhel8@sha256:d93195134cef6351b1f9e3165fecc09f464dc99ab33d11b68fadd613d04d1636
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 	 
											plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 	 
											plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 	 
											plugin-java8-openj9-rhel8@sha256:8d8948134405e45bdd895932afa85b6cf0fbfe4e9bb58ae9753d233ddf74672b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-java8-rhel8@sha256:ecaa9ddef5ca8db9552f1b5e66f7aacb19d72e488d718d8135b1e1d9f66a1a7a
										

										 	 
											plugin-java8-rhel8@sha256:ecaa9ddef5ca8db9552f1b5e66f7aacb19d72e488d718d8135b1e1d9f66a1a7a
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-kubernetes-rhel8@sha256:cf1d0e24f8bae0f87cae0b1577dfd25e124437d78031d7076fabebb2dcf48d7f
										

										 	 
											plugin-kubernetes-rhel8@sha256:cf1d0e24f8bae0f87cae0b1577dfd25e124437d78031d7076fabebb2dcf48d7f
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/plugin-openshift-rhel8@sha256:13ce6d8fdeeea0cc5a220ebe8abd2811c31bb2a424736759be9a6df15c8f77fd
										

										 	 
											plugin-openshift-rhel8@sha256:13ce6d8fdeeea0cc5a220ebe8abd2811c31bb2a424736759be9a6df15c8f77fd
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginbroker-artifacts-rhel8@sha256:cda306cb7e5c42faa6ab43218d39984d4955134b3ca9654968c28b05e0796c3a
										

										 	 
											pluginbroker-artifacts-rhel8@sha256:cda306cb7e5c42faa6ab43218d39984d4955134b3ca9654968c28b05e0796c3a
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginbroker-metadata-rhel8@sha256:0143a80b869620af08a0d60165dc9d13357a79e7243502832326cf053c17ee38
										

										 	 
											pluginbroker-metadata-rhel8@sha256:0143a80b869620af08a0d60165dc9d13357a79e7243502832326cf053c17ee38
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/pluginregistry-rhel8@sha256:3f5163a2303de7f538eca2cc560403f38b920af1169821dfa06dbef695fb10c6
										

										 	 
											pluginregistry-rhel8@sha256:3f5163a2303de7f538eca2cc560403f38b920af1169821dfa06dbef695fb10c6
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/server-rhel8@sha256:6635e8c160c8c73c00c9b05eccab08a4ff23d344f102ef0097a3798bf108217a
										

										 	 
											server-rhel8@sha256:6635e8c160c8c73c00c9b05eccab08a4ff23d344f102ef0097a3798bf108217a
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-cpp-rhel8@sha256:06cd3600c3b6c3dca0451b10b46961fd0db4140c7dddc4f9637984022f5cfc09
										

										 	 
											stacks-cpp-rhel8@sha256:06cd3600c3b6c3dca0451b10b46961fd0db4140c7dddc4f9637984022f5cfc09
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-dotnet-rhel8@sha256:ea77974b206c7d7abcad5cd32149f6bb669d3cf867135553af4d7dddd24ba9cf
										

										 	 
											stacks-dotnet-rhel8@sha256:ea77974b206c7d7abcad5cd32149f6bb669d3cf867135553af4d7dddd24ba9cf
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-golang-rhel8@sha256:e01d32e58a55a552f0d35b9a6210b7a2cc8ed444f8ae54a24113dcc85f4d80db
										

										 	 
											stacks-golang-rhel8@sha256:e01d32e58a55a552f0d35b9a6210b7a2cc8ed444f8ae54a24113dcc85f4d80db
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/stacks-php-rhel8@sha256:95c324ed660924bf76e10b461d75aa5be2a323f26e5033239f7cbfe1ec10b26e
										

										 	 
											stacks-php-rhel8@sha256:95c324ed660924bf76e10b461d75aa5be2a323f26e5033239f7cbfe1ec10b26e
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/theia-endpoint-rhel8@sha256:60c84fca55a997a6aab4ca07b8ff7d859948c1f525adeba2ae624c84fe059a56
										

										 	 
											theia-endpoint-rhel8@sha256:60c84fca55a997a6aab4ca07b8ff7d859948c1f525adeba2ae624c84fe059a56
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/theia-rhel8@sha256:de36fdf140ba6367e6edf577d6dbaffa270e5e5ecf0890e498f5907f8287858f
										

										 	 
											theia-rhel8@sha256:de36fdf140ba6367e6edf577d6dbaffa270e5e5ecf0890e498f5907f8287858f
										

										 
	 
											registry.redhat.io/codeready-workspaces/traefik-rhel8@sha256:0698a776c6ae2f08238cf011d69ac2c67f934b1e25ec38701a9e360430fd10f7
										

										 	 
											traefik-rhel8@sha256:0698a776c6ae2f08238cf011d69ac2c67f934b1e25ec38701a9e360430fd10f7
										

										 
	 
											registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 	 
											eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 
	 
											registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 	 
											eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 
	 
											registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 	 
											eap-xp2-openj9-11-openshift-rhel8@sha256:95d2ce73a0759de5befdbec115514a555752e2f20070fbfe356801da6d0a2bd6
										

										 
	 
											registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap-xp2-openjdk11-openshift-rhel8@sha256:647d092383a760edc083eafb2d7bc3208d6409097281bedbd5eaccde360e7e39
										

										 	 
											eap-xp2-openjdk11-openshift-rhel8@sha256:647d092383a760edc083eafb2d7bc3208d6409097281bedbd5eaccde360e7e39
										

										 
	 
											registry.redhat.io/jboss-eap-7/eap73-openjdk8-openshift-rhel7@sha256:d16cfe30eaf20a157cd5d5980a6c34f3fcbcfd2fd225e670a0138d81007dd919
										

										 	 
											eap73-openjdk8-openshift-rhel7@sha256:d16cfe30eaf20a157cd5d5980a6c34f3fcbcfd2fd225e670a0138d81007dd919
										

										 
	 
											registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
										

										 	 
											sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
										

										 	 
											sso74-openj9-openshift-rhel8@sha256:ed11770a85ca95fc9cbb2cade539a67ff0e127cff73a89a017415800e032bd5b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/rh-sso-7/sso74-openshift-rhel8@sha256:3154fd4f6ce080260de9d2b4c02930b67b57f1181f4e660f5ddfc9f6050420b1
										

										 	 
											sso74-openshift-rhel8@sha256:3154fd4f6ce080260de9d2b4c02930b67b57f1181f4e660f5ddfc9f6050420b1
										

										 
	 
											registry.redhat.io/rhel8/postgresql-96@sha256:32d73d737acec3daabc3f5c8236588454c8f57f7a2656ac7a50cf3a04f520b9b
										

										 	 
											postgresql-96@sha256:32d73d737acec3daabc3f5c8236588454c8f57f7a2656ac7a50cf3a04f520b9b
										

										 
	 
											registry.redhat.io/rhscl/mongodb-36-rhel7@sha256:9f799d356d7d2e442bde9d401b720600fd9059a3d8eefea6f3b2ffa721c0dc73
										

										 	 
											mongodb-36-rhel7@sha256:9f799d356d7d2e442bde9d401b720600fd9059a3d8eefea6f3b2ffa721c0dc73
										

										 
	 
											registry.redhat.io/ubi8/ubi-minimal@sha256:2f6b88c037c0503da7704bccd3fc73cb76324101af39ad28f16460e7bce98324
										

										 	 
											ubi8ubi-minimal@sha256:2f6b88c037c0503da7704bccd3fc73cb76324101af39ad28f16460e7bce98324
										

										 






検証手順
	
							イメージに同じダイジェストがあることを確認します。
						
$ skopeo inspect docker://<source-image>
$ skopeo inspect docker://<target-registry>/<target-organization>/<target-image>



関連情報
	
							イメージ一覧のソースを見つけるには、CodeReady Workspaces Operator ClusterServiceVersion ソースの relatedImages 属性の値を参照してください。
						



制限された環境での CLI 管理ツールを使用した CodeReady Workspaces のアップグレード




					本セクションでは、制限された環境で CLI 管理ツールを使用して Red Hat CodeReady Workspaces をアップグレードする方法を説明します。
				
前提条件
	
							OpenShift インスタンスの管理者アカウント
						
	
							< openshift-workspaces > プロジェクトに crwctl --installer Operator の方法を使用して、CLI 管理ツールを使用してインストールされた Red Hat CodeReady Workspaces の実行中のインスタンスバージョン 2.7。「制限された環境での CodeReady Workspaces のインストール」 を参照してください。
						
	
							必須のコンテナーイメージはクラスターで実行される CodeReady Workspaces サーバーで使用できる。「プライベートレジストリーの準備」 を参照してください。
						
	
							crwctl 2.8 管理ツールが利用できる。「crwctl CLI 管理ツールのインストール」 を参照してください。
						


手順
	
							CodeReady Workspaces 2.7 インスタンスで実行されているすべてのワークスペースで、変更を保存し、Git リポジトリーに再度プッシュします。
						
	
							CodeReady Workspaces 2.7 インスタンスのすべてのワークスペースを停止します。
						
	
							以下のコマンドを実行します。
						
$ crwctl server:update --che-operator-image=<image-registry>/<organization>/crw-2-rhel8-operator:2.8 -n openshift-workspaces
	
									<image-registry>: 制限された環境でアクセス可能なコンテナーイメージレジストリーのホスト名およびポート。
								
	
									<organization>: container-image レジストリーの組織。「プライベートレジストリーの準備」 を参照してください。
								





検証手順
	
							CodeReady Workspaces インスタンスに移動します。
						
	
							2.8 のバージョン番号がページ下部に表示されます。
						


注記

						低速なシステムまたはインターネット接続の場合は、--k8spodwaittimeout=1800000 フラグオプションを crwctl server:update コマンドに追加し、Pod のタイムアウト期間を 1800000 ms 以上に拡張します。
					




第6章 CodeReady Workspaces のアンインストール




			本セクションでは、Red Hat CodeReady Workspaces のアンインストール手順を説明します。アンインストールプロセスでは、CodeReady Workspaces 関連のユーザーデータが完全に削除されます。CodeReady Workspaces インスタンスをインストールするために以前に使用された方法により、アンインストール方法が決まります。
		
	
					OperatorHub を使用してインストールされた CodeReady Workspaces の場合、OpenShift Web コンソールの方法については、「OpenShift Web コンソールを使用した OperatorHub のインストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール」を参照してください。
				
	
					CLI の方法を使用してインストールされた CodeReady Workspaces の場合は、「OpenShift CLI を使用した OperatorHub のインストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール」 を参照してください。
				
	
					crwctl を使用してインストールされた CodeReady Workspaces の場合は、「crwctl インストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール」を参照してください。
				


OpenShift Web コンソールを使用した OperatorHub のインストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール




				本セクションでは、OpenShift Administrator パースペクティブのメインメニューを使用して、クラスターから CodeReady Workspaces をアンインストールする方法を説明します。
			
前提条件
	
						CodeReady Workspaces が OperatorHub を使用して OpenShift クラスターにインストールされている。
					


手順
	
						OpenShift Web コンソールに移動し、Administrator パースペクティブを選択します。
					
	
						Home > Projects セクションで、CodeReady Workspaces インスタンスが含まれるプロジェクトに移動します。
					
注記

							デフォルトのプロジェクト名は <openshift-workspaces> です。
						


	
						Operators > Installed Operators セクションで、インストールされた Operator の一覧で Red Hat CodeReady Workspaces をクリックします。
					
	
						Red Hat CodeReady Workspaces Cluster タブで、表示された Red Hat CodeReady Workspaces Cluster をクリックし、右上の Actions ドロップダウンメニューで Delete cluster オプションを選択します。
					
注記

							デフォルトの Red Hat CodeReady Workspaces クラスター名は <red-hat-codeready-workspaces> です。
						


	
						Operators > Installed Operators セクションの、インストールされた Operator 一覧で Red Hat CodeReady Workspaces をクリックし、右上の Actions ドロップダウンメニューで Uninstall Operator オプションを選択します。
					
	
						Home > Projects セクションで、CodeReady Workspaces インスタンスが含まれるプロジェクトに移動し、右上の Actions ドロップダウンメニューで Delete Project オプションを選択します。
					



OpenShift CLI を使用した OperatorHub のインストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール




				本セクションでは、oc コマンドを使用して、CodeReady Workspaces インスタンスをアンインストールする方法を説明します。
			
前提条件
	
						CodeReady Workspaces が OperatorHub を使用して OpenShift クラスターにインストールされている。
					
	
						oc ツールが利用できる。
					


手順

					以下の手順では、コマンドラインの出力を例として示します。ユーザーの端末の出力は異なる場合があることに注意してください。
				

				クラスターから CodeReady Workspaces インスタンスをアンインストールするには、以下を実行します。
			
	
						クラスターにサインインします。
					
$ oc login -u <username> -p <password> <cluster_URL>

	
						CodeReady Workspaces インスタンスがデプロイされているプロジェクトに切り替えます。
					
$ oc project <codeready-workspaces_project>

	
						CodeReady Workspaces クラスター名を取得します。以下は、red-hat-codeready-workspaces という名前のクラスターを示しています。
					
$ oc get checluster
NAME          AGE
red-hat-codeready-workspaces   27m

	
						CodeReady Workspaces クラスターを削除します。
					
$ oc delete checluster red-hat-codeready-workspaces
checluster.org.eclipse.che "red-hat-codeready-workspaces" deleted

	
						CodeReady Workspaces クラスターサービスバージョン (CSV) モジュールの名前を取得します。以下は、red-hat-codeready-workspaces.v2.8 という名前の CSV モジュールを検出します。
					
$ oc get csv
NAME                 DISPLAY       VERSION   REPLACES             PHASE
red-hat-codeready-workspaces.v2.8   Red Hat CodeReady Workspaces   2.8     red-hat-codeready-workspaces.v2.7   Succeeded

	
						CodeReady Workspaces CSV を削除します。
					
$ oc delete csv red-hat-codeready-workspaces.v2.8
clusterserviceversion.operators.coreos.com "red-hat-codeready-workspaces.v2.8" deleted




crwctl インストール後の CodeReady Workspaces のアンインストール




				本セクションでは、crwctl ツールを使用してインストールされた Red Hat CodeReady Workspaces のインスタンスをアンインストールする方法を説明します。
			
前提条件
	
						crwctl ツールが利用できる。
					
	
						oc ツールが利用できる。
					
	
						crwctl ツールは OpenShift の CodeReady Workspaces インスタンスにインストールされている。
					


手順
	
						OpenShift クラスターにサインインします。
					
$ oc login -u <username> -p <password> <cluster_URL>

	
						削除する CodeReady Workspaces namespace の名前をエクスポートします。
					
$ export codereadyNamespace=<codeready-namespace-to-remove>

	
						ユーザーのアクセストークンおよび Keycloak URL をエクスポートします。
					
$ export KEYCLOAK_BASE_URL="http://${KEYCLOAK_URL}/auth"
$ export USER_ACCESS_TOKEN=$(curl -X POST $KEYCLOAK_BASE_URL/realms/codeready/protocol/openid-connect/token \
                       -H "Content-Type: application/x-www-form-urlencoded" \
                       -d "username=admin" \
                       -d "password=admin" \
                       -d "grant_type=password" \
                       -d "client_id=codeready-public" | jq -r .access_token)

	
						UAT を使用してサーバーを停止します。
					
$ crwctl/bin/crwctl server:stop -n ${codereadyNamespace} --access-token=$USER_ACCESS_TOKEN

	
						プロジェクトおよび CodeReady Workspaces デプロイメントを削除します。
					
$ oc project ${codereadyNamespace}
$ oc delete deployment codeready-operator
$ oc delete checluster codeready-workspaces
$ oc delete project ${codereadyNamespace}

	
						プロジェクトについての情報を一覧表示して、削除が正常に実行されていることを確認します。
					
$ oc describe project ${codereadyNamespace}

	
						指定した ClusterRoleBinding を削除します。
					
$ oc delete clusterrolebinding codeready-operator
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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